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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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♠都内・タワーマンション






　目の前の男は震ふるえていた。

　身体からだは平静を装よそおっていても、心の震ふるえまでは隠かくせていない。

　数時間の間、一ヘツ対ズア一ツプで対たい峙じして、俺おれ──森もり本もと和かず羅らは既すでにこの男に対し確信を得ている。たまたま勝ち運に恵めぐまれ自らを強者と勘かん違ちがいしてしまったようだが、実情は素しろ人うとの域を出ず。この程度の苦境でビビっているようじゃ、くぐってきた修しゆ羅ら場ばもたかが知れている。そんな輩やからに、ポーカー──ことに、この『ノーリミット・テキサスホールデム』というルールの盤ばん上じようで、俺おれは負ける気などさらさらなかった。

　正確に言えば、負けている場合ではない。こいつを一口で吞のみ込こめないなら未来に控ひかえる荒あら波なみを乗のり越こえることなど不可能。

　悪いがあんたには、餌えさの小魚フイツシユになってもらう。

　今思っていることをもしそのまま口にしたら、目の前の男は『俺おれの人生の半分も生きていないような若造が何を』と激高することだろう。だが経験は尺度ではなく濃のう度どで測るべきもの。この数年で俺おれが得た経験の『濃こさ』なら、おおよそ誰だれにも負ける気がしない。

　──例えば、そう。




　この男はトイレで女子小学生のパンツに顔を突つっこんだことがあるだろうか。




　きっとないだろう。だが俺おれはある。あの時は本気で死を覚かく悟ごした。

「……気に入らん顔だな。アンタの賭かけ番ばんだぞ。早くしろ」

　いけない。ついポーカーフェイスを崩くずし苦く笑しようを浮うかべてしまっていた。常に油断大敵なのはいかなる勝負事でも同じ。気を許せば足を掬すくわれかねない。

　ただでさえ俺おれには弱点があるのだ。

　……弱点。それは常に大金を欲ほつしているという事実。

　ギャンブルは、金のない奴やつから負けていく。悲しすぎる鉄則だ。

　難病を抱かかえた妹の治ち療りようのため。いや、今のところは延命としか呼べない処置のため、湯水のように金が出て行く生活。ばくち打ちとして大きなハンデを抱かかえながら生きていることは、常に忘れてはならない。

　もっとも、今に限って言えば同じ弱点を目の前の人間も晒さらしているのだけれども。

　この男、ＩＴ企業の経営者らしいがかなりの大金をカジノで溶かしたらしい。挙げ句の果てに会社の金に手をつけ、そちらもあっけなく泡うた沫かたとなって消失。起死回生を祈いのり闇やみ金きんから借りた大枚で、この一夜に全てを賭かけた。テンプレ過ぎて逆に天然記念物かよと珍ちん重ちようしたくなるが、愚ぐ者しやは歴史に学ばない。聞けばこういう輩やからは未いまだブナシメジのような密集度であちこちから生えてくるらしい。

　今夜俺おれが勝てば、この男は終わる。字じ面づら通どおり、完全な終しゆう焉えんを迎むかえることだろう。

　だが躊ちゆう躇ちよしない。俺おれにとって、この男より妹の方が圧あつ倒とう的てきに大事なのだから。妹とこの男、両方は救えない。だから非常に申し訳ないが、俺おれはこの男の末路に興味を抱いだく余地がない。

「レイズ」

　宣言と共に、俺おれは１０００ドルチップ一枚をテーブルに転がした。

　既すでに賭かけられていた額は８００ドル。そこに１０００ドルというのは、ＮＬＨＥノーリミツトホールデムの定石と照らした場合あまり根こん拠きよがない。素しろ人うと臭くさい賭かけ方かたと言われてもしかたがない。

　だが、今は１０００というキリの良いい数字が最も『効く』と判断した。今こ宵よいのレートで、１０００ドルはちょうど１０００万円。既すでに負けが込こんでいる中、この男に局面を読み切って１０００万円を投じる度量があるか。

　それくらいの器うつわがあるなら、もう少し苦戦を強しいられていたはずだが、さて。

「…………フラッシュか？」

　忌いま々いましげに呟つぶやく男。場には三枚のカードが開かれていて、その全てが[image: ]。もし俺おれの手札二枚も両方[image: ]だったなら、既すでにフラッシュという強い役を手にしていることになる。

「アンタも賭かけてみればわかるさ」

　片かた肘ひじをついて答える。退たい屈くつだった。さっきの絞しぼり出だすような声で、男の方にはフラッシュが入っていないと確信してしまった。裏の裏を搔かいておどけている。そんな演技の可能性は、ない。小学生じゃなくてもわかる本気の狼ろう狽ばいだった。

「………………」

「アンタの賭かけ番ばんだぞ。早くしろ」

「………………ぐ」

　あえて一字一句違たがわず同じ言葉を返して挑ちよう発はつする。それがこの男を苛いら立だたせ、同時に怯おびえさせる。

「………………フォールドだ」

　長考の末、既すでに賭かけたチップを放ほう棄きして男は降りた。

「残念だったな。ただもらいで勝ちを拾えたろうに」

　俺おれはあえて、男に手札を見せつけてやる。[image: ]と、[image: ]。まったくフロップにもヒットしてないし、発展性もない、正しよう真しん正しよう銘めいのクズ手を。

「この野や郎ろう……ッ！」

　怒いかりにまかせ、男が自分の手札を投げつけてきた。[image: ]と[image: ]。ポケットエースだった。

　破は壊かい完かん了りよう。じっくり時間をかけて、この男の心の中に育んだ疑ぎ心しん暗あん鬼きに、ダメ押おしが成った。ブタ相手にポケットエースを降りてしまった負の記き憶おくは、もはや易やす々やすと拭ぬぐい去されるものじゃないだろう。

　あとは消化試合みたいなものだった。真綿で首を絞しめるように、定石通りの賭かけ筋すじで外け連れん味みなく男のチップを搾さく取しゆしていく。それだけの時間が明け方まで続いた。

　最終的に、男の負ふ債さいは２億３０００万円まで膨ふくらんだ。これに闇やみ金きんの利子が加わって……いや、考えるのはやめよう。

　選んでやれなかった人間のことは、忘れる。情に絆ほだされれば甘あまくなる。

　いつでも忘れるな。俺おれが歩いているのは解ほぐれかけたロープの上だ。振ふり返かえっている時間などない。ただ行く末を知るまで、前に進み続けるしかない。

　そういう道に、踏ふみ込こんでしまったのだから。





♦路上






『勝ったか。ご苦労だった』

　日曜日の朝焼けを浴びながら、俺おれは勝負の依い頼らい主ぬしである二に階かい堂どう静しずかに電話報告する。まだ街は寝ね静しずまっている時間だったが、電でん話わ越ごしの声は普ふ段だんと変わらず明めい瞭りようそのものだった。この男、いつ眠ねむっているのだろう。まさか勝負の結果が気になって眼めが冴さえていた、なんていう肝きもっ玉たまではあるまいし。

「はい。早朝からご連れん絡らく差し上げて申し訳ありません」

『終おわり次し第だい電話しろと言ったのは私だ。余計な気き遣づかいはしなくていい』

「失礼しました」

『臨りん時じ報ほう酬しゆうは、はずんでおこう。すまなかったな。私としても気の乗らないオファーだったのだが、付き合いの手前断れなかった』

　まさか二に階かい堂どう静しずかから詫わびの言葉を聞けるとは。通話を録音しておくべきだったかと半ば本気で思わされた。

　マンションポーカーの代打ちを依い頼らいされたのは初めてのことだった。なんでもくすぶり社長に対決を挑いどまれた側と二に階かい堂どう静しずかとは、浅からぬ関係があるのだとか。詳しよう細さいは……知りたくもない。深入りしないのが自分の身のためだろう。

『ゆっくり休んで「本業」に備えたまえ。今後このような下らない仕事はなるべく回さないように努力する』

「いえ……」

　返事に詰つまる。確かに気乗りしない案件ではあった。見ず知らずの男とはいえ、人生のとどめを刺さす役割なんて気分の良いいものであるはずがない。

　ただ、頭の片かた隅すみでこうも思った。

　こんなに楽な仕事ばかりなら、俺おれの胃痛と睡すい眠みん障しよう害がいも一気に和やわらぐかもしれないな、と。

『では、次の定時報告で』

　一方的に電話が切られ、俺おれは大きくため息を漏もらす。いつまで経たっても二に階かい堂どう静しずかと話す時は緊きん張ちよう感かんが抜ぬけない。

「……何か食いに行くか」

　眠ねむ気けは感じなかったので、夜まで暇ひまを潰つぶすことにする。そうでなくてもこんな時間から惰だ眠みんを貪むさぼれば明日の『本業』に支障をきたしてしまう。

　小学校教きよう諭ゆ、森もり本もと和かず羅らに戻もどるためのモラトリアムは二十四時間と少し。

　短いな、と感じてしまう。

　しかし、自分でも笑える。マンションポーカーに挑いどむ前より、明日の登校に思いを馳はせている今の方がよっぽど緊きん張ちようしているのだから。

「どうなることやら……」

　またため息をひとつ。

　フィエール女学園との絶対に負けられない対決を乗り切り、マーヤ・オーケルマンという新たな才能が自じ陣じんに加わってひとときの安あん泰たいを手に入れたと思った矢先、また不確定要素となるカードが紛まぎれ込こんできた。

「どうなることやら……」

　同じ言葉を繰くり返かえし呟つぶやいてしまう。鬼おにが出るか蛇じやが出るか。はたまたなにも起こりはしないのか。想像すらつかない。

　二に階かい堂どう静しずかの愛まな娘むすめ、二に階かい堂どう朱しゆ梨り。彼かの女じよと俺おれが婚こん約やくしているという事実が、部員の一人、笹ささ倉くら巴ともえに伝えられてしまったらしい。

　それを知ったのが昨日の夜だから、まだ巴ともえとは顔を合わせていない。

　教え子と婚こん約やくしている小学校教きよう諭ゆに、巴ともえは何を思うだろう。

　しかも、朱しゆ梨りの方は明らかにこの婚こん約やくを不服に思っているのだから、よけいに事態はややこしい。友人が、大人の勝手な都合で望まぬ相手に宛あてがわれていると知って、少なくとも祝福ムードで迎むかえてもらえるとは考えにくい。

　ようやく戦力が整ってきたポーカークラブの活動にも、何か支障が出なければいいが。

　気が重い。考えれば考えるほど学生時代以来のあの常じよう套とう句くが口から飛び出しそうになる。

「学校行きたくねぇ」

　飛び出してしまった。いや、行くが。金の亡もう者じやたる俺おれにとって、職しよく場ば放ほう棄きという選せん択たく肢しはありえないのだが。

　やはり、とつくづく思う。

　今日の仕事、楽だったな……。
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♥陽明学園初等部・廊下






「あっ、和かず羅ら先生。ごきげんようですっ」

「お、おう。ごきげんよう、巴ともえ」

　週明けの月曜日。緊きん張ちよう感かんを伴ともないながらホームルームに向かっていると、背後から明るい声で呼びかけられた。思わずビクリと身を強こわ張ばらせてしまう。

「今日も朝から暑いですね～」

「そ、そうだな。夏だしな」

　とりとめもない会話をしつつ隣となりに並んだ巴ともえの顔を見下ろす。活いき活いきとして、普ふ段だん通どおりの明るい表情だ。

「あっ、もう少しでチャイム鳴っちゃう。先生、先に行ってますね」

「ああ、また後で……あ」

　小走りで俺おれを追おい抜ぬいていく巴ともえ。廊ろう下かは走るなと注意し損そこねてしまった。

　正直、面食らっていた。普ふ通つう、あまりにも普ふ通つうだったな……。

　朱しゆ梨りからいろいろ聞いて、何か変化があるかと思ったが、ただの自意識過か剰じようだったのだろうか。

　確かに、巴ともえにとって俺おれという存在は担任教師で、ポーカーのコーチというポジションにすぎないのだから、誰だれと婚こん約やくしていようが関係ないというのは何の不思議もない。

　ただ、戦友であり友人である朱しゆ梨りの視点に立った場合、何かしらの感情は抱いだいていても不思議あるまいなと覚かく悟ごしていた。なのに今の様子はまるっきり我関せずという雰ふん囲い気きだった。

　悪いことではないのだ。変わらずポーカーに精を出してくれるのならば俺おれがどうこう気にする話ではないのかもしれない。

　でも、やっぱり引っかかる。このまま俺おれも素知らぬそぶりで活動を共にするというのは、何ともいえない居い心地ごこちの悪さを感じてしまいそうだ。

　お嬢じよう様さま学校特有の荘そう厳ごんなチャイムが響ひびく。いけない、教室へ急がなければ。

「うだうだ考えてもしょうがない。はっきりさせておくか……」

　早足で廊ろう下かを歩きながら、俺おれは覚かく悟ごを固めた。後で折を見て、巴ともえの内心を確かめてみよう。







「巴ともえ、ちょっといいか？」

　ホームルームが終わり、一時限目の移動教室に向かう途と中ちゆうで巴ともえをこっそり呼び止める。

「はい、なんでしょう？」

　振ふり返かえった面おも持もちは、自然な微笑ほほえみで満ちていた。やっぱり様子のおかしなところは少しもない。

「……あーっと」

　切り出し方が難しい。いや、もうこうなったら単刀直入に尋たずねるしかないのだろうが。

「どうしました？」

「聞いたんだろ、朱しゆ梨りから」

「あ、先生の婚こん約やくのお話ですか」

「ちょ、声が大きい」

　他の児童も近くを歩いているのだ。さすがにクラス中に広まってしまうのは朱しゆ梨りという存在の大きさを考えてもあまりよろしくない。

「す、すみませんでした。それで、あのお話がなにか？」

「なにか……というか。どう思った？」

「ええと。……特には」

　特には。そうなのか。

「ん、それならいいんだが」

「まだ何年も先のお話ですし、どうなるかわからないですよね？」

「えっ、そっちの意味で？」

　勝手に結けつ婚こんすれば良いいという心境なのかと思いきや。

「はい。だってまだ私たち小学生ですし。何年も経たったらいろいろ気持ちとかも変わってる気がします！」

「…………そ、そうか」

　確かに朱しゆ梨り側がわはまったく望んでいない婚こん約やくだ。今後朱しゆ梨りが断だん固こ拒きよ否ひの意志を固めてしまう可能性は俺おれだって否定できない。否定できないどころか確率としてはけっこうありそうだ。

「なので、私は諦あきらめません」

「…………そ、そうか。……え？」

　諦あきらめないって、何をだ？

　いや、会話の流れからまったく意味を推察できないほど、自分の感性は鈍にぶっていない。しかしながら、そのままの意味で受け止めるにはいささか自うぬ惚ぼれがすぎるのではと思わざるを得なかった。

「そ、それにですね……」

　突とつ然ぜん、巴ともえの頰ほおが赤く染まった。

「それに、なんだ？」

「先生には、前の合宿で……その。だ、大事なトコロを見られてしまいましたし。私としても責任を取って頂きたい気持ちが……それなり以上に……」

「っ!?」

　大事なトコロって、まさか。あのトイレ闖ちん入にゆう事じ件けんの話、か。

　まさか、巴ともえは覚えている？　無事やり過ごしたとばかり思っていたが、巴ともえは俺おれがトイレで巴ともえのパンツにダイブインしたあの事件を、しっかり記き憶おくしている？

「気付いてたのか……？」

「朝起きて、最初は夢かなとも思ったんですけど、やけに記き憶おくがはっきりしてるなぁと。やっぱり夢じゃなかったんですね」

　ますますモジモジして内うち股またになる巴ともえ。いかん、語るに落ちてしまったのかこれは。

「安心して下さい。先生と私だけのヒミツにしておきますから」

　両りよう頰ほほを押おさえ目を瞑つぶる巴ともえ。やはりこの少女、いざという時の肝きもの据すわり方かたが尋じん常じようではない。ここぞという場面で、とんでもないカードの切り方をしてくる。

　とにかく、図はからずも巴ともえの内心を知る運びとなってしまった。心臓をギュッと鷲わし摑づかみにされたような胸のつかえを覚える。

　相手は小学生だ。若さ故ゆえのはしかみたいな感情かもしれない。

　だとしても、責任を取れと言われると弱い。確かに俺おれがしでかしてしまったあの事案は、いたいけな少女にとって薄うすれえぬ記き憶おくだろう。

「……その節は、本当に申し訳ない」

「いいんです。先生も事情があったんですよね。忘れないで頂けていれば、それでいいです。朱しゆ梨りもですけど、私もまだ結けつ婚こんできませんし」

「……………………」

　掌てのひらの上で転がされているような気分だった。まるで、一流の勝負師と対たい峙じさせられているかのようだ。

「そういうわけで、私は何も気にしてませんから。朱しゆ梨りとの婚こん約やくも、あの夜のことも。今まで通りポーカークラブの活動をがんばりますので、先生も変わらずによろしくお願いしますねっ」

「…………あ、ああ」

　頷うなずくことしかできない。ひとまず、波乱の種は芽め吹ぶかなかった、という結論でいいのだろうか。いいような、よくないような。

　しかし、巴ともえがこう言ってくれている以上は、俺おれがこれ以上掘ほり返かえしても百害あって一利なし、か。

「それでは先生、また授業で」

　階段前で巴ともえがにっこり手を振ふる。移動教室は三階で、職員室は一階。授業の準備のため、俺おれはいちど職員室に戻もどらなくてはならない。

「っと、そうだ。……巴ともえ。ついでにたいへんおこがましいお願いなんだが」

「お願いですか？　なんでしょう？」

「婚こん約やくのこと、留る子ことマーヤには黙だまっておいてくれるか？」

　巴ともえは看過してくれるみたいだが、ポーカークラブ全体に話が伝わってしまうのはさすがに居い心地ごこちが悪い。二人とも盛せい大だいにからかってきそうだし。

「えっ？」

「えっ？」

　巴ともえの顔が、ギクリとした戸と惑まどいの色に染まる。間かん髪はつ入いれず、俺おれもまた嫌いやな予感に苛さいなまれた。

「まさか、もう……？」

「……え、えへへ。すみません」

　なんてこった。既すでに二人共が周知の事実……？

　気の重さが一気にぶり返す。今日の放課後のクラブ活動、穏おん便びんに済むなんて甘あまい考えは早々に捨てた方がよさそうだ。





♠陽明学園初等部ポーカークラブ






「よう、ロリコン教師」

「…………………………」

　意を決し東ひがし棟とうのポーカールームに足を踏ふみ入いれると、マーヤの第一声がそれだった。

　長い八や重え歯ばをむき出しにして、人を喰くったような笑えみ。やはり、やはりこうなってしまったか。絶対に混ぜっ返されるのはわかりきっていたから、せめてマーヤにだけは知られたくなかったのに。

　一時は部に混こん沌とんをもたらした銀ぎん髪ぱつの北ほく欧おう娘むすめも今やすっかりこの部屋に溶とけ込こみ、我わが物もの顔がおでポーカーテーブルの上にあぐらをかいている。それは良いいことなのだが（ポーカーテーブルに乗るなよというのはひとまず置いておいて）、とかく人の弱みにつけ込こむことに関しては余念がない小こ悪あく魔ま。俺おれと朱しゆ梨りの婚こん約やくの話題は、まさに絶好の餌えさ、といった感じなのだろう。

「朱しゆ梨り、この事態を恐おそれなかったのか」

「今回ばかりは先生に謝罪せざるをえません。すみませんでした……」

　ため息交じりに部屋の隅すみで小さくなっていた黒くろ髪かみの少女に問うと、珍めずらしく覇は気きの無いお詫わびが返ってきた。朱しゆ梨りが巴ともえに婚こん約やくのことを話した思おも惑わくは未いまだ把は握あくできていないが、本人にも想定外の事態を招いてしまったらしい。ならば責めるのもかわいそうか。

「なーカズラ。シュリなんてどうせ大しておっぱい大きくならないぞ。もっと将来の伸のび代しろを考えてヨメ探ししなよ。……ほら、わかる？　この無限の可能性」

　テーブルから飛び降り、俺おれの腕うでに抱だきついてくるマーヤ。肘ひじあたりに小五らしからぬ柔やわらかな膨ふくらみの感かん触しよくが伝わる。

「意味もなくくっつくな」

　まるで俺おれを誘ゆう惑わくしているかのようだがここで勘かん違ちがいしてはならない。マーヤという人間はとにかく場が『面おも白しろく』なればなんでもいいのだ。その気があるように振ふる舞まって俺おれを翻ほん弄ろうして遊んでいるだけにすぎない。

「伸のび代しろがなさそうで悪かったですね……。先生が困っています。離はなれて下さい」

「おっ早くも本妻気取りか。バレちゃったし開き直ってイチャラブ路線で攻せめるつもり？」

「そういうことじゃありません！　私は……私は……っ」

　訂てい正せい。翻ほん弄ろうしたいのは一人だけじゃない。挑ちよう発はつされて顔を真っ赤にしている朱しゆ梨りに、俺おれはかけるべき言葉を失う。

　望んだ婚こん約やくじゃないと伝えたいところだろう。しかし、それを言ってもたぶんマーヤはツンデレ乙おつで片づける。結局この話題、沈ちん静せい化かするまで俺おれと朱しゆ梨りはひたすら耐たえることしかできそうにない。

「せ、先生っ。私の伸のび代しろはどうですかっ？」

　諦あきらめ加か減げんでいると、空いていた方の腕うでに巴ともえが抱だきついてきた。もはや収しゆう拾しゆうがつかない。

　弱った。このままだと今日は、まともにクラブ活動を開始することすらできる気がしないぞ……。

　いや、待てよ。もっとも興味が薄うすそうな第三者に助けを求めてみるのも一つの選せん択たく肢しか。

「留る子こ。助けてくれ。このままだとポーカーができない」

「…………………………」

「留る子こ？」

「………………婚こん約やく。センセーと朱しゆ梨りが、婚こん約やく」

　ん、どうしたんだ。いつも以上にフードを目ま深ぶかに被かぶっていて表情はうかがい知れないが、妙みように声のトーンが暗いような。

「カズラ、お前も罪な男だな。いたいけなちんちくりんの心に深い傷を負わせちゃって」

「な、いや……え？」

　ヘコんでいるのか？　留る子こが……？　俺おれと朱しゆ梨りの婚こん約やくを知って？

　にわかには信じられない。信じられないが、しかしこの様子。ふだんと全然違ちがうのは誰だれの目から見ても明らかだった。

「留る子こっ！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　結けつ婚こんなんてあと何年も先の話だし、いつ破談になってもおかしくないよ！」

　すかさずそんな慰なぐさめの言葉をかける巴ともえ。客観的に捉とらえれば当人たちの前でけっこうな暴言だったが、俺おれと朱しゆ梨りは微び妙みような顔で視線を交差させることしかできなかった。

「べ、別にあたしはセンセーの婚こん約やくなんてどうでもいいっスけど。確かに朱しゆ梨りが愛あい想そ尽つかして話が流れちゃう可能性は低くないっスね。どうでもいいっスけど」

　留る子この声のトーンが少し上向きになった……気がした。立場上、どんな邪じや推すいも自うぬ惚ぼれになってしまいそうで俺おれは声に詰つまるばかりだったが。

「この話はもうおしまいです！　みなさんの言う通り、現状そういうことになっている、というだけです！　私はまだ何も受け入れたつもりはありません！」

　ぴしゃりと言い放つ朱しゆ梨り。実際それが朱しゆ梨りの偽いつわらざる本音だと俺おれも知っている。二に階かい堂どう静しずかから金銭と就職のサポートを受ける条件として、朱しゆ梨りとの婚こん約やくが織おり込こまれていた。それを俺おれは受け入れた。事実関係はそれだけで、朱しゆ梨りの思おも惑わくはまったく無視されている現状なのだ。

　破談になる可能性は低くない。皆みながそう言うのも、的を射ている。もし本当に破談になったなら、俺おれは何らかの理由で望ましくない状じよう況きように追おい込こまれていそうだが、それはさておき。

「ふーん。じゃ、ワタシがカズラを誘ゆう惑わくしてもシュリは気にしないよね？」

　ますますギュッとしがみついてくるマーヤ。やめてくれ、その気もないくせに。

「そ、それは……それは……っ」

　朱しゆ梨りもなぜそこで口ごもる。形だけでもご自由にどうぞと言っておいた方がマーヤの悪いた戯ずら心ごころも萎なえそうなのに。

「ん～？　ダメなのん？」

「だ……いい…………ダメ、やっぱりダメです！　部長として、クラブの風紀を乱す行動は許しません！」

「めんどくさい女だな。カズラ、女ってこんなもんだからテキトーにおっぱいで選んでおいた方が諦あきらめもつくぞ」

「でも先生、ロリコンならおっぱいはあんまり興味ないですよね？」

「だからロリコンじゃない……」

　心なしか巴ともえの発言が日増しに過激になっているような気がする。

「あ、あたしはどーでもいいんスけど、おっぱい大きくした方がいいのか悪いのか、そこはハッキリさせておいて欲ほしいっス。あたしたち成長期なんで、まだどっちの可能性も追求できるっス」

　留る子こもよくわからないことを言い出した。

　いったい今日は、いつになったらクラブ活動を開始できるんだ……。







「くっそ。ツキがなかったな……」

　ゲームを終えて、マーヤが毒づく。もはや活動不能な一日になってしまうのではと懸け念ねんしたが、そこはそれ。みんなポーカーに対する熱意は非常に高いので、やがて誰だれからともなくテーブルについて練習を開始してくれた。

「良いい時間だし今日はこれくらいにしておこう」

　時計の針は午後六時に迫せまっていた。まだ夏の陽ひざしは落ちきっていないが、全ぜん寮りよう制せいの陽よう明めい学がく園えんには門限がある。これ以上練習試合を重ねるのは時間的に厳しいだろう。

「そうですね、和かず羅ら先生の引ひっ越こしもありますしっ」

　上じよう機き嫌げんな声と共に巴ともえがぱんと手を叩たたく。いい勝負ができたから嬉うれしいのだろう。何度も思わされるが、巴ともえの急成長ぶりは俺おれとしても非常に頼たのもしくあった。

　それはそれとして、引ひっ越こし。そう、実は今日から俺おれは新天地での生活を始めることになっているのだった。

「まったくセンセー、急に寮りよう長ちようまで始めるなんて。そんなに朱しゆ梨りのそばにいたかったんスか」

「……小学生なら誰だれでも良いいのでは？」

　からかい混じりの留る子こと、どこか皮肉交じりな朱しゆ梨り。二人の言い分には異議を唱えたかったが、事実関係は合っているので反論しづらい。いや、小学生とお近づきになりたかったわけでは断じてないが。

「教育熱心だと言ってくれ」

　フィエール女学園との練習試合で、もし負けた時の処しよ遇ぐう。二に階かい堂どう静しずかから告げられたのは『教師から寮りよう長ちように格下げ』というものだった。

　試合の方はありがたくも勝利を収めることができたわけだが、後からふと思った。彼かれの権力を以もつてすれば、俺おれが寮りよう長ちように就任することも可能なのか、と。

　そこで、掛かけ合あってみたのだ。教師を続けつつ、寮りよう長ちようも兼けん任にんさせて貰もらえないかどうかを。答えは二つ返事でＯＫ。二に階かい堂どう静しずかとしても、朱しゆ梨りのお目付役がいることは利があると踏ふんだのだろう。

　こうして利害が一いつ致ち。俺おれは住すみ込こみで働けるようになることで収入アップと家賃無料というボーナスを手中に収めることに成功したのだった。

「教育とかうそつけ。絶対小学生ハーレム建国が狙ねらいだろ」

　マーヤも茶々を入れてくる。否いな。真の狙ねらいは金だ。銭ぜにゲバ森もり本もと和かず羅らとしては自然な選せん択たくだった。しかしそんな本心を告げるのもまた憚はばかられるところで、再び俺おれは言葉に窮きゆうす羽目になる。

「先生、そろそろ行きましょうっ。寮りようの中はまだあんまり歩いたことないですよね？　よければ私、案内しますっ」

　ただ一人やさしい言葉をかけてくれる巴ともえの存在が天使に思えた。相対的に。

「ちなみに何年生担当っスか？」

「五年生」

「うわーマジでカズラとひとつ屋根の下に暮らすのか。貞てい操そうの危機」

　全員で寮りように向かう最中もさんざん茶化され続けた。ちなみに五年生担当になったのは偶ぐう然ぜんではないだろう。二に階かい堂どう静しずかの思おも惑わくでねじ込こまれたに決まっている。俺おれとしては他の学年担当になった方がなにかと穏おん便びんに過ごせそうで安心感があったものの、そこは望むべくもなし、か。

　並木道を歩き、今までは皆みなと別れていた十字路を同じ方向に曲がる。ほどなく校舎とさして変わらない大きさの建物が六つ、木々の奥おくに見えた。陽よう明めい初等部の児童全員が暮らしているのだから、当然ながらけっこうな規模だ。

「ここが五年生の棟とうです」

　さばさばとした態度ながら、朱しゆ梨りが教えてくれる。建物は全て煉れん瓦が造づくりの荘そう厳ごんさで、この学園の歴史の重みを改めて感じさせられた。

「荷ほどきとかまだですか？　手伝いましょうか？」

「いや、鞄かばん一つだから大だい丈じよう夫ぶ。家具はだいたい備え付けられてるって話だし」

「そうっスね、生活に必要なモノはもうあるはずっス」

　エントランスに入ると管理室があったので守衛さんに新しい寮りよう長ちようである旨むねを告げる。特に怪あやしまれることもなくすぐに鍵かぎを渡わたしてもらえた。俺おれの部屋はこの管理人室のすぐ隣となりらしい。というか夜になったら守衛さんは帰ってしまうので、俺おれが門番の役割も兼かねなくてはならない。不ふ逞ていな輩やからが近付かぬよう目を光らせておかなければ。

「そんじゃ、とりあえず俺おれは生活の準備をするからまた夕食の時にな」

「つれないこと言うなよ。ちょっとお茶でも一いつ杯ぱい飲ませろ」

　鍵かぎを開け手を振ふると、マーヤが何食わぬ顔で俺おれより先に中に入ってしまった。まったくこやつは……。残った四人で苦く笑しようを重ねつつ、後を追って室内へ。マーヤだけ囲って他の子を追い返すのは逆に問題がある気がしたので、しかたなく全員に見学させてやることにした。

「あたしたちの部屋とあんま変わんないっスね……って、テレビがある。ズルいっス」

「狭せまくて大変でしょうが、ご自分で選んだ道なのですから文句言わないで我が慢まんして下さいね」

　物もの珍めずらしげに辺りを見回す子どもたち。留る子この抗こう議ぎによると、みんなの部屋にはテレビはないのか。俺おれ自じ身しんあんまり観みる方じゃないけど、あるならあるでありがたい。

　ちなみに部屋の広さはワンルーム八畳じようくらいで、キッチンがないぶん前借りてたアパートより広く感じるくらいだった。お嬢じよう様さま方がたにカルチャーショックを与あたえてしまわぬよう黙だまっておくことにするが。

　他に備え付けられている家具はベッドと机にタンス、クローゼット。それくらいか。ちょっとホテルっぽい。

「ここは……トイレ」

「お風ふ呂ろもあるんですね」

　興きよう味み津しん々しんに歩き回る巴ともえと、素っ気ない顔をしつついろいろチェックを始めている朱しゆ梨り。巴ともえはともかく朱しゆ梨りも意外と食いつきがよくて苦く笑しようした。大人びているとはいえやはり小学五年生。好こう奇き心しんには勝てなかったか。

「みんなの部屋にはないのか？」

「お風ふ呂ろはなくて大浴場っス。トイレはあるっス」

　なるほど、大浴場。ここは女子校だから男湯がないんだろうな。それで寮りよう長ちよう室しつにだけ風ふ呂ろが設置されてるわけか。

「何食わぬ顔で大浴場に来ないで下さいね」

「一発停職になるようなヘマは犯おかさないって」

　本気で警けい戒かいしているような視線の朱しゆ梨りに苦笑い。相変わらず信用がない。

「やっほーカズラ。お・い・で？」

　マーヤの声に振ふり向むけば、我わが物もの顔がおでベッドに潜もぐり込こんでいやがった。布ふ団とんを半分持ち上げ、俺おれを招き入れるような仕草。誰だれがそんなゴミトラップに引っかかるか。

「こら。俺おれより先に備品を使うとは良いい度胸だ」

「温めておいてあげてるんじゃん」

「出なさい、マーヤ。ふしだらです」

「あ、ごめんねシュリ。いますぐ役目替かわってあげるからそんな嫉しつ妬としないで」

「してません！」

　まったくもう、姦かしましい……。

「校則に寮りよう長ちよう室しつ入室禁止とか書いてないのか？」

「えーと……書いてないっスね。普ふ通つう入ろうと思わないっスもん」

　律りち儀ぎに生徒手帳をめくって確かめてくれた留る子こが肩かたをすくめる。

　まあ、確かに近寄ろうとしないよな。一いつ般ぱん的てきな児童なら。君たちもどうか一いつ般ぱん的てきであって欲ほしかった。

「先生、まだ夕食まで時間ありますし、探検に行きましょうっ」

　助け船……なのかは定さだかではないが、そんな提案をしてくれる巴ともえ。正直この寮りよう長ちよう室しつ以外に用事があるところなんて食堂くらいのものである気もするが、この状じよう況きようを脱だつするためにはありがたく誘さそいに乗らせて頂くのがよさそうだ。

「そうだな。頼たのむよ巴ともえ」

「はいっ！」

　元気よく頷うなずいて、巴ともえが俺おれの右手をギュッと握にぎる。不意を突つかれてドキリとした。

「ではまずこっちから行きますね」

　巴ともえに引っぱられる形で部屋の外へ。ううむ、児童と手を繫つないでお嬢じよう様さまの花はな園ぞのを歩くのはかなり胆たん力りよくを要するのだが、離はなしてくれと言うのも忍しのびない。このまま身を任せるしかないか。

「朱しゆ梨り、ツンツンしてばかりだとマジで誰だれかにかっ攫さらわれるっスよ。たまにはデレも見せておくべきっス」

「だから、私は……っ！」

　からかい口調の留る子こと、翻ほん弄ろうされ続つづけたせいかふくれっ面つらの朱しゆ梨り。朱しゆ梨りにまで心労を重ねさせてしまって申し訳ない気分になる。

「ぬふふ、こりゃあ面おも白しろくなってきた」

　そんな状じよう況きようを誰だれよりも楽しんでいる小こ悪あく魔まマーヤ。

　やれやれ、自分で蒔まいた種とはいえこの先ますます胃痛が重なりそうだ……。

「あたしも案内ついて行くっス」

「待てよ、ワタシも行く。シュリはどーする？」

「………………行きます」

「だろうな。トモエのこと監かん視ししないといけないもんな」

「違ちがいます！　私はただ…………食前の運動がてらです！」

　深く頷うなずくマーヤに異議を唱える朱しゆ梨り。

　結局ポーカー部全員で寮りよう内ないをガイドしてもらうことに。朱しゆ梨りがついてくるのは意外だった。へそを曲げて離り脱だつしてしまうかなと思ったのだが。





♥陽明学園学生寮・食堂






　巴ともえたちとの行あん脚ぎやは滞とどこおりなく終わり（児童と手を繫つないでいるこのおっさんなんなんだという訝いぶかしげな視線はロコツに感じつつ）、食事の時間になった。

「──というわけで、今日から皆みなさんの寮りよう長ちようを務めることになりました。何か困ったことがあったら遠えん慮りよなく相談して下さい」

　一応新任の寮りよう長ちようということで食前に軽く挨あい拶さつ。変にウケを狙ねらってスベっても自じ滅めつ甚はなはだしいので無難で短い言葉に留とどめておいた。

「それでは今日も食材と生産者の方々に感謝を。いただきます」

『いただきます！』

　給食の時と同じ定型句で音おん頭どを取り、夕食の時間が始まる。ミッション系の学校だと神に祈いのりを捧ささげたりしなければならないのだろうが、陽よう明めいは宗教フリーなのでその辺は楽だ。

　それにしても、五年生全員が文字通り一堂に会し食事をする様はなかなか壮そう観かんである。そして俺おれはただ一人隔かく離りされたテーブルを宛あてがわれているのでちょっと居い心地ごこちが悪い。

　いや、でも児童に交じって会話に気を使ったりしながら食を進める方がかえって身の置き場に困ってしまうか。

　そんなことを考えながらようやく配はい膳ぜんされた夕食に目を落とす。たっぷりの生野菜。ポタージュスープ。籠かごに盛られ取り放題食べ放題のパン。脂あぶら身みの少ない、でも見るからに柔やわらかそうな牛肉のソテー。デザートには丁てい寧ねいなカットが施ほどこされたいちご。

　俺おれの知っている『夕食』ではない。これは『ディナー』と呼ばなければ釣つり合あいが取れない。庶しよ民みん心ごころに感かん嘆たんの念が溢あふれた。

　これから毎日、このレベルの食事を得ることができるのか。それもタダどころか、お金をもらいながら。

　悔くやしい……でも感謝しちゃう。ありがとう二に階かい堂どう静しずか。

　まあ、この生活をキープするために課されたノルマのことを思えば食住のまかないくらいは堂々と甘かん受じゆしてもバチは当たらない気もするが。

　今日一日のドタバタで一いつ瞬しゆん忘れかけたが、この待たい遇ぐうも全ては夏休みに控ひかえた全日本小学生ポーカートーナメントで優勝するという大目標を達成するための前まえ払ばらいのようなものだ。不ふ甲が斐いない成績を残せば食事に喜んでいる余よ裕ゆうなんて一いつ瞬しゆんで失われる。

　小学生ポーカーの裏に、酔すい狂きような大人たちが潜ひそませたカジノ利権。それを争う絶対に負けられない戦いが刻一刻と迫せまっていた。

　考えれば考えるほど、箸はしでも裂さけそうな軟やわらかい肉が喉のどに詰つまりそうになる。

　はたしてどんな強敵が待ち受けているのか。もちろん自じ陣じんも実力者揃ぞろいだ。朱しゆ梨り、留る子こ、マーヤは言うに及およばず、巴ともえも持ち前の成長力と大だい胆たんさでメキメキとポーカー力を膨ぼう張ちようさせている。

　それでも不安は拭ぬぐいきれなかった。まず全国大会に進むにあたって最初の障しよう壁へきとなるであろうフィエール女学園。さらに他の外がい資し企き業ぎようが、独自に小学校ポーカークラブのサポートを始めたという話も気になる。これから余念なく情報収集を進めていかねばならないだろう。

「……ん、いかん」

　ぼーっと考え事をしていたら、いつの間にか食事の時間が終わりに差さし掛かかっていた。

「ごちそうさまでした。食事当番の児童は片付けを始めてください」

　チャイムに合わせて立ち上がり、寮りよう長ちようとして締しめの号令をかける。

　皿に盛られたぶんは平らげたが、一つしか食べられなかったな……パン。

　もったいないことをした。夜食用に拝借……ダメか。寮りよう長ちようとして示しがつかないか。

　後うしろ髪がみを引かれつつ、俺おれは自分の食器を下げ寮りよう長ちよう室しつに戻もどった。これから宿題の採点をして、明日の授業の準備をして……やることは少なくない。考えても詮せん無なき問題は一度頭から追いだして、日常の業務に集中しなければ。





♠陽明学園学生寮・寮長室






　食事を終え、部屋の前まで戻もどってくる。図はからずも腹八分目になってしまったが、そのぶん頭の回転数は落ちてなさそうだ。さっさと学校の残務を終えて、時間があればオンラインポーカーで自主トレといこう。

　気合いを新たに鍵かぎを差さし込こんでドアを開ける。

「おじゃまー」

　その脇わきを、マーヤが何食わぬ顔ですり抜ぬけていった。

「……おい。ちょっと待て」

　遅おくれて部屋に入るとマーヤは早くもベッドの上であぐらをかき、テレビのリモコンをいじっているところだった。

「自分の部屋にいてもヒマだからいいでしょ」

「あのな。『だから』の用法が明らかにおかしい」

「ワタシニホンゴヨクワカラナイネ」

「都合のいい時だけ外国人になるな。帰化したんだろうが」

「ま、座すわんなよ」

　馬の耳に念仏で自分の隣となりをポンポン叩たたくマーヤ。こやつどうしたものか。

「いいかよく聞け。お前が思っている以上に小学校教きよう諭ゆというものはブラック労働者なんだ。まだ仕事が残ってるから遊んでやってる暇ひまはない。悪いが無理矢理にでも立たち退のかせてやる」

　初日から甘あまい顔を見せたらズルズルの関係になってしまうことは目に見えている。ここは厳しく接しなくてはならぬ場面だ。

「ふーん」

　目の前で仁に王おう立だちになる俺おれに向け、マーヤが悪いた戯ずらな微笑ほほえみを浮うかべた。なんか嫌いやな予感。

「え、うそ。まって」

　そう思った次の瞬しゆん間かん、マーヤは自分の制服のジッパーをおろし、ワンピースを脱ぬぎ捨すてた。慌あわてて目を逸そらす俺おれの耳に、さらなる衣きぬ擦ずれの音が届く。おそらくだが、下着まで脱ぬぎやがった……！
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「いいよ。追い出しても。追い出せるものならね」

　悪あく魔ま的てき所業ッ……！　寮りよう長ちよう室しつからいきなり全ぜん裸らの小学生がパージされたら、就任一日目で解任待ったなしッ……！　それどころか逮たい捕ほッ……！　生活レベル急転直下ッ……！

「すみませんでした俺おれが悪かったですテレビ見て良いいですから服を着て下さい」

「素す直なおでよろしい。……ま、帰る時は着てあげるよ。寮りよう長ちようカズラじゃなくなったら融ゆう通づうきかなくなるし」

「今すぐ着てくれませんか……？」

「ワタシ全ぜん裸らじゃないといまいちくつろげないんだよね」

　あな恐おそろしや北ほく欧おう娘むすめ。いや北ほく欧おう関係ないとは思うが。

「うーん。あんまり面おも白しろい番組やってないな」

　テレビの電源が落とされる気配。それからゴソゴソとベッドのシーツをめくるような音が聞こえた。

　恐おそる恐おそる目を向けてみるとマーヤは布ふ団とんにくるまり、スマホを弄いじって気だるげな顔だけを覗のぞかせていた。

「お前それもう自分の部屋で良いいくつろぎ方だろ……？」

「帰るのダルい」

　放り捨てたい。無理矢理服着させるか。いやしかし、そのためにはマーヤが脱ぬぎ散ちらかしたばかりの布々に手を触ふれなくてはならない。……下した着ぎ込こみで。それもまた非常にマズい。

「仕事させてくれよ……」

「いいよー。ワタシのことはおかまいなく。……それとも、全ぜん裸らの女子小学生が隣となりにいると集中できないのん？」

　できねえよ。寮りよう長ちよう室しつに全ぜん裸らの児童を囲った状態で集中できる寮りよう長ちようがいるならぜひとも顔を見てみたい。

　しかし、自らこの状じよう況きようを打破するのは難しいか……。消灯時間前には点呼に行かなきゃならないから、その時まで耐たえるしかない。点呼に応じられなかった児童には罰ばつ則そくが規定されていたはずだ。もしその時間になってもゴネるようならとびきり重いペナルティを食らわせてやる。

「～♪」

　人の怨えん嗟さに気付くそぶりもなくうきうきとスマホを操作しているマーヤ。

「……ずいぶん楽しそうでございますね」

「カズラももうすぐ楽しいことになるよ。たぶん」

「へ？　……マーヤ、今何してるんだ？」

「シュリにメッセージ出してる。カズラの部屋なうって」

「鬼き畜ちくかな!?」

　一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。そして思い出した。内うち鍵かぎかけてないぞ俺おれ……。

　急速でドア目がけ走る。しかし、俺おれがノブに手をかけるより一いつ瞬しゆん早く──

「マーヤッ！　貴方あなたという人はッ……！」

　──勢いよく扉とびらが開かれてしまった。鋭するどい目つきをした朱しゆ梨りと間近で対たい峙じする俺おれ。

「………………………………」

　長い沈ちん黙もく。やがて、朱しゆ梨りの視線が部屋の奥おくに注がれる。乱雑に脱ぬぎ落おとされた制服と下着。ベッドで半身を持ち上げ、布ふ団とんで胸むな元もとを隠かくしながら虚うつろげな表情を覗のぞかせている全ぜん裸らのマーヤ。やめて、その悪あく魔ま的てき演技やめて。

「和かず羅ら先生、さようなら」

　朱しゆ梨りがニッコリ笑って、踵きびすを返そうとする。

「違ちがう違ちがう違ちがうとりあえず話を聞けっ！」

「きゃ、何を!?　……マーヤに飽あき足たらず私にまでっ……!?」

　こうなったら手段を選んではいられない。俺おれは朱しゆ梨りを部屋の中に連つれ込こみ、内うち鍵かぎをかけた。行動だけ見たら最低の極きわみだったが、このまま誤解を残しておくわけにはどうしてもいかなかった。

「認めません！　認めませんからね！　こんな強ごう引いんなやり方なんて！　しかもマーヤの後、立て続けになんてっ！」

「落ち着いてくれ朱しゆ梨り！　今ベッドでくの字になってる奴やつは誰だれだ!?」

「マーヤです！　最低です！」

「そうだマーヤだ！　マーヤと俺おれ、どっちを信しん頼らいする!?　比ひ較かく問もん題だいでいい。比ひ較かく的てき信用できるのはどっちだ!?　俺おれか、マーヤか！」

「……………………」

　怒いかり心しん頭とうで暴れていた朱しゆ梨りが俄が然ぜん大人しくなった。それから少し時間を置いて、朱しゆ梨りはマーヤにギロッとした視線を向ける。

「まさか、マーヤ。和かず羅ら先生の部屋に勝手に押おしかけて、勝手に脱ぬいだのですか？」

「脱ぬがせてくれないんだもん」

　笑いが堪こらえきれなくなった、という感じで口元に手を添そえるマーヤ。それを見て朱しゆ梨りはますますわなわなと震ふるえだした。

「マーヤ、貴方あなたという人はっ……！」

「いやいや悪かったよ。カズラのためにベッド温めてあげてたんだけど、シュリがワタシの『後』じゃ嫌いやだったなんて。そんじゃ替かわってあげるからドゾドゾ」

　そう言ってベッドから出てくるマーヤ。全ぜん裸らで。たまらず俺おれは目を逸そらす。

「服を着て下さい！」

「シュリが脱ぬいだら着ようかな？」

「なっ」

「さっきから話聞いてるとまんざらでもなさそうじゃん。ほれほれ、婚こん約やく者しや様さまのためにシュリがベッドを温めてさしあげな。ちゃんと人ひと肌はだのぬくもりが伝わるようにね」

「!?!?!?」

　朱しゆ梨りの首筋が真っ赤になる。そしてなぜか、そわそわと逡しゆん巡じゆんするような気配。

　え、そういう反応……!?

「ば、馬ば鹿かなことをっ！　私は……私はまだ、婚こん約やくを認めたつもりはありません！　だからそんな甲か斐い甲が斐いしいことを和かず羅ら先生にする理由は皆かい無むです！」

「んじゃあワタシの甲か斐い甲が斐いしさにいちいち口出すなよ」

「う……」

　朱しゆ梨り、言葉に詰つまるな。俺おれが言うのもなんだが頑がん張ばれ。この窮きゆう地ちから俺おれを助けてくれるのはもはや朱しゆ梨りしかいない。

「……か、和かず羅ら先生を助ける理由はあまりありませんが、ポーカークラブ部長として先生が停職になるのは何かと面めん倒どうです！　風紀を乱す行動は取とり締しまらせてもらいますから！」

「いやん。朱しゆ梨りってばゴ・ウ・イ・ン」

　言葉に窮きゆうした朱しゆ梨りは、どうやら強きよう硬こう策さくでマーヤに服を着させにかかったようだ。グッジョブ。おそらくそれが最善手だ。

「あーあ。ワタシの麗うるわしき全ぜん裸らが失われてカズラも泣いてるぞ」

「泣いてねーよ」

　どうやら服を着せ終わってくれたらしいので目を開ける。ニヤニヤ顔のマーヤが顔を真っ赤に染めた朱しゆ梨りの肩かたをポンポン叩たたいて嗤わらっていた。ご苦労かけました……。

「そんじゃ暇ひまも潰つぶせたしワタシはそろそろ帰るわ。あとは若いお二人でお楽しみ下さい」

　何事もなかったかのように部屋を出て行くマーヤ。そして俺おれと朱しゆ梨りだけが取り残された。

「えっと、なんていうか……助かった。ありがとう」

「べ、別に、私は……」

　何を告げて良いいのか困っているのだろう（実際俺おれもそうだ）。朱しゆ梨りは所在なげにそわそわと部屋を見回している。

「茶でも飲んでいくか？」

「……お気き遣づかいなく」

　断る割に立ち去ろうとしない。どうしたんだろう。俺おれの方から帰って良いいぞと告げるわけにもいかず、気まずい時間が流れた。

「朱しゆ梨り、何か言いたいことが？」

　しびれを切らして尋たずねると、朱しゆ梨りはきっと俺おれを睨にらみ付つけた。

「ベッドを温めたりしませんからね、私は。そういう亭てい主しゆ関かん白ぱくは時代にそぐわないと考えます」

「お、おう」

　反応に困る。朱しゆ梨りが俺おれとの婚こん約やくについてどう思っているのか、若じやつ干かんながらわからなくなってしまった。





♠陽明学園初等部ポーカークラブ






　今日も気が重いクラブ活動時間が始まる。

　いや、ポーカー自体はプレーすることも教えることも楽しいのだが、そのポーカーに至るまでの時間が苦行続きだった。また今日もいろいろからかわれたり、変なイタズラを仕し掛かけられたりするのだろうか……。

　想像すればするほどポーカールームのある東ひがし棟とうの敷しき居いを跨またぐのに時間を要してしまう。

「それでも職務は全うしなければ」

　妹の顔を思い出し、腹をくくる。何が待ち受けていても心を折るまいと固く誓ちかってから、俺おれはようやく建物の中に入ってポーカークラブの門を叩たたいた。

「みんな、ごきげんよう……ん？」

　そこには意外な光景が待ち受けていた。

　マーヤも、朱しゆ梨りも、留る子こも、巴ともえも、ソファに横並びに座すわってテレビに釘くぎ付づけだったのだ。

　画面に目を移す。どうやら何かの会見が始まる雰ふん囲い気きだ。

「何観みてるんだ？」

「ごきげんようです、先生。朱しゆ梨りが、気になる放送が始まるというので」

　まず答えてくれたのは巴ともえ。朱しゆ梨りが率そつ先せんしてテレビを？　珍めずらしいことがあったもんだ。

　改めて画面を注視する。テロップに書かれた『天才囲い碁ご少女、謎なぞの引退表明』という文字列を遅おくれて見つけた。

「どうしてこんな番組を？」

「しっ、始まります」

「観みてればわかるっスよ」

「シュリの話通りなら、面おも白しろいことになりそうだ。カズラも座すわれよ」

　質問への答えはなく、朱しゆ梨り、留る子こ、マーヤの順で三人は俺おれを諭さとしてくる。しかたない、言われたとおりにするか。俺おれは空いている一人ひとり掛がけソファに腰こしを下ろした。

　やがて、画面に一人の少女が現れる。年のほどはクラブメンバーのみんなと同じくらい……小学校高学年に見えた。

　そして、どことなく感じる既き視し感かん。この少女、かつて見かけたことがあっただろうか。記き憶おくを手た繰ぐっても思い出せないが……。

「な!?」

　既き視し感かんの正体は、直後に氷解した。登場した少女の下に新たなテロップが。そこに記されたのは、

「ハミルトン＝結ゆ奈な？」

　一いつ瞬しゆんで『因いん縁ねん』を感じずにはいられない名前と、十二歳さいという年ねん齢れいだった。

「衣え奈な……ハミルトン＝衣え奈なの姉です」

　頷うなずき替がわりに付け足す朱しゆ梨り。

　ハミルトン＝衣え奈な。東京にあるポーカークラブ強きよう豪ごう校こう、フィエール女学園でチームを牛ぎゆう耳じっていたあの少女。そして、俺おれの陰かげの雇やとい主ぬしであるデュース・カンパニーとカジノ利権を争っているキング・クラブの統とう括かつ責任者、ロウ・ハミルトンの息女だ。

　あの衣え奈なに、姉がいたのか？

　確かに、よく似ている。髪かみ型がたこそ違ちがうが、長い金きん髪ぱつや透すき通とおった瞳ひとみなど、随ずい所しよに衣え奈なの面おも影かげが、画面上のハミルトン＝結ゆ奈なから感じられた。

　違ちがうところを探すなら、姉の方は妹と異なり落おち着つき払はらった雰ふん囲い気きをまとっているところくらいか。

　囲い碁ごの天才、ということだが、確かにえも言われぬ威い圧あつ感かんが、ただ座すわっているだけの今も画が面めん越ごしに伝わってくる。

　その少女が、囲い碁ごを引退してしまう？　この若さで？　いったいなぜだ？

　俺おれの疑問はインタビュアーが代弁してくれた。

『今まさしく華はな々ばなしいキャリアを進んでおられる中、急に引退を決めた理由はいったいなんなのでしょうか？』

　問いに、ハミルトン＝結ゆ奈なはニコリと微笑ほほえんだ。

『他に目指してみたい道が生まれました』

『他、とは？』

　矢や継つぎ早ばやな質問にも慌あわてることなく、一いつ瞬しゆんの間を作るハミルトン＝結ゆ奈な。

『ポーカーです。引退後は、ポーカーを究きわめてみようと思います』

「!?」

　ガタリ、と図はからずもソファを鳴らしてしまう俺おれ。反面朱しゆ梨りたちは初めからその答えを予見していたようで、さして驚おどろいた様子もない。

「こいつ、フィエール？」

「はい。フィエール女学園の六年生です。間ま違ちがいなくフィエールのポーカークラブに入部するつもりでしょう」

「ますます相手にとって不足なしってことっスか」

「うう、私も今以上にがんばらないとっ……」

　ようやく口を開く四人。マーヤは愉たのしそうだ。朱しゆ梨りは落ち着きの中に強い信念で以もつて画面の中の少女を睨にらみ付つけている。留る子こは自信たっぷり。巴ともえは危機感を募つのらせている様子だった。

　俺おれはといえば、巴ともえの心境に近いかもしれない。

　四人は知るべくもないが、この『配はい置ち換がえ』は間ま違ちがいなくハミルトン陣じん営えいの差し金だ。大会で確実に勝利するため、考え得る中で最高の人員を投入してきた、ということだろう。

　とはいえ、未知数ではある。囲い碁ごの強さとポーカーの強さは、さほど相関しない気がする。ハミルトン＝結ゆ奈ながどれほどの実力の持ち主であるかは、まださっぱりわからないというのが実情だ。

　だからこそ不気味でもあるのだが。

　なんにせよ、このハミルトン＝衣え奈なの実じつ姉し、ハミルトン＝結ゆ奈なのポーカー参入という『事件』が、最近薄うすれ気ぎ味みだった陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブの緊きん張ちよう感かんに刺し激げきを与あたえてくれたのは間ま違ちがいなさそうだ。

　そういう意味では、俺おれにとって感謝すべき一石であると言えるところもある。

「和かず羅ら先生、活動を開始しましょう」

「そうっスね。これ以上会見観みてても時間のムダっスし」

　すっと立ち上がった朱しゆ梨りたちの瞳ひとみには、静かな炎ほのおが宿っていた。
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◆陽明学園初等部ポーカールーム






「状じよう況きようを再さい確かく認にんしておこう。全日本小学生ポーカートーナメントの予選日が八月十日。今日が七月十日だから俺おれたちに残された鍛たん錬れんの時間はあとちょうど一ヶ月だ」

　全員がポーカーテーブルに着くのを待って、俺おれは各おの々おのの顔を見つめながら切り出す。

「この一ヶ月をどう過ごすかで、結果も違ちがったものになるだろう。技術的な面も当然重要だが、みんなの心構えも大事になってくる。勝ちたいか？　勝って優勝して、全国に行きたいか？」

　当然、と言わんばかりの頷うなずきが四人から返ってきた。頼たのもしい限り。だが、今日はもっと踏ふみ込こんでそれぞれの意志を言葉にしてもらうことにした。精神論ではないが、なんのために戦うのか、という部分を明確に意識してもらった方が、日々の活動をより濃こいものにすることができるはずだ。

「なぜ勝ちたい？」

　俺おれにとっては、勝たなくてはならない明確な理由がある。二に階かい堂どう静しずかとの契けい約やくだからだ。しかし、それは子どもたちに強要できるものではない。みんなはみんなで、別の目的意識を強く持って大会に挑いどんでくれるのが理想となる。

「私は、ポーカーという競技で誰だれからも後おくれを取るつもりはありません。それが全てです。勝ちたいのが理由ではなく、勝つためにカードを握にぎっているのです」

　最初に答えてくれたのは朱しゆ梨り。朱しゆ梨りの勝負に対する信念は疑う余地などない。父に対して、そして俺おれに対しても反感を抱いだいている少女ではあるが、図はからずも目的意識は同じベクトル上に存在する。

「ワタシは前にも言ったけど、ちょっとぶちのめしてやりたいヤツと出会ったから。全国に進めばかならずソイツもいるはずだ。予選なんかで足を止めてる理由はないし、止まる気もぜんぜんしてないね。カズラも心配すんな。ワタシに任せときゃ全てうまくいくさ」

　次に自信満々なマーヤが髪かみをかき上げる。確かに前もそんな話を聞いた。マーヤの実力は疑うべくもないのだから、そこにハッキリとしたモチベーションが加わってくれるなら、非常に心強い。

「あたしは、このテーブルにしか居場所がないっスから。あたしの能力はここでしか活いかせない……ううん。ここで活いかすために授さずけられたものだって、信じて疑ってないっス。あたしがあたしであるために、あたしはポーカーをプレーしてるっス。勝ちたいんじゃなくて、負けたらあたしがあたしである意味を失うっス」

　留る子こも負けじと強い決意を口にしてくれる。日常生活では、その異能じみた共感能力の高さゆえ苦しむことも多いのだろう。だからこそ、ポーカーで勝つことが留る子こにとってはアイデンティティーそのものなのだ。

「私は……」

　最後に残ったのは巴ともえ。全員の視線がその小さな身体からだに集中する。すると少し怖おじ気けづいたような仕草で、巴ともえはぐっと息を吞のみ込こんだ。

「正直、まだわからないです……。みんなとポーカーをプレーするのは本当に楽しいし、勝てた時はすごく嬉うれしい。ずっとポーカーを続けたい。そうは思うんですけど、なぜ勝ちたいか……そう訊きかれると……」

　身を縮めてしまう巴ともえ。無理もない。まだ巴ともえはこのゲームと出会って数ヶ月かそこらだし、信念を賭かけて争う理由をこの大会に見いだすには経験値があまりにも不足している。

　それでも構わない、と言ってやるのが本来の顧こ問もんだろう。過か剰じような負ふ荷かを押おし付つけるのは、俺おれのひとりよがりにすぎない。

「心配ありません、巴ともえ。その意味をこの一ヶ月間で見つけていきましょう」

　朱しゆ梨りが助け船を出してくれた。

「負けたいわけじゃないんだろ。だったら今はそれでいいさ。そのうち心の底から勝ちにしか興味がなくなる」

　マーヤも珍めずらしく優やさしい。これは推測だが、巴ともえの潜せん在ざい能のう力りよくにただならぬものを感じているからこそではないだろうか。今厳しい言葉を浴びせるより、ゆっくり育て上げた方が自分にとっても利になる。そんなことを考えていそうだ。

　そう思ったのは、俺おれも同じ気持ちだから。巴ともえはまだ未発達だ。だが、この先もっと大きな何かをしでかしてくれそうな期待感を抱いだかせてくれる少女でもある。だから、今この段階で下手に焚たき付つけて心を折ってしまうより、熟成期間を与あたえてあげる方が巴ともえというポーカープレーヤーの成長に繫つながる。そんな予感をひしひしと感じずにはいられないのだ。

「センセー、また合宿行かないっスか？　夏休みに入ったらあたしは寮りようから家に帰ることになってるから、今みたいに毎日活動に顔を出せなくなるかもしれないっス。でも、それじゃ時間が勿もつ体たいないっスし」

　留る子この提案にハッとなる。そうか。みんなもうすぐ寮りようを一時的に離はなれてしまう可能性を失念していた。となると留る子この言う通り、活動回数は減らさざるを得ない。それは単純に鍛たん錬れんの場が少なくなるという問題でもあるし、巴ともえの勝利に対するモチベーションを育む機会が大おお幅はばに減る、という意味にもなる。

「みんなさえ良ければ、ぜひ行きたいところだな」

「場所は任せて下さい。なんとでもなるでしょう」

　朱しゆ梨りから心強い同意。こういう時、お嬢じよう様さまたちのパワーには心から感謝するばかりだった。

「いいね、合宿。別にワタシは今のままでも勝てるけど、単純に面おも白しろそうだ。ただし、どうせ行くならハデに遠くまで飛ぼうぜ」

　マーヤも異なる環かん境きように身を置くことに異存なし。もともと旅行好きっぽいから一いつ匹ぴき狼おおかみ気き質しつの割に和を乱さないでくれた。

「私もぜひお願いしたいです！　勝ちたい理由。それを言葉にできるように、みんなと過ごす時間がもっともっと欲ほしいです！」

　巴ともえの同意も得られた。これで夏休み入り早々からの合宿は決けつ定てい事じ項こうになりそうだ。俺おれとしても気合いを入れて挑いどまねば。押おしつけではなく、巴ともえの内なる炎ほのおにもっと燃料をくべるべく、いろいろな方向から鍛たん錬れんのメニューを考えておく必要がある。

「では七月下げ旬じゆんから、期間は一週間ほどでいいですか？　皆みなさんの都合に問題がなければ、ですが」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「あたしもＯＫっス」

「右に同じ～」

　朱しゆ梨りの提案に即そつ決けつで頷うなずく三人。もちろん俺おれも……と、言いたいところだが、どうしても気になってしまうことが一つだけ存在した。

　いや、行く。間ま違ちがいなく行かねばならぬのだが。

　一週間もの長旅となると、別の心配ごとが頭をもたげてくる。

「俺おれもスケジュールを確かく認にんしておく」

　ひとまずこの場では答えを濁にごし、ミーティングを終えクラブ活動を開始する。この日はみんなの集中力が輪をかけて高く、とても実のある時間を過ごすことができた。これを一週間みっちり続けられたら、巴ともえにもポーカーに対する新たな執しゆう念ねんを芽生えさせてやることができるのではないだろうか。

　そのためにも、可か及きゆう的てき速すみやかに俺おれの中にうっすら存在する靄もやがかった気持ちを晴らしておかなければ。





♥市丸総合病院






「平気だよお兄ちゃん。行ってらっしゃい」

　週末、妹を見み舞まう。本当ならもっと早く来たかったのだが小学校の業務と病院の面会時間とはすこぶる相あい性しようが悪い。おかげで少し時間が空いてしまった。

　夏休みに入ればこの悪条件もかなり緩かん和わされるのだが、早々に降ふって湧わいた合宿案。行けば一週間ここへ足を運べなくなるので、俺おれとしてはそれだけが気がかりだったのだが、妹の森もり本もと雪ゆきは屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けてくれた。

「本当に平気か……？　その、さびしくならないか？」

「うん、とってもさびしい」

「ん……」

「あはは、うそうそ。……ううん、うそじゃないけど、お兄ちゃんが学校の仕事に一いつ生しよう懸けん命めいなのって、すごく嬉うれしいから私のことはぜんぜん気にしなくていいよ。最近は症しよう状じようも安定しているし」

　俺おれたちは両親を亡なくしているので俺おれが来なければ雪ゆきを見み舞まう人間もいなくなる。だから雪ゆきに孤こ独どく感かんを味わわせてしまうことはかなりの抵てい抗こうがあるのだった。本人はこう言ってくれているが、もともと我がを抑おさえ込こみがちな性格だし、俺おれの中ではまだ多少のわだかまりが残ってしまう。

　それでもやはり、合宿に行かないという選せん択たく肢しは取りがたいものなのだけれども。葛かつ藤とう。

「もし身体からだが辛つらくなったら我が慢まんするなよ。すぐ先生に伝えるんだぞ」

「わかってるってば。本当にお兄ちゃんてば心しん配ぱい性しよう。……嬉うれしいけどね」

　なんだか複雑そうな笑えみを浮うかべる雪ゆき。普ふ段だんと違ちがう雰ふん囲い気きが、少し気になった。やはり本音としては俺おれが東京を離はなれてしまうことに不満を抱いだいているのだろうか。

　だとしたら、なんとなく嬉うれしさも感じる。心苦しさと同時に。

「雪ゆき。俺おれにくらい、言いたいことは隠かくさず伝えてくれよな」

「ありがとう。……じゃあ、ちょっとだけ本音。やっぱりさびしい気持ちはあるよ。あるけど、それ以上に、お兄ちゃんのお荷物になるのが嫌いやだなって思ってた」

「お荷物って、そんなわけあるか」

「じゃあ、お兄ちゃん……恋こいとか、してる？」

「えっ」

「私の世話でいっぱいになって、お兄ちゃんが恋こい人びとつくるチャンス逃のがしてたらかわいそうだなあって」

「かわいそうって、お前な……。心配しすぎだ」

「じゃあ、良いい人いるの？」

　雪ゆきの雰ふん囲い気きが豹ひよう変へんした。目をキラキラさせて、興きよう味み津しん々しんなのを隠かくさない態度。まったく。当たり前だが、やっぱり妹も『女の子』なのだなぁ。いわゆる恋こいバナに対する憧あこがれが隠かくしきれていない。いっつも読んでるの、だいたい恋れん愛あい小しよう説せつだし。

「雪ゆきのせいとかじゃなく、今のところ出会いがないよ」

「そうなの？　学校でなにかあったりしそうなのに」

　つっかえそうになるのを必死で堪こらえた。

　雪ゆきには、朱しゆ梨りとの……正確には二に階かい堂どう静しずかとの『契けい約やく』について話していない。知ればきっと、また複雑な思いをさせてしまうことだろう。どうしてもその必要が生まれるまでは、胸の内に留とどめておく心積もりだ。

　だからここは平然と誤ご魔ま化かしておかなければ。

「あるわけないだろ。だって小学校だぞ」

「えっ？」

「えっ？」

「私は、同どう僚りようの先生で良いい人いないのかなって……」

　しまった。普ふ通つうの思考回路ならば当然そっちだ。『児童』の方を真っ先に思おもい浮うかべるのは、教師として、輪をかけて小学校勤務の身として、あまりにも不自然。

「お兄ちゃん。もしかして、小学生が……」

「違ちがう違ちがう断じて違ちがう。教きよう諭ゆの方にそういう人があまりにも居なすぎて、うっかり頭から抜ぬけ落おちてた。それだけだ」

「そ、そう？　なら良いいんだけど……」

　まだちょっとぎくしゃくした態度の妹。俺おれはまずい流れを払ふつ拭しよくするため、話を切り返すことにした。本当はあまり訊ききたい内容じゃないというのが本音ではあるのだが。

「雪ゆきの方はどうなんだ？」

「私？」

「その……好きな人とかいるのか？」

「えっとね、お兄ちゃん」

　ガツンとハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。その返しは、あまりにもズルい。

「お兄ちゃんと結けつ婚こん、できたらよかったのに」

　黙だまるしかなかった。俺おれの態度があまりに深刻すぎたせいだろう。雪ゆきは慌あわて加か減げんで手を振ふる。

「冗じよう談だん、冗じよう談だんだよ。そんな真顔にならないで。お兄ちゃんは真面目すぎるのが、良いいところでもあるし悪いところでもあるよね、ふふっ」

「あ、ああ。悪かった」

　上の空で謝あやまる俺おれ。

　雪ゆきが本気でそう望むなら、望み通りにしてやりたかった。しかし血の繫つながった兄きよう妹だいで結けつ婚こんなど不可能なのは、確かめるまでもない。

　雪ゆきのためにできることは、なんであろうと迷いたくない。しかし、現実はままならないことばかりだった。

「と、とにかく。私は大だい丈じよう夫ぶだから、行ってらっしゃい。楽しい合宿になるといいね」

「……わかった。ありがとう」

　雪ゆきの方も気まずくなったのか、俺おれがしたように話題を変える。これ以上踏ふみ込こむのは、お互たがい辛つらい感情を共有するだけになりそうだ。俺おれもただ頷うなずいておくだけに留とどめる。

　俺おれが雪ゆきにしてやれることはあまりにも少ない。だからこそ、実現可能なことは全てしてやらなければ。

　今はまだ無理でも、いつか雪ゆきが外の世界で思いのまま生きることが可能になるかもしれない。

　そうすれば……兄として複雑な心境も正直あるのだが……素す敵てきな恋こいに巡めぐり会あって真に幸福な毎日を手に入れることだってありえる。

　そのためにできることは、なんでもやる。細い糸をたぐり寄せて、奇き跡せきに辿たどり着ついてみせる。

　だからやはり、俺おれは合宿に帯同しなければならない。

　ポーカーで勝つために。冷れい酷こくな雇やとい主ぬしに、利を届けるために。





♣陽明学園初等部ポーカークラブ






　夏休み突とつ入にゆうまであと数日。こうして放課後に全員で集まってクラブ活動ができるのもこの夏はあと僅わずかだ。といっても直近に一週間の合宿が控ひかえているのだが。

　練習は高い集中力の中で行えている。時間的な期限を明確に意識してもらったことで、みんなの勝利に対する執しゆう着ちやく心しんが高まっている様子。良いい傾けい向こうだ。

　そんな時、事件は起きた。




　──コンコン。




　軽快なノックの音が、ポーカールームの扉とびらから響ひびく。誰だれだ？　メンバーは全員揃そろっているし、来客なんてほぼ皆かい無むと言っていいクラブなのに。

「カズラ、見てこい」

「言われなくても行くが、教師にその口調はないだろ……」

　マーヤに促うながされた形になったのを不満に思いつつ、俺おれはディーラー席を立ってドアの方へ向かう。

　ドアを押おし開あけると、

「はじめまして」

　予想だにしない人物が待ち受けていた。

　ゆるくウェーブのかかった金きん髪ぱつ。切れ長の鋭するどい眼め。俺おれがテレビで観みたのは一度きりだが、はっきりと記き憶おくに焼き付けられている顔だ。

「ハミルトン＝結ゆ奈な……さん」

「あら、存じ上げて頂けているなんて。光栄ですわ」

　元・囲い碁ごの天才少女にして、ハミルトン＝衣え奈なの姉。俺おれたちにとって目下最大の惑わく星せいとなっている少女が、澄すんだ笑えみでこちらを見上げている。

「ほら、貴女あなたもごあいさつなさい」

「ひ、久しぶりね……」

「衣え奈な……さん」

　結ゆ奈なさんとの対面が衝しよう撃げき的てきすぎて気付くのが遅おくれたが、後ろには妹の衣え奈なも控ひかえていた。なんだか縮こまっていて、以前の威い勢せいがない。

「衣え奈な。目上の方に向かってなんて口の利きき方かたですか。やり直し」

「……っ。お久しぶりです……陽よう明めいの顧こ問もんさん」

　なんと、衣え奈ながぺこりと頭を下げた。……今のやり取りだけでなんとなく伝わる。どうやら、姉の結ゆ奈なさんには口ごたえできないようだ。

「活動中に申し訳ありません。ほんの少し、お時間頂いてもよろしいでしょうか？」

「え、ええ。構いませんが。どうぞ中へ」

　慇いん懃ぎんな結ゆ奈なさんに操あやつられるように、俺おれは自然と道を空けていた。

　ポーカールームの中に入るハミルトン姉し妹まい。その顔を見て、メンバーの四人もハッと緊きん張ちよう感かんを高めている様子だった。

「貴女あなたが部長の朱しゆ梨りさんね。何度かパーティでご一いつ緒しよしたかしら？　ハミルトン＝結ゆ奈なと申します」

「……ええ。直接ご挨あい拶さつさせて頂いたことはありませんでしたが。はじめまして。二に階かい堂どう朱しゆ梨りです」

　結ゆ奈なさんは迷わず朱しゆ梨りに近付いていき、傅かしずいてみせる。朱しゆ梨りもまた立ち上がって儀ぎ礼れい的てきに頭を下げた。パーティというのは、何かしらの上流階級交流会みたいな場のことだろうか。

「みなさんもはじめまして。以後お見知りおきを」

「……木き之の下した留る子こっス」

「……マーヤ・オーケルマン」

「さ、笹ささ倉くら巴ともえですっ！」

　三人にも挨あい拶さつをする結ゆ奈なさん。留る子こもマーヤも巴ともえも面食らってはいたが、各おの々おの間を置きつつ自らの名を告げる。

「で、何の用だ？」

　マーヤがぶっきらぼうに問う。

「おい、不ぶ躾しつけすぎるぞ」

「腹の探さぐり合あいはめんどくさい。何しに来たんだ？」

　年下なのに態度がデカいマーヤに対し、結ゆ奈なさんはハッとしたような面おも持もちで口元に手を添そえる。

「私としたことが、ご説明が遅おくれて申し訳ありません。実は今日、みなさんにお詫わびを伝えに来ましたのです」

「お詫わび……っスか？」

「ええ。聞けば、以前練習試合をお願いした際に妹の衣え奈なが大変な無礼を働いたとのこと。そのことを謝罪しておかなければと思いまして。皆みなさんの時間を奪うばってしまうのは心苦しいのですが」

「………………」

　顔を見合わせる陽よう明めいの四人。確かにまあ……衣え奈なはつくづく厚こう顔がんなところがあった。しかし、わざわざ出向いてまでお詫わびしてもらうほど大きな問題を起こしたわけではない。勝ったのはこちらでもあるわけだし。

　結ゆ奈なさんの思おも惑わくを量りかねる。本当にただ礼節に拘こだわる少女なのか。妹が妹だけに失礼ながら少し戸と惑まどいを覚えてしまった。

「衣え奈な。さあみなさんに謝罪を」

「………………っ」

「衣え奈な」

「…………はい。あの時は失礼な態度ですみませんでした」

　苦虫を嚙かみつぶしたような──とは、まさにこういう表情のことを言うのだろう。しぶしぶながら、巴ともえたちに頭を下げる衣え奈な。

「まったく誠意が感じられません。それでもハミルトン家の一員ですか？」

「…………」

「そうですか。私にも反はん抗こう的てきな目を向けるのですね」

「い、いえ！　お姉さま！　そういうわけでは！」

「膝ひざをつきなさい」

「……えっ？」

「膝ひざをつき、額を床ゆかに擦こすりつけてお詫わびなさい。そんな顔をお見せしていては、謝罪になりませんから」

「………………お姉さま、それは」

「早く」

　んん、なんだか雲行きが変な方向に。土下座しろというのか。さすがにやりすぎだろう。

「ええと、結ゆ奈なさん。こちらとしては、そこまでして頂かなくても」

「申し訳ありません。もはや家族の問題になってしまいましたので」

　だから、口を挟はさむなということか。そう言われると弱いが……。

　どのみち、いくら姉の命令とはいえ衣え奈なが土下座なんてするとも思えない。どうやってこの場を収めたらいいのやら。

「………………っ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんしてしまっているうちに、信じられない光景が。なんとあの衣え奈なが、マジで床ゆかに膝ひざをついたのだ。

「先日は、本当に申し訳ありませんでした」

　そして額が床ゆかにつくまで腰こしを折る。土下座だ。ハミルトン＝衣え奈なの土下座。衝しよう撃げき的てきな絵え面づらとしか言いようがなかった。初対面となるマーヤ以外の三人も、目を剝むいて驚おどろいている。

「これでなんとか許してやって頂けませんでしょうか？　不出来な妹で申し訳ありません」

　ニッコリと澄すんだ笑えみで、俺おれたちに尋たずねる結ゆ奈なさん。どうやらハミルトン姉し妹まいは、妹が姉に絶対服従の関係らしい。まさか、という思いが何よりも強かった。衣え奈なに土下座までさせる強制力を持つ姉。そんな構図は想像だにしていなかった。

「充じゆう分ぶんを通とおり越こしています。衣え奈な、顔をあげて下さい」

　朱しゆ梨りが告げる。淡たん々たんとしていたが、どことなく怒いかりが混じっているようにも響ひびく声こわ色いろだった。絶対権力を振ふるう家族、という存在に何かしら思うところがあったのかもしれない。

「……っ」

　言われるや否いなや、飛とび跳はねるように身体からだを起こし朱しゆ梨りをキッと睨にらむ衣え奈な。不承不承だったのは明白。それもそうだろう。こちらだって土下座なんて望んでいなかった。

「お時間を頂いてしまい申し訳ありませんでした。どうしても妹の無礼を放っておけなかったもので。それでは失礼いたしますね」

　衣え奈なを土下座させた結ゆ奈なさんは、何事もなかったかのようにそう言い残し踵きびすを返した。

「待ちなよ」

　呼び止める声。マーヤだった。

「あら？　やはりお詫わびが足りませんでしたか？　では……」

「詫わびなんてどーでもいい。ワタシはそいつのことよく知らないしな。……それより、打ってけよ」

　そう言ってポーカーテーブルを指さすマーヤ。

「打つ？」

「始めたんだろ、ポーカー。ならせっかくだし練習試合でもしていけば？」

「ああ。打つとはそういう意味でしたか」

　表情をまったく崩くずさず、結ゆ奈なさんが戻もどってくる。そして、迷わずポーカーテーブルの一席に腰こしを下ろした。

「まだ素しろ人うとに毛の生えたような腕うで前まえですが、それでもよろしければ。強きよう豪ごうと名高い陽よう明めいさんにお勉強させて頂けるなんて、またとない機会ですもの」

　再び部室に緊きん張ちよう感かんが舞まい戻もどってくる。マーヤの好判断を密ひそかに褒ほめたい気分だった。おかげで結ゆ奈なさんの実力を知るまたとないチャンスが生まれた。

「お姉さま、アタシも……」

「許しません。今日の貴女あなたは誠意だけを届ける身。黙だまって見ていなさい」

「…………わかり、ました」

　練習試合が始まりそうな気配に俄が然ぜん生気を取とり戻もどす衣え奈なだったが、にべもなく突つき放はなされ唇くちびるを嚙かむ。

　結ゆ奈なさんの内心は量りかねた。本当にポーカーの勉強の場になればいいと思っているのか、それとも。

「よろしければですが。部員のみなさん全員で、いっしょに勝負して頂けませんか？」

「四対一になっちゃうっスよ？」

「構いません。それもまた鍛たん錬れんになれば幸いです」

　留る子こが訝いぶかしむが、結ゆ奈なさんは気にしていない様子。実際、かなり不利な戦いになるだろう。陽よう明めい側がわが直接的に結けつ託たくすることはないにしても、やはりどうしても攻せめ込こむ対象は結ゆ奈なさんになってしまうし。

「そっちがいいならワタシは構わないけど。朱しゆ梨りと巴ともえは？」

「さすがに条件が厳しすぎるのでは。一ヘツ対ズア一ツプで四回戦を行う方が平等だと思います」

「でも、四連戦ってたぶんめっちゃ時間かかるっスよ。門限に間に合わないかも」

「確かに、終わり時間の問題があるね……」

　朱しゆ梨りから待ったがかかった。俺おれとしても、一ヘツ対ズア一ツプ案の方に賛成したい気持ちはあったが、留る子こと巴ともえの言う通り今から四人全員と個別に勝負となるといつ終わるのか算段が立てづらい。今日行うという縛しばりだと現実的ではないか。

「結ゆ奈なさん、本当に不利な条件でいいのか？」

「ええ。あくまで練習ですから。対戦して頂けるだけでも有あり難がたいことです」

　結ゆ奈なさんも本当に異存ないようだったので、五人がひと卓たくにつく形で対戦が行われることに。

　その他細かいルールも決定。各自１５００ドル持ちで、場代ブラインドの上じよう昇しようペースなどはマーヤと争った時と同じ、ということで話がまとまる。

「席順はどーする？」

「じゃんけんでいいんじゃないっスか？　練習試合っスし」

　マーヤに対し投げやりに答える留る子こ。確かに何か賭かけられているわけでもないから、今回はあまり拘こだわらなくてもいいだろう。

「タル子この意見に賛成するのは気が引けるがまあいいか」

　珍めずらしくマーヤもつっかかってこない。

「それじゃあ……じゃん、けん」

　巴ともえのかけ声でじゃんけんが始まった。何度か対戦したのち、こちらの並び順はディーラー席から反時計回りに朱しゆ梨り、巴ともえ、留る子こ、マーヤに決まった。結ゆ奈なさんにはマーヤと俺おれの間に座すわってもらうことにする。

　これにて対戦を行う上での段取りはすべて完かん了りようか……いや、もう一つあった。

「あとは記録を残すかどうかだが」

　陽よう明めいのポーカーテーブルにはカメラがついていて、それぞれの手札を後からＰＣ上で確かく認にんできる機能が備わっている。おかげで後からそれぞれの戦い方をレビューしたりして鍛たん錬れんにとても役立つのだが、その装置をオンにするか否いなか。

「記録というと、フィエールと同じくこちらのテーブルにもカメラがついているのですか？」

「ついています。使ってもよろしいですか？」

「……そうですね」

　しばし考かんがえ込こむ結ゆ奈なさんだったが、

「身勝手なお願いですが、今回は不使用ということにして頂けませんか？　まだ慣れてないもので、緊きん張ちようしてしまいそうです」

　申し訳なさそうにぺこりと頭を下げて、俺おれたちにそう伝えた。

「……そうですか、わかりました」

　俺おれは異論を挟はさまず頷うなずく。

「おい、カズラ」

　とたん、マーヤが俺おれの首に腕うでを絡からませ、頭を引っぱりながら耳打ちしてくる。

「（なんで訊きいたんだよ。黙だまって記録しちゃえば良かったのに）」

「（カメラのところにカードを晒さらしてもらわないとそもそも記録できないから黙だまってやるのは不可能だ。それに）」

「（それに？）」

「（本気を出してもらえない可能性がある）」

　記録されてるとわかれば、後の分ぶん析せきを警けい戒かいしてわざと下手に立たち振ふる舞まわれる可能性がある。それならば、伸のび伸のび打ってもらってリアルタイムの一挙手一投足に注目した方がこちらとしても結ゆ奈なさんのリアルな情報を仕入れられると思ったのだ。

「（む。それは確かにそうか）」

　マーヤも納なつ得とくしてくれた様子。というわけで今回の勝負はカメラ不使用、記録なしで行われることになった。

「和かず羅ら先生、お願いします」

「わかった」

　朱しゆ梨りに促うながされ、ディーラー席に座すわる。

　急展開ながら、早々に結ゆ奈なさんの実力、その片へん鱗りんを覗のぞけるこの機会は有あり難がたくも思えた。

　もっとも、それは相手側である結ゆ奈なさんにとっても同じであろうが。

「それでは始めましょうか」

「ええ、よろしく……と、言いたいところなのですが」

　不意に、表情を曇くもらせる結ゆ奈なさん。ここに来てどうしたんだろう。

「何か気になることが？」

「実は……。もし、手役表のようなものがあれば見みせて欲ほしいのです。一通り覚えたつもりではいるのですが、やはりまだ少し不安で」

　思わず顔を見合わせる俺おれたち。まさか、まだ『そのレベル』なのか。そりゃ、囲い碁ごから転向するという会見からそれほど日数は経たっていない。しかしながら、ハミルトンの肝きも煎いりでカードを握にぎることに決めた人間が未いまだ役もおぼつかないというのは、いささか信じられない話ではあった。

「……巴ともえ、留る子こに作ってもらった手役表、まだ持ってるか？」

「はい、もちろん持ってます！」

　俺おれに尋たずねられるや鞄かばんを漁あさる巴ともえ。取り出してくれた手役表は、かわいらしいラミネート加工が施ほどこされていた。

「もう巴ともえには必要ないんじゃないっスか」

「役は覚えたけど、留る子こにもらった大切なものだから今でもときどき眺ながめてるよ」

「ただの落書きレベルっスよ……」

　そう言いつつも、どこか照れくさそうな留る子こ。大事にしてもらえてて嬉うれしいのだろうな。

「すみません、貴重品なのに申し訳ないのですが、お借りしても？」

「どうぞ、使って下さい！　いいよね、留る子こ」

「あたしはもちろん構わないっスけど」

　笑え顔がおで差し出す巴ともえ。留る子こは少し拍ひよう子し抜ぬけしているようだ。結ゆ奈なさんが手役表を必要としているということ自体に対する反応に違ちがいなかった。

「……なるほど。とてもわかりやすくて助かります」

　留る子こが書いた手役表をしみじみ眺ながめ、ホッとしたような笑えみを浮うかべる結ゆ奈なさん。

「それでは、今度こそ始めましょうか」

「ええ。なにとぞお手て柔やわらかに」

　朱しゆ梨りに促うながされ、結ゆ奈なさんは改めてテーブルにつく。

　さて。のっけから予想外の驚おどろきを味わうことになったが、実戦となるといかに。まだ油断は禁物だ。

　どうあれ、ディーラーとして参加する俺おれは、ただ勝負の行く末を見守ることしかできないのだが。
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朱梨　　　　　１５００＄

巴　　　　　　１５００＄

ボタン：留子　１５００＄

ＳＢ：マーヤ　１５００＄

ＢＢ：結奈　　１５００＄








　ポジション決めの結果、最初にチップを賭かける権利は朱しゆ梨りに与あたえられた。結ゆ奈なさんが場代ブラインドを20ドル払はらうビッグブラインドポジションで、マーヤが半分の10ドルだけを提供するスモールブラインドポジション。一番有利とされるディーラーボタンのポジションには留る子こがついた。ここから一戦ごとに、ポジションは時計回りにスライドしていく。つまり次の対戦では朱しゆ梨りがＢＢビツグブラインド、結ゆ奈なさんはＳＢスモールブラインドとなり、マーヤがディーラーボタンだ。

「ベット」

　場代が出で揃そろったところで、朱しゆ梨りがいきなり60ドルを差し出した。ビッグブラインドの場代ブラインドに対し、ちょうど三倍になるチップ量。３ＢＢと呼ばれる、セオリー通りのオーソドックスなベットサイズだ。朱しゆ梨りというプレーヤーの引き出しにはもっと違ちがった賭かけ方かたも収まっているのだが、ここはまず相手の力量を正確に把は握あくする意味でも、基本に忠実に打とうという意志がはっきり見えた。

　ところで朱しゆ梨りがこのポジション──最初に賭かけ金きんを選ばなければならないアーリーポジションでベットしてくる場合、かなりいい手が入っているはずだ。なぜなら後ろに控ひかえた対戦者から、さらに賭かけ金きんをつり上げられる可能性が四回も控ひかえているから。大した手でもないのにベットして、レイズされたら確率的に60ドルを丸損する可能性が高い。

　それをみんな理解しているのもあり、巴ともえ、留る子こ、マーヤはそろってフォールド。マーヤが強きよう制せい徴ちよう収しゆうされた場代ブラインドの10ドルを除けば、チップを一枚も払はらわずに勝負から降りた。

　選せん択たく権けんが結ゆ奈なさんに委ねられる。もし結ゆ奈なさんも降りればこれにてこの対決は終しゆう了りよう。朱しゆ梨りが場代ブラインドとして提供された合計30ドルのみを得て、一枚もカードが開かれないまま次の対決に移ることになる。

「コール……で良いいんでしたよね？」

　結ゆ奈なさんが40ドルを差し出し、場代ブラインドと合わせて朱しゆ梨りと同額の60ドルを晒さらした。これにて賭かけ金きんが釣つり合あったので、俺おれは三枚のフロップカードをめくる。以後はまだ降りていない朱しゆ梨りと結ゆ奈なさん、二人きりで駆かけ引ひきが行われる。

　開かれたのは[image: ]、[image: ]、[image: ]。絵え柄がらも揃そろってないし、[image: ]や[image: ]といったハイカードも現れないが、各数字の間かん隔かくが狭せまいのでストレートの種はできていても不思議ではない。そんな濃こくも薄うすくもない中ちゆう途と半はん端ぱなボードだった。

「今度はどちらから賭かけるんでしたっけ？」

「結ゆ奈なさんからです」

　フロップがめくられた後は、ビッグブラインドポジションの方が先さき攻ぜめ。状じよう況きようと自分の手札二枚とを比ひ較かくして、チェック──賭かけ金きんを増やさず様子見するか、ベット──さらにチップを積み上げるかの選せん択たくを迫せまられる。

「チェックでお願いします」

　結ゆ奈なさんはチップを追加せず、朱しゆ梨りに選せん択たく権けんを手て渡わたした。ここでのチェックはいろんな可能性が考えられるため、さして強弱の判断材料にはならない。

　両者が賭かけたチップの合計は、60ドル＋60ドルで１２０ドルのまま。これにマーヤが手て離ばなした10ドルを加えたチップの総量を『ポット』と呼ぶのだが、

「80ドル追加ベットです」

　朱しゆ梨りはポットの約70％となる額を上乗せした。この、賭かけ金きんのつり上げ方もセオリーに忠実。だいたいポットに対し60％～70％の額を上乗せしてやると、相手に対し脅きよう威いを与あたえられるし、一方で攻せめが失敗した後もリカバーが利ききやすくバランスが良いいとされている。

　さて、この時の朱しゆ梨りの手札だが、今のところ様々な可能性が考えられる。強気になれるのは場に出ている中で最強のカード、[image: ]よりも上のポケットペアができている場合だ。[image: ][image: ]、[image: ][image: ]、[image: ][image: ]がそれに該がい当とうする。四枚目のターンカード、五枚目のリバーカードで自分の手役がさらに強くなる可能性も残っているし、弱いカードが並んだ場合も逃にげ切きれる算段がつく。

　確率的に一番ありそうなのは[image: ]と何らかのハイカード……数字の大きいカードを持って参戦している場合で、こちらも一ヘツ対ズア一ツプの勝負ならそれなり以上に勝ち目がある。ＮＬＨＥノーリミツトホールデムにおいてワンペアは充じゆう分ぶん戦える手。一いつ般ぱん的てきな印象以上に強気になっていい場面と言えるのだ。

　朱しゆ梨りがアーリーポジションからベットしてきたという『強気な』状じよう況きようからすると少し可能性は薄うすくなるが、[image: ]と[image: ]などで参戦して、あと一枚でストレートが完成するというケースもある。今回の場合だと場に[image: ]か[image: ]が落ちればストレート成立となる。厳密な計算は割かつ愛あいするが、その確率はそれぞれ残り四枚の[image: ]と[image: ]どちらかを、二回のチャンスで引ければ良いいのだから、大体32％の確率でストレートが完成すると見なしていい。三割あれば駆かけ引ひきの材料としては充じゆう分ぶんだ。

　ただし、もし実際ストレートの引きドロー待ちだった場合、朱しゆ梨りは現時点で役が完成していないことになる。引けなければブタで終わりかねない。だからその場合の80ドル追加は半分ブラフである。攻せめっ気けを出していい状じよう況きようではあるが、相手が降りてくれたらそれはそれでＯＫ。この手のベットは攻こう守しゆどちらの役割も果たすという意味で、セミブラフと呼ばれる。

　なお余談かつ繰くり返かえしになるが、今回の朱しゆ梨りがストレートのドロー待ちである可能性はそんなに高くないと俺おれなら読む。フロップが開かれる前の[image: ][image: ]という手札は微び妙みようだ。朱しゆ梨りがのっけから参戦を決めるにはパンチ力不足と言える。

　もちろん、そういう読みをあえて逆手に取った攻せめというのも考えられる。ここまで取り上げたのは穿うがった見方をしない場合の推測だが、まったく違ちがう状じよう況きようでのベットも考こう慮りよに入れなくてはいけない。まだ何も揃そろっていない状じよう況きようでの完全ブラフも、朱しゆ梨りならば時として打つだろう。結ゆ奈なさんに探さぐりを入れたいという意味では、むしろ手役関係無しで積極的にチップを積み上げていく方が、理にかなっているという判断も頷うなずける。

　というわけで、両者ともまだ思おも惑わくははっきりしない。さて、朱しゆ梨りのレイズを受けて結ゆ奈なさんはどう動くか。

「コール」

　結ゆ奈なさんは朱しゆ梨りと同じく80ドルを追加し、賭かけ金きんを釣つり合あわせた。素す直なおに読むなら、それなり以上に勝算がないとコールで付き合う理由は希き薄はくになる。

　これは可能性の話だが、あまり分が良くないと感じた場合、朱しゆ梨りのレイズに対しリレイズを浴びせ返すという選せん択たく肢しも逆にある。こっちの方が強いんだぞ、と主張することで相手を降ろしてしまおうという策略だ。降りてくれれば万ばん々ばん歳ざい。乗ってこられても現時点での賭かけ額がくはそれほど多くないので撤てつ退たいの判断もしやすい。もちろん素す直なおに降りてしまって次の勝負に委ねるというのも大いにアリ。ただ、受ける側としては、リレイズされた場合の方が判断に惑まどう。

　比ひ較かくしてコールというのは『欲』の判定がしやすい。ゲームを継けい続ぞくしたいという気持ちがはっきりと表れてしまうから、朱しゆ梨りとしても今後のプランが立てやすくなる。ドロー待ちやブタだった場合引ひき際ぎわをわきまえるだろうし、強い役で参戦している場合は相手から搾しぼり取とるだけ搾しぼり取とるビッグチャンス到とう来らいを予感できる。

　結論として、今回のコールはあまりテクニカルさを感じさせない。もちろんそれが罠わなという可能性もあるのだが、さて朱しゆ梨りはどう読む？

　とにかく再び賭かけ金きんが釣つり合あったので、四枚目のカード、ターンカードをめくる。落ちたのは[image: ]。ここに来て状じよう況きようを大きく動かすハイカードが白日の下もとに晒さらされた。

　まず当然ながら、手札に[image: ]があるプレーヤーにとっては待望の一枚。これで[image: ]のペアという、ワンペア同士なら最強となる役が完成したことになる。いわんやツーペア完成なら笑いが止まらない状じよう況きようだが、さらにチップをかすめるには喜びの気配を消して、相手に悟さとられぬよう素知らぬそぶりを貫つらぬかなければならない。ポーカーフェイスの出番である。

　逆に[image: ]はヒットせず[image: ]のみのワンペアや、[image: ][image: ]、[image: ][image: ]のポケットペアで参戦していたプレーヤーにとっては最悪の一枚だ。これにて相手に逆転されたかもしれない。恐きよう怖ふ感かんを煽あおるという意味でこういう札は『フィアー・カード』と呼ばれる。冷ひや汗あせを悟さとられてはならない。無反応を貫つらぬかねばならないという意味では右に同じ。

「チェックです」

　トントン、とテーブルを二回叩たたき、結ゆ奈なさんが賭かけ金きんの追加ナシのサインを送ってきた。ここでのチェックはややアグレッシブさに欠ける。[image: ]がヒットしていてもいなくても、チップをベットして相手に『強い手が入りましたよ』という情報を送りつけてやる方が戦略としてはシンプルだ。もちろんそうすべきでない場面も多々想定できるのだが。

　例えば朱しゆ梨りに[image: ]がヒットしていると決め打って、自分に[image: ]がない場合。読み通りなら朱しゆ梨りは降りず、出したぶんだけ搾しぼられ損ぞんになるからチップの追加を避さけるというのは実にまっとうな判断だ。

「２００ドルベットです」

　合計２９０ドルまで膨ふくらんだポットに、涼すずしい顔で朱しゆ梨りが２００ドルを投入した。これもポットの約70％となる、セオリー通りの賭かけ金きん。ただしポットがかなり大きく膨ふくらんでしまっているので、それなり以上に自信がないと放ほうり込こめない額だ。もっとも、朱しゆ梨りはそれをわかった上で弱い手でもこの額を追加し、相手を降ろしにかかるタイプのプレーヤーだったりもするのだが。

　表情から朱しゆ梨りの本気度を測るのは困難だろう。できるとするなら留る子こ並みとは言わないまでも、かなりのテルリード能力を持っていないと厳しい。

　俺おれの個人的な感覚だと今回の朱しゆ梨りはブラフではない。ちゃんと強い手が入っていると読むが。

　さて、どうあれ先ほどチェックで回した結ゆ奈なさんとしてはかなり受けて立ちづらいベットである。場に[image: ]が落ちていて自分の手札も強気になれる状じよう況きようなら、先制してチップを上乗せしておくべきだった。そうして朱しゆ梨りの対応を見た方が戦略は立てやすい。

　裏読みするなら、チェックが罠わなだったというパターンもある。本当は強い手が入っているのに、あえてチェックで回すことで朱しゆ梨りに油断させてチップを搾さく取しゆする。もしそうなら、このベットを受けて結ゆ奈なさんは動いてくるはずだ。リレイズして朱しゆ梨りの不安を煽あおり、あわよくばショウダウンまで持っていかずに大きく膨ふくらんだポットを奪うばってしまう。チェックレイズと言われる手法を選せん択たくしてくる可能性が潜ひそんでいるが、はたして。

「コール」

　結ゆ奈なさんは上乗せでも撤てつ退たいでもなく、コール。同額の２００ドルを差し出した。これは……あまり良いいムーブとは思えない。自信がないなら引ひき際ぎわだし、勝算があるならここでレイズして、五枚目のカードが場に出る前に決着させる可能性の芽を作っておくべきだ。現時点で結ゆ奈なさんの方が勝っていると仮定しても、五枚目のカードで朱しゆ梨りに逆転される可能性は当然考こう慮りよしなければならない。

　賭かけ金きんが釣つり合あったので俺おれは最後の一枚、リバーカードをめくる。落ちたのは[image: ]。おそらくどちらの手札にも影えい響きようを与あたえないラグカードだろう。

「チェック」

「ベット。４８０ドル」

　またしても結ゆ奈なさんはチェック。朱しゆ梨りも一いつ貫かんして約70％のベットだ。またたくまにポットは巨きよ大だいに膨ふくらんで、受ければ負けた方はいきなり致ち命めい傷しようを負う。朱しゆ梨りもまた大損害を食くらう可能性があるものの、こういう場面で躊ちゆう躇ちよをするプレーヤーではない。確率的に有利と踏ふめば、決して弱みを見せずアグレッシブに攻せめる。

「４８０！　大金ですわね……」

　結ゆ奈なさんが長考に入った。コールなら次はいよいよ互たがいにカードを見せ合ってのショウダウンだ。引き分けでない限り、機械的に雌し雄ゆうが決する。駆かけ引ひきの余地はこの朱しゆ梨りのベットを受けるか否いなか、その一点のみとなった。

「仕方ありません。放棄マツクします」

　結ゆ奈なさんは勝負を受けなかった。裏返しのまま、俺おれにカードを返してくる。敗北宣言だ。

　いったいどんな二枚で参加していたのか、非常に気になった。見たい。だが、最終局面で放棄マツクしたカードを周りに見せるかどうかは本人の自由意志に任される。裏返しで戻もどされたカードをめくるのは最悪のマナー違い反はん。ディーラーとしては言語道断、他のプレーヤーにとっても結ゆ奈なさんが何を持っていたかは不ふ可か侵しん領りよう域いきだ。

「…………」

　無言のまま、朱しゆ梨りもカードを俺おれに投げ返す。ただし、表向きで。朱しゆ梨りの手札は──[image: ]と[image: ]。

「ええと……[image: ][image: ]のツーペアですか。これは降りて正解でしたね」

　心底ほっとしたような微笑ほほえみを浮うかべる結ゆ奈なさん。その仕草を、朱しゆ梨り、そして巴ともえ、留る子こ、マーヤもじっと見つめている。

　朱しゆ梨りは別にカードを披ひ露ろうする必要なんてなかった。普ふ段だんならば絶対に見せないだろう。それなのにあえて見せたのは、きっと結ゆ奈なさんの反応を確かめたかったから。ここまでのプレーにおいて結ゆ奈なさんはいったい朱しゆ梨りのカードをどう想定していたのか、その情報を引き出すのが狙ねらいだったはずだ。

「さあ、次ですわね」

　結ゆ奈なさんは敗北をさして気にした様子もなく、意い気き揚よう々ようと構えている。一連の所作を素す直なおに受け止めるなら、上う手まいプレーヤーのそれではない。ひたすらコールでついていってリバーで放棄マツクというのは、負け方としてなにも良いいところがない。上級者ならそもそも起こり得ないし、ミスを悔くやんで初心者としては中級……そうでないなら、ずぶの素しろ人うとと見なすのが妥だ当とうになってしまう。

　とはいえ勝負は始まったばかり。さらに結ゆ奈なさんの観察を続け、もっと情報を引き出しておくことが今後の糧かてとなるだろう。






ＢＢ：朱梨　　　１８５０＄

巴　　　　　　　１５００＄

留子　　　　　　１５００＄

ボタン：マーヤ　１４９０＄

ＳＢ：結奈　　　１１６０＄








　ポジションが移って、今度は朱しゆ梨りがビッグブラインド。その手前にスモールブラインドの結ゆ奈なさん、ディーラーボタンがマーヤという配置になった。

「ベット。60ドルですっ」

　フロップが開かれる前の最初の賭かけ番ばんで、巴ともえが動く。額は朱しゆ梨りと同じく60ドルだった。留る子ことマーヤは揃そろってフォールドし、勝負から降りた。

　これで留る子こ、マーヤ共に連続フォールドとなる。留る子こはともかく、マーヤが二回連続で降りるというのは珍めずらしい。ゲームへの参加率が異常に高いことが特とく徴ちようで、そこからの戦い方こそマーヤの真骨頂と言えるのに。

　結けつ託たくしたわけではないだろうが、今回の勝負に限っては身内での衝しよう突とつを避さけよう、という意識がみんなに働いているのかもしれない。得たいものは結ゆ奈なさんのプレースタイルと特とく徴ちよう。ならば先行して動いたプレーヤーがいる場合、周りは降りて様子見に徹てつした方が効率的だと考えている感があった。俺おれとしてもそのプランは的確に思える。返す返す、結ゆ奈なさんにとっては不利な状じよう況きようになってしまうが。

　なぜなら陽よう明めい側がわで参戦表明してきたプレーヤーは手が良いい。そう疑わざるを得ない中で心理戦を戦たたかい抜ぬかなければならないからだ。本当にグッドハンドが入っているか絶対とまでは言えないものの。

　ただ今回、巴ともえの参戦に関しては素す直なおに好手札を意識した方が良さそうだ。こんな序じよ盤ばんからブラフで場を引っかき回しに来るタイプではない。

「コールします」

「フォールドで」

　結ゆ奈なさんは勝負に乗り、予想通り朱しゆ梨りは降りた。第二戦は巴ともえと結ゆ奈なさんの一ヘツ対ズア一ツプで進行することに。

　フロップを開く。[image: ]、[image: ]、[image: ]。いきなり[image: ]が落ち、しかも三枚の中で突とつ出しゆつして強い盤ばん面めんだ。この場合、一番手から勝負に乗ってきた巴ともえに[image: ]がヒットしている可能性は充じゆう分ぶんにありえる。アーリーポジションという不利な位置からの参戦には何かしらの『期待』が必ずと言って良いいほど込こめられているからだ。落ちた三枚を見て、結ゆ奈なさんはどう判断するか。

　二度目の駆かけ引ひきが始まる。結ゆ奈なさんはスモールブラインドなので、またしてもフロップ後は最初に進退を選せん択たくすることになる（スモールブラインド→ビッグブラインド→アーリーポジションの順で、フロップ後のベット権は推移していく）。

「チェック」

　結ゆ奈なさんはまたしてもチェックを選せん択たく。まあ、ここは違い和わ感かんのないチェックだ。プリフロップの時と違ちがい最初に動かなければならない不利があるので、オリジナルレイザー──まず賭かけ金きんをつり上げた張本人の動向を探さぐるというのはおかしな動きではない。

「ベット。80ドルです」

　巴ともえはベット。ここはいかにも[image: ]がヒットしていそうな場面なので、自然だ。自然が故ゆえに、実は[image: ]なしでのブラフベットというのも可能性としては有り得るが……。

　うん、たぶんヒットしてるなこれ。素っ気なさを装よそおってはいるが、巴ともえの表情からは微び妙みように高こう揚よう感かんが透すけて見える。テルリード能力に長たけた留る子こならば[image: ]ではない方の札の強さまで看破しているかもしれない。ある程度以上高い数字、というのは間ま違ちがいなさそうだけど。

　やはりまだ巴ともえのポーカーフェイスには改善の余地がありそうだ。こればっかりは数をこなしてもらって虚きよ無むの極きよく致ちでカードを受け取れるようになるまで経験を積むしかないが。

　さて、この綻ほころび。結ゆ奈なさんは発見できるだろうか。あまり囲い碁ごでは求められることのないスキルに思えるが。

「コール」

　結ゆ奈なさんはコールして80ドルを場に出した。コールか……。この場合のコールが妥だ当とうになるのは[image: ]と微び妙みような強さのキッカー──もう一枚のカードで参戦している場合だろうか。[image: ]、[image: ]とか。それならば[image: ]がターンかリバーでヒットする可能性もあるし、80ドルまでなら出しても良いいという判断になるかもしれない。もっと強いキッカー持ち、例えば[image: ][image: ]のようなビッグハンドが入っているならリレイズでさらに賭かけ金きんをつり上げたくなるはず。

　あるいは、[image: ]と[image: ]以下の弱いキッカー持ち。こちらは[image: ]が落ちているのでストレートのドロー待ちができる。この場合も80ドル程度のプレッシャーでは降りたくないのもわからなくはない。

　どちらにせよ、巴ともえに[image: ]がヒットしているという読みができていればの話になるが。

　賭かけ金きんが釣つり合あったので四枚目のターンカードをめくる。[image: ]。強いカードだが[image: ]には劣おとる。状じよう況きようからして、もの凄すごく強気になれるカードではない。また、ストレートのドロー待ちならほぼ可能性が消えた。[image: ][image: ]みたいな組み合わせでは二人とも参戦していないはずだ。

「ベット。２００ドルですっ」

　巴ともえはさらに賭かけ金きんをつり上げる。相手から反はん撃げきも撤てつ退たいもないので[image: ]を盾たてにポットを膨ふくらませていく。たとえ本当は[image: ]がヒットしていない場合でも、相手を降ろせる可能性のあるコンティニュエーションベットは基本的なテクニックの一つだ。

「……70％」

「えっ」

「みなさんポットの70％くらいを賭かけるんですね。70％が良いいんですか？」

　朴ぼく訥とつに、結ゆ奈なさんが尋たずねてきた。その思おも惑わくは……ちょっと読みづらい。純じゆん粋すいな疑問、と結論づけるのがもっとも安直だが、雰ふん囲い気きからするとその可能性が高そうに見える。

「ええと……そう教わったので。わ、私もなぜって訊きかれると、うまく答えられないんですが」

　素す直なおすぎる巴ともえ。実際なぜポットの60～70％のベットが良いいとされているかについては、かなり専門的な知識を得ないと理解できないところなので、巴ともえにはまだ詳しよう細さいを教えていない。小学生の算数の範はん疇ちゆうを大おお幅はばに飛とび越こえてしまう問題もあり。

　それでもベット額を固定するというのは有効に働く。いい手が入ったから大きくベット、自信がなくなったからチェックという行動はみすみす相手に情報を伝えるだけに終わりかねない。表情から出るテルリードよりもずっと習得しやすく、留る子こみたいな特とく殊しゆ人間を除けば正確性も高いのがこの『ベットサイズから読むテル』だ。

　だから、ＮＬＨＥノーリミツトホールデムでは基本的にベットサイズに情報を載のせないことが肝かん要ようとなる。ヒットしてようがブラフだろうが、つり上げる額は常に一定。そうすることで相手にこちらの手札を気取られる心配を減らせるし、応用的にベットサイズを変えた際多くの疑念を植え付けてやることができる。常に一定だな、と信しんじ込こませた上で、罠わなを張れるのだ。

「なるほど。では、次も70％……私がコールした場合、今度は４８０ドルのベットですか？」

「そうなる、と思います」

「では分が悪いですね。フォールドします」

　結ゆ奈なさんは巴ともえのベットに乗らず、裏向きのままカードを押おし返かえしてきた。……ここで降りるならば一つ前の80ドルにも乗らない方が良かったのでは、という気もするが、まあそれも持ち札による。またしても真相は闇やみの中だ。

「わ、私は見せた方が？」

「いや、見せなくていーっス」

　カードを表にしようとする巴ともえを、留る子こが制止した。その視線は鋭するどい。留る子こだけでなく、朱しゆ梨りもマーヤも厳しい顔つきをしていた。

　視線の先はもちろん結ゆ奈なさん。ここまでのプレーを見るとずぶの素しろ人うとという感じではあるのだが、妙みようなノイズも混じる。

　本当にずぶの素しろ人うとなら、もっと勝ちに対し貪どん欲よくでありそうなものなのに、結ゆ奈なさんにはそういう気き概がいのようなものが一いつ切さい感じられない。

　やる気がない？　いや、結ゆ奈なさんも対戦できる機会を喜んでいた。それはないはず。

　ならば、一体。もう少し、動向を見守る必要がありそうだ。






ＳＢ：朱梨　　１８３０＄

ＢＢ：巴　　　１６６０＄

留子　　　　　１５００＄

マーヤ　　　　１４９０＄

ボタン：結奈　１０２０＄








「ベット。１５０ドルっス」

　留る子こがいきなり動き、またしてもアーリーポジションからのベット。しかもその賭かけ金きんが規格外だ。

　唐とう突とつなプリフロップでのビッグベット。普ふ段だんの留る子こからは想像もできない動きだった。

　常識の範はん疇ちゆうで語るなら、この賭かけ方かたはあまり上う手まくない。いい手が入っていたなら早々に降りられてしまう可能性があるし、そうでないならコールされた時みすみすチップを失う危険に晒さらされる。

　しかし、今回に関して言うと留る子こには別の思おも惑わくがありそうだ。

「…………フォールド」

　じっくり考えてから、マーヤは降りた。マーヤの三連続フォールドもまた、めったに見られる類たぐいの行動ではなかった。ここは留る子こを泳がせて観察に徹てつすることを選んだらしい。

　ちらりと結ゆ奈なさんが自分のカードを再さい確かく認にんする。

「コールです」

　そして、乗ってきた。開幕の１５０ドルを相手するには、かなりのグッドハンドがないと厳しいのだが、はたして。

　朱しゆ梨りと巴ともえは示し合わせたように降りる。三戦目は留る子こ対結ゆ奈なさんという構図になった。

　この対決は興味深い。留る子このテルリードが結ゆ奈なさんに対しどこまで効果的に働くか。陽よう明めい側がわとしては大きな情報を得るチャンスだった。

　フロップの三枚をめくる。[image: ]、[image: ]、[image: ]。強い絵札も見えているが、他の役も意識させられる。四枚目五枚目で状じよう況きようが大きく変化する余地を残したボードだと言えた。

　賭かけ番ばんだが、今回はスモールブラインドもビッグブラインドも降りているので、アーリーポジションから選せん択たく権けんが推移していくことになる。即すなわち留る子こ→結ゆ奈なさんの順だ。

「ベット。１５０ドルっス」

　留る子こはベットを選せん択たく。それはいいとして、賭かけ金きんがまたイレギュラーだった。場代ブラインドを合わせて３３０ドルのポットに対し、１５０ドルのベットというのは半分に満たない。常じよう套とうとされる賭かけ方かたよりやや弱気が垣かい間ま見みえる金額だが、結ゆ奈なさんはどう受け止める？

「コールです」

　受けて立ったが、賭かけ金きんの追加はなし。というか結ゆ奈なさん、さっきからコールしかしていない。自分から動くでもなく、さりとて引ひき際ぎわが甘あまい。とりあえずコールして先のカードを覗のぞきに行くタイプのプレーヤーは『コーリングマシーン』と揶や揄ゆされ、最弱の魚フイツシユに分類される。これまでの結ゆ奈なさんの行動はまさしくそのコーリングマシーンそのものなのだが、さて。

　四枚目。[image: ]。[image: ]の出現でフラッシュの可能性が生まれた。

「１５０ドルっス」

　留る子こはまたしても１５０ドルのベットを選せん択たく。……なんとなく思おも惑わくが見えてきた。おそらく留る子こは、結ゆ奈なさんに対し負ふ荷か耐たい久きゆう実じつ験けんをしている。どこまでならついてくるのか確かめるため、あえて今回はセオリーを外れ延々１５０ドルを積み重ねるつもりなのだろう。

「コール」

　乗ってきた。これにてポットは９３０ドルまで膨ふくらむ。結ゆ奈なさんの財政的には、この勝負を落とすと辛つらい。ここは参戦するなら必勝を願わずにはいられないはず。それができない手札ならば受けるべきではない。

　五枚目のリバーカードを開く。[image: ]。[image: ]だ。これで、手札に一枚でも[image: ]があればフラッシュ達成。フラッシュ同士の対決になった場合[image: ]の手札の数字で勝ち負けが決まるのだが、その可能性も充じゆう分ぶん出てきた。

　言わずもがな、[image: ]を持っていた場合が最強で、フラッシュ勝負になれば絶対に負けない。ストレートフラッシュも、４クカワーツドズも、フルハウスも可能性が潰ついえているので[image: ]を持っていれば絶対に負けはないと確信できる。悩なやましいのは[image: ]を持っていた場合か。[image: ]にしか負けないが、[image: ]には負ける。こういうボードになるとテルリード能力に長たけた留る子こは非常に有利である。おそらくもう、勝負の結果は読めているはず。

「ベット。１５０ドルっス」

　１５０ドルの追加。ポットに対しては非常に弱いベットだが、今回においてセオリーは度外視して考えた方が良いいだろう。

「コール」

「………………」

　結ゆ奈なさんはコールした。少なくともフラッシュは完成していると読むべきか。留る子この目がますます鋭するどくなる。

「ショウダウンだ。留る子こからカードを見せて」

　ついに、と言うべきか、ようやく、と言うべきか。両者の手札を開いて比ひ較かくする状じよう況きようまで辿たどり着ついた。今回の場合、留る子こがオリジナルレイザーなので先に手札を開くルールになっている。

「…………[image: ]、[image: ]。[image: ]のワンペアっス」

　なんと。フラッシュ不成立。それどころかこれ以上ないほど弱い手での参戦だった。運良く[image: ]がヒットしたのでブタではないものの、このボードに対しワンペアでは非常に勝ち目が薄うすい。

　そんなことはわかっていると、留る子こには言われそうだが。

　どうやら勝ちを捨ててでも、結ゆ奈なさんの手を開きにいった。加えて結ゆ奈なさんの状じよう況きよう読よみの能力を確かめに行った。それが真相のようだ。

　どうあれ、最終局面までコールでついていったのだ。フラッシュができているのはほぼ確定だと思われるが。

「………………負けました。放棄マツクします」

「えっ」

　全員が驚おどろいたが、いの一番に声を出したのは留る子こだった。放棄マツク？　うそだろ。[image: ]のワンペアにも勝てないような手でショウダウンまで引っぱったというのか？

　結ゆ奈なさんが裏返しのままカードを返してくる。ショウダウンでも、手札を隠かくす権利は与あたえられている。最初に開かれた役に負けている場合、放棄マツクすることは許される。

　しかし、未いまだに信じられない。本当に結ゆ奈なさん、負けていたのか？

　状じよう況きよう的てきにも違い和わ感かんしかなかったし、なにより留る子この驚おどろきようが顕けん著ちよに物語っていた。留る子こは自分のカードが負けていると完全に確信していたそぶりだ。その読みを外したとはどうしても思えない。

　だって、留る子こだぞ。人の顔色を窺うかがわせたら小学生で右に出る者はいない。そんな留る子こが読よみ違ちがえるか？　対決に勝ったにも拘かかわらず、まったく嬉うれしそうにしていない留る子この表情から、強い混乱が伝わってくる。

　最終的にポットは１２３０ドルまで膨ふくらみ、結ゆ奈なさんはその約半分にあたる６００ドルを失った。残るは４２０ドル。開始早々非常に厳しい状じよう況きようだ。

「さあ、次ですね」

　なのに、この落ち着きようはなんだ。本当に何も理解していないのか、それとも……。






ボタン：朱梨　１８２０＄

ＳＢ：巴　　　１６４０＄

ＢＢ：留子　　２１３０＄

マーヤ　　　　１４９０＄

結奈　　　　　４２０＄








　四戦目が始まる。今までの流れからして、そろそろマーヤが動いてきそうだが。

「オールインだ」

　やはり来た。しかも、全てのチップを賭とすオールイン。

　セオリーで語る場面ではないだろう。これはあくまで結ゆ奈なさんに対するゆさぶり。このオールインにどういう反応を示すか、それを確かめたいがための行こう為いに違ちがいなかった。

　結ゆ奈なさん視点からしてみれば、乗る価値はある。大きく奪うばわれたチップを一気に取とり戻もどすチャンス到とう来らいだ。もっとも、それは自分にそれなり以上の手が入っている場合であればだが。

　ただ、このオールインはいかにもブラフくさい。なにしろ陽よう明めい側がわはここまで全員一番手のアーリーポジションが攻せめ込こんできているのだ。そうそう都合良くマーヤにグッドハンドが入るタイミングではない。一か八か攻せめっけを見せるなら、中の上くらいの二枚でも受けて立つのは選せん択たく肢しとしてありえる。

「この場合、私は？」

「マーヤのオールインを受けて結ゆ奈なさんもオールインするか、降りるかの二に択たくです。結ゆ奈なさんは４２０ドルしかチップがありませんが、オールインならば受けて立つことが可能です」

「なるほど。ありがとうございます」

　ちなみにもし結ゆ奈なさんが受けた場合、マーヤのチップで危険に晒さらされるのは結ゆ奈なさんの有り金４２０ドルぶんだけになり、勝負に負けても残りの１０７０ドルは返ってくる。後に控ひかえた朱しゆ梨り、巴ともえ、留る子こが参戦してくればまた状じよう況きようは変わるものの、今までの傾けい向こうからして今回はマーヤと結ゆ奈なさんの一いつ騎き打うちになる公算が高いだろう。

　さあ、どうする。一か八か受けるか、流すか。

「このチップ状じよう況きようでは遅おそかれ早はやかれ破産してしまいますね。……投とう了りようします」

　そう言って、結ゆ奈なさんは手札を俺おれに向け差し出し、席から立ち上がった。

「短い間でしたが、楽しかったです。もっと修練を積んでおきますので、また対決よろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げ、踵きびすを返す。俺おれたちはその様子を無言で見つめることしかできなかった。

「おい、この勝負どういうつもりで受けた？」

　結ゆ奈なさんが扉とびらに手をかける間ま際ぎわ、マーヤがぶっきらぼうに呼びかけた。

「つもり、ですか。もちろん、修しゆ業ぎようさせてもらえればと」

「成果、あったっスか？」

　今度は留る子こが訊きく。さっきからすごく不ふ機き嫌げんそうだ。

「そうですね。……ポーカーには運が必要だと思い知らされました。それではまた。衣え奈な、行きますよ」

「………………」

　たった一言だけを残し、隅すみっこで小さくなっていた衣え奈なを連れ去っていく結ゆ奈なさん。

　扉とびらが閉められ、ポーカールームに沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「よかったねみんな。四人がかりだけど、勝つことができて！」

　巴ともえの底そこ抜ぬけに明るい声。

「…………あ、あれ。ええと」

　その喜びに共感するメンバーはいなかった。申し訳ないことに俺おれも押おし黙だまってしまう。

「カズラ、その二枚開けてみろ」

　マーヤが指さしたのは、先ほど結ゆ奈なさんに配られた二枚のカード。まだ裏返しのまま、きっちりと重ねられている。

「多少良心の呵か責しやくはあるが……」

「構わないでしょう。向こうだってそれくらいの覚かく悟ごはしているはずです」

　朱しゆ梨りからもめくるよう急せき立たてられる。ここはきれい事ばかり言ってられない場面か。

　結ゆ奈なさんが去った後、俺おれたちはようやく彼かの女じよのハンドを一組だけ確かめる。

　現れたのは。

「やっぱりか」

　マーヤが舌打ちした。現れたのは、[image: ]、[image: ]。ポケットエースが完成していた。

「ど、どういうこと？　なんで結ゆ奈なさん、ポケットエースなのに降りちゃったの？」

「死んでも手札を開ける気が無かったんでしょうね」

「あたしとぶつかった時、絶対向こうにはフラッシュが入ってたっス。あたしの選手生命を賭かけてもいいっス」

　戸と惑まどう巴ともえに、朱しゆ梨りと留る子こが淡たん々たんと告げる。留る子こがこれほどまで強く断言するのだから、少なくとも二回、結ゆ奈なさんはチップをモノにするチャンスがあったということか。マーヤとのオールイン対決も高確率で勝っていただろうし、留る子ことの時はただカードを表返しにするだけで大きくチップを獲かく得とくできていた。

　なのに、それをしなかった。

「こちらの戦力だけを体ていよく計っていくつもりだったのでしょうか」

「それは間ま違ちがいなくある。けど、なんかそれだけでもない気もする。……くそ、気持ちわる」

　結ゆ奈なさんの狙ねらいはなんだったのか。情報収集だけが目的だったのなら、別に勝ちを拾いに来ても良かったはずだ。その方が勝負は長引き、情報も多く手に入る。にも拘かかわらず、自分の手札を頑かたくなに隠かくした。その狙ねらいは。

「…………………………」

　再び俺おれたちは黙だまりこくってしまう。

　と、そこに。外から廊ろう下かを踏ふみ鳴ならす音が勢いよく迫せまってきた。

「これで勝ったと思わないことね！」

　衣え奈なだった。

「お姉さまのすごさは、あんたらごときに理解なんてできないんだから！　それから、私も次は絶対──」

「衣え奈な」

「っ!?」

　まくし立てる衣え奈な。その肩かたを、後ろから追いついた結ゆ奈なさんががしりと摑つかむ。

「貴女あなたは本当に、余計なことしかしませんね。皆みな様さま、重ね重ねご迷めい惑わくをおかけいたしました」

「ご、ごめんなさいお姉さまっ。でも私はお姉さまがあの程度だと思われるのがどうしても……痛い！　痛いですごめんなさい！」

　衣え奈なの首根っこを摑つかみ、結ゆ奈なさんが引きずる。すぐに衣え奈なは抵てい抗こうを諦あきらめ、今度こそ二人とも帰っていった。

「……ねー。ワタシ、囲い碁ごってよく知らないんだけど、どういうゲーム？」

「私も詳くわしくありませんが、碁ご石いしを一つずつ置き合って陣じん取どりをしていく競技だと理解しています」

「……置いてったんスかね、石を」

　輪を作り、厳しい顔つきで語り合うマーヤと朱しゆ梨りと留る子こ。布石を打たれた。確かにそう考えるのが自然……というか、そうでも考えないと結ゆ奈なさんの行動ひとつひとつに意味を見いだせない。

　その布石が本人にとってどんな意味をもっているのか、門外漢の俺おれには理解が及およばないのも正直なところだったが。

「思い返せば手役表よこせって言ったところからもう罠わなだったのかもっスね」

「それは間ま違ちがいない。いまいちポーカーのことわかってないふりをしてたけど、一いつ瞬しゆん隙すきを見せた。チェックの時、テーブル叩たたいてただろ。あれ、どう考えても素しろ人うとの仕草じゃない」

「一回だけでしたけど、自然に身体からだが動いていた、という感じでしたね。染しみ込こむほどジェスチャーを繰くり返かえしてないと、ああはならないはずです」

「ま、そこは看破してやったわけっスが」

「という油断を誘さそうところまで、彼かの女じよの術中かもしれません。素しろ人うとかそうでないかばかりに注目させて、もっと本質的な探さぐりから目を逸そらさせるのが目的だったのでは」

「逆に、そんな風に過大評価させることで、自分がツワモノに見えるよう仕立てたのかも」

「楽観論っスね。まあ、ないとも言えないのが難しいところっスが……」

　話はなし込こむほど頭を抱かかえていく三人。少なくとも、陽よう明めいサイドにハミルトン＝結ゆ奈なという人物像を過か剰じように意識させる結果になったのは間ま違ちがいない。それだけでもポーカーというマインドゲームにおいては、次なる対戦に向けて有効な楔くさびを打つことができている。

　得体の知れないプレーヤーほど、敵に回して厄やつ介かいな相手はいないからだ。まったくの未知アンノウン相手ならセオリーでぶつかるが、今回のように理解を超こえた事前情報を投なげ込こまれると、対策に惑まどう。

　混乱を与あたえる。それこそが結ゆ奈なさんの第一目的だったのかもしれない。とすれば、その布石は間ま違ちがいなく俺おれたちの本ほん陣じんに鋭するどく刺ささる一打となった。

「…………うう」

　ひとり、蚊か帳やの外で巴ともえが沈しずんでいた。勝利できた喜びに浸ひたっていたのが自分だけだと知って、意い気き消しよう沈ちんしてしまっている。

「心配ない。向こうが実力をひた隠かくしにしたのだとしたら、本番はもっとセオリーに近付いたポーカーを打ってくるはずだ。正せい攻こう法ほうで向き合えば強い方が勝つ。それがポーカーの基本原則だ。もちろん運の要素も絡からむけど、過か剰じように恐おそれる必要はない」

　主に巴ともえを元気づけるため、俺おれはあえて明るい声を出した。

　本当ならもう一ゲームくらい四人でプレーさせて、嫌いやな印象を払ふつ拭しよくする時間を作ってやりたかったが、今日はもう門限が近付いてしまっていた。

「さて、もういい時間だ。活かつ動どう終しゆう了りようにしよう。片付けを始めるぞ」

　率そつ先せんしてポーカーテーブルの上を整理する。すると次し第だいにみんなも身体からだを動かし、手伝いを開始してくれた。

　それにしても、最後のオールインを挑いどまれた瞬しゆん間かん。

　あそこでポケットエースを引ひき込こむなんて、ある意味すごい強運だよな。残されていたのが普ふ通つうの手だったら、ここまで強い警けい戒かい心しんを俺おれたちに抱いだかせることもなかったろうに。

　何か持ってる少女であることはもはや疑いようもない。

　ハミルトン＝結ゆ奈なさん。みんなの様子だと再さい確かく認にんするまでもなさそうだが、本番で当たることになったら細心の注意を払はらわなければ。





♥陽明学園初等部・学生寮






　食事を終え、部屋に帰って一息つく。今日は宿題の採点もないのであとは自由な時間が残されているのみだった。

　とはいえ、趣しゆ味みらしい趣しゆ味みも持っていない俺おれ。もてあましてしまう。こういう時は『副業』のネットポーカーで金を稼かせぎつつ自じ己こ鍛たん錬れんをするのが常なのだが、今日はあまりそういう気分になれなかった。

　考えてしまうのは、やはり結ゆ奈なさんのこと。強敵であるのかすら定さだかではないが、不気味な存在として脳のう裏りに焼き付いてしまったのは事実だった。

　──こん、こん。

　ベッドで横になり、ぼんやり思考を巡めぐらせているとノックの音が響ひびいた。またか。こんな時間に寮りよう長ちよう室しつにやってくる人間となるとある程度察しがつく。

「あれ。巴ともえ、か」

　と思いきや、ドアを開け、対面した相手は想像と違ちがっていた。どうせまたマーヤだろうと思っていたのだが。

「ご、ごきげんようです先生。少し、お時間よろしいでしょうか」

「ああ、構わないぞ」

　俺おれは迷わず中に招き入れた。巴ともえなら別に変なこともしないだろうという信しん頼らいもあったし、それ以上に面おも持もちが強こわ張ばっているのが気になって、断る理由を探す選せん択たく肢しすら浮うかばなかった。

「座すわってくれ」

「あ、ありがとうございます」

　ひとつしかない椅い子すを巴ともえに貸し、俺おれはベッドの上に腰こし掛かけた。巴ともえの面おも持もちは相変わらず硬かたい。緊きん張ちようしているのか？　いや、どうもそういう感じとも違ちがう。

「何か心配ごとがあるなら聞くぞ。遠えん慮りよなく言ってくれ」

「……っ。……実は、わからなくなってしまって」

「わからない？」

　尋たずね返かえすと、巴ともえはしばし息を吞のむ。

　が、やがて。意を決した様子で話を切り出した。

「前に先生に尋たずねられた質問の答えが、見つけられないんです。どうして、勝ちたいのか。それが、わからなくなってしまって」

　その質問は、合宿の目的意識を各自で高めてもらおうと以前問いかけたものだった。気合いを入れるためによかれと思ったんだが、もしかしたら巴ともえには逆効果に働いてしまったのかもしれない。

[image: ]

「巴ともえは、ポーカーで勝ちたいっていう気持ちがそんなにないってことかな？」

「そういうわけじゃないんです。もっと上う手まくなりたいし、勝ちたい。はっきりそう思っているはずなのに、『どうして』勝ちたいのか考えると、言葉がでてこなくて……。自分でも、自分がよくわからなくて……」

「難しく考えすぎてるのかもしれないぞ。勝ったら良いい気分になる、というのだって立派な理由だし」

「……ならないことが、増えました」

「勝っても？」

「はい。ポーカーを知れば知るほど、今まで勝てたのはただ運が良かっただけだって、気付いてしまって。本当は留る子こやマーヤや朱しゆ梨りには及およばないのに、たまたま運が良かっただけ、そう思うと、たまたま勝てたことを喜べなくなりました。今日も結ゆ奈なさんの狙ねらいに、私だけぜんぜん気付けてなくて……恥はずかしくなってしまいました」

　なるほど、溜たまりに溜たまっていた迷いが、今日の対決で臨界に達してしまったのかもしれないな……。結ゆ奈なさんの来らい襲しゆうは、そういう意味でタイミングが悪かったとも、良かったとも受け止められる。

　良かったというのは、合宿が始まる前で良かったという意味だ。

「経験差があるのは事実だから仕方ない部分もあるよ。むしろ、そうやって自分の位置に気付けるようになったことは成長だとも言える。巴ともえのその悩なやみは、成長痛みたいなものなんじゃないかな」

「成長痛……」

「痛くて辛つらいかもしれないけど、成長している証あかしでもある。悩なやめるようになったぶんだけ、前に進んだ証しよう拠こなんだよ。だから、今はまだ答えにたどり着けなくてもいいと思う」

「でも、答えを見つけられないままの私は、大会には……」

　核かく心しんに、巴ともえ自みずからが踏ふみ込こんできた。俺おれも迷い続けている、目の前に迫せまった核かく心しんに。

　決めかねていた。大会に、巴ともえを出場させるかどうか。俺おれもまた、答えを出せずにいた。

　合理的に考えるなら、朱しゆ梨り、留る子こ、マーヤの三人で挑いどんだ方が勝率は高くなりそうだ。そして俺おれは合理的に考えねばならぬ立場。温情で巴ともえを出場させるという選せん択たくは絶対に取れない。

　一方で、教師としての俺おれがその合理性に待ったをかけている。確かに短期的に考えれば巴ともえはまだ力及およばないかもしれない。だが、相当なポテンシャルを感じさせるのも事実。このポーカークラブを長期的な視野で育てたいならば、巴ともえの存在を軽く扱あつかうべきではないとも同時に思うのだ。

　ならば今、一人だけメンバーから外れてもらうという挫ざ折せつ感かんを味わわせるのは得策じゃない。じっくり長い目で育ててやりたい。さりとて、立場上勝利第一主義は貫つらぬかなければならない。

　悩なやましい。

「達成感が、巴ともえを変えるかも」

「達成感、ですか」

「勝ちを望んでいて、なのに勝っても喜びを感じられないとしたら、それはその勝ちが達成感を味わわせてくれてないからなんじゃないかと思う。自分の思おもい描えがいていた通りのポーカーが打ててないのに、カードの巡めぐりで勝っただけ。それだと、もう巴ともえにとっては本当の意味での勝ちじゃないんだよ、きっと。成長したから」

「…………」

「だとしたら、本当の意味で、自分の思おもい描えがいたビジョン通りに、まずはメンバーの三人に勝ってみること。それが巴ともえの悩なやみを吹ふき飛とばしてくれるかもしれない」

　そして、それができるような選手になったのなら、エントリメンバーに加えることを避さける理由もなくなるのだ。

「勝てるでしょうか。あの三人に」

「強敵相手だ。断言はできない。けど、これだけは約束するよ。夏合宿のメニューにしっかりついてこられたら、もうどこに出しても恥はずかしくない陽よう明めいポーカークラブの選手になれると。そういう合宿にする。だから、がんばってついてきてくれ」

　自分を鼓こ舞ぶする意味も含ふくめてはっきりと言葉にする。子どもたちに強くなってくれと要求するだけではいけない。顧こ問もんとしての存在価値を示すためにも、今回の合宿で巴ともえに自信を植え付け、全国で戦える選手に仕上げる。それができなければ、俺おれがここにいる価値も希き薄はくになってしまう。

「……わかりました。がんばってみますっ」

　ギュッと両の拳こぶしを握にぎりしめる巴ともえ。その瞳ひとみから、迷いの色はもうほとんど感じられなくなっていた。

「そう言ってもらえてよかった」

「えへへ。先生とお話しできて、気持ちが軽くなりました。あとは練習あるのみですね！」

「そうだな。ハードだと思うけど、きっと巴ともえならこなせるはずだ」

「はいっ！」

　巴ともえがすっと立ち上がる。よかった。これでとりあえずは、憂うれいなく旅立ってもらえることになりそうだ。

　さあ、いよいよ本番前最大の山場となる夏合宿が始まる。

　行き先は、沖おき縄なわ。
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♥羽田空港






「おーいカズラ。こっちこっち！」

　国内線ターミナルに着き、待ち合わせ場所に向かっていると上じよう機き嫌げんそうなマーヤが手を振ふってくれた。すぐ傍そばに朱しゆ梨りと留る子こ、巴ともえもいる。

「すまん、遅おそくなった」

　と言ってもまだ集合時間まで十分くらいあるのだが。もう全員集合しているとは予想外だった。普ふ段だんは勝負の鬼おにと化すみんなだがそこはやはり小学生、全員での旅行というシチュエーションには浮うき立たつものがあるのかもしれない。

「いえいえ、おはようございます和かず羅ら先生っ」

　巴ともえが笑え顔がおでお辞じ儀ぎする。その表情に暗さは感じない。とりあえず目の前の合宿に全力投球するという内なる覚かく悟ごが見てとれた。俺おれは密ひそかにほっとする。

「おはよーっス。じゃあ行くっスか」

「おはようございます。一週間の長旅ですが、よろしくお願いしますね」

　留る子こと朱しゆ梨りとも挨あい拶さつを交かわす。四人とも制服姿ではなく、それぞれ可か愛わいらしい私服を身に纏まとっている。留る子こは半はん袖そでパーカーにチェックのスカート。朱しゆ梨りは白のワンピースに麦むぎわら帽ぼう子し。マーヤはおへそが見えるノースリーブとロングスカート、それに野や球きゆう帽ぼうというボーイッシュな要素を取り入れた出いで立たち。巴ともえもノースリーブだが、こちらはフリルがついたワンピースで女の子らしさが強調された服装だった。

　普ふ段だん見慣れているのとは違ちがう姿に、俺おれはなんとなく緊きん張ちよう感かんのようなものを抱いだいた。学校ではない場所で、小学生と一週間こもりきり。教師にならなければ絶対に巡めぐり会あうこともなかったシチュエーションだ。変な目で見られぬよう、毅き然ぜんと保護者らしく振ふる舞まわねばなるまい。

「どうしたっスかセンセー。あたしたちの私服に見とれちゃいました？」

「まあ実際、美び人じん揃ぞろいだよな」

　口を開かなければ。

「な……」

　軽口に軽口で答えただけのつもりだったが、留る子この頰ほおがほんのり朱あかく染まる。ちょっと軽けい率そつだったか。

「女タラシめ。この合宿でいったい何人牙きばにかけられることやら」

「そんな崩ほう壊かいルートまっしぐらな怖こわいことを言わないで下さい」

　茶化してくるマーヤではなく、なぜか俺おれの方を睨にらむ朱しゆ梨り。どれだけ信用がないんだ。

「シュリが無事、ウワキルートを握にぎりつぶせるとイイネ」

「わ、私は関係ありません！　和かず羅ら先生の変態性の問題です！」

　こら朱しゆ梨り、公衆の面前で変へん態たい扱あつかいするのはやめてくれ……。

「そんな風に浮うかれてられるのも今のうちだぞマーヤ。今回の合宿メニュー、我ながらかなりハードに組んできた。脱だつ落らく者しやが出ないことを願うばかりだ」

　話を切きり替かえるべく、少し脅おどしをかける。脱だつ落らく者しや、という言葉を聞いて、巴ともえの肩かたにぎゅっと力が入った。反面マーヤはまだヘラヘラしている。

「でもいうてポーカーするだけっしょ。運動部でもあるまいし」

「運動部並みの身体トレーニングも積んでもらう」

「げ、なんでだよ」

「大会は長時間になる。戦たたかい抜ぬくには体力も必要だ。体力があれば集中力も増す。だから今回の合宿は心身共に負ふ荷かをかける。理由は以上だ」

「マジかよダルくなってきた」

「妥だ当とうですね。早々にバテてしまうような選手では大会を戦たたかい抜ぬけません」

「わ、私、体力ならけっこう自信あります！　がんばります！」

「あたしもどちらかというとキツいのは勘かん弁べんっスけど……マーヤには負けたくないから根こん性じよう見せてやるっス」

「うへー、スポ根モード。苦手なんだよなそういうノリ。帰ろうかな」

「帰りたいなら止めはしないが、この合宿の成果で大会出場メンバーを決めるからな。それでもよければどうぞ」

　あえて冷たく言い放つとマーヤ、そして巴ともえの顔色が変わった。

「まさかこのマーヤ様を大会に出さないなんて選せん択たく肢し、ないよね？」

「合宿で決める。それが返事だ。マーヤだけじゃない、まだ朱しゆ梨りも留る子こも巴ともえも、出すとも出さないとも決めてない」

　名を出され、留る子こと朱しゆ梨りもぴくりと反応する。にわかに四人の間に漂ただよう空気が張はり詰つめた。

　いい傾けい向こうだと受け止める。これから挑いどむのはバカンスじゃない。強化合宿だ。レベルアップに浮うかれは禁物。

「わかりました。ちゃんと成果で示します」

　朱しゆ梨りがすぐに落ち着きを取とり戻もどし、しゃんと背筋を伸のばす。さすが部長。こういう時は誰だれよりも頼たよりになる。

「つまり、マーヤがあまりにもだらしなければ外れる可能性もあるってことっスね。そのザマを高みの見物したいから留る子こちゃんも本気出してあげるっス」

　留る子こも闘とう志しに火がついたようだ。フードの奥おくで瞳ひとみに輝かがやきを宿し、やる気溢あふれる視線を俺おれに向けてくれている。

「なーに調子づいてんだ。ワタシが外れるとかありえないだろ。……しかたない、カズラ。北ほく欧おうの底力見せてやんよ」

　一転して真顔になるマーヤ。危機感を抱いだいたわけではないだろうが、何しろ超ちよう弩ど級きゆうの負まけず嫌ぎらいだ。ここですごすごと逃にげ帰かえるようなタマじゃない。

　残るは巴ともえだが。

「……やります、和かず羅ら先生。私も胸を張ってこのクラブの一員だと言えるように、全力で合宿を乗のり越こえます！」

　うん、よかった。気持ちで負けていない。怖おじ気けづかない強い心は、ポーカーテーブルでもまた大きな武器になる。

　第一関門は、四人ともクリア。強い目的意識を持って、合宿に臨のぞんでくれそうだ。

「それでは今度こそ行きましょうか。カウンターはこっちです」

　朱しゆ梨りが歩き出し、皆みなでその後をついていく。今回、宿の手配などは全て朱しゆ梨りに（正確には二に階かい堂どう静しずかに）お願いする運びとなった。顧こ問もんとして負い目も感じるが、下手に俺おれが探すよりもずっといい環かん境きようで鍛たん錬れんに励はげめることは明白だったから、変にプライドを出さず恩おん恵けいに与あずかることにした。

「さすが夏休み。すごい行列っスね」

　留る子こが荷物受付のカウンターを指さす。あれに並んでいたら無む駄だに一時間は時間を浪ろう費ひすること請うけ合あいだろう。

　……まあ恐おそらく、並ぶことはないのだろうが。

「あちらへ」

　朱しゆ梨りが指さしたのは航空会社の上級会員のみが利用することを許されたＶＩＰ専用受付。ガラス張りの奥おくには数人しか人ひと影かげが見当たらない。

　うん、さすがに俺おれもこのお嬢じよう様さまたちを相手してきて、こういう展開には慣れてきた。

　つつがなくチェックインを終え、荷物を預け全員で出発ロビーへ。あとは小一時間ラウンジで過ごせばもうフライトだ。

　……楽だなぁ。金は強し。





♠飛行機内






　座席は当然のように上級クラス。国内線なのに機内食が出てきた。それを驚おどろきもせず平らげる子どもたち。やはり住んでる世界が違ちがう。

　シートは広く、快適そのもの。最近疲つかれが溜たまっていたこともあってか腹が満たされた俺おれは自然と寝ね落おちてしまっていた。

「センセー、見えてきたっスよ」

「…………ん」

　留る子こに起こしてもらった時には、既すでに着陸態勢。大おお海うな原ばらの上を低い軌き道どうで飛行機が滑かつ空くうしていた。

　窓から進行方向を覗のぞくと、海の色がグラデーションで青からエメラルドグリーンに変化している。その先に浮うかぶのが沖おき縄なわ本ほん島とうだ。

「沖おき縄なわか、初めてだな」

「マーヤも初めてなんだね、私もだよ」

　後ろの席からマーヤと巴ともえの声が聞こえてくる。心なしかトーンが高い。やはりわくわく感が抑おさえられないのだろう。

　ちなみに俺おれも沖おき縄なわは初めてなので、浮うき立たつ気持ちもよく理解できた。というか正直に言うとちょっとアガっている。顧こ問もんとして毅き然ぜんと振ふる舞まわねばならないからこの高こう揚よう感かんは胸の内だけに秘めておくが。

「朱しゆ梨り、空港から宿は近いのか？」

「車で三十分くらいです。送そう迎げいは頼たのんであるそうなのでご心配なく」

「至いたれり尽つくせりだな。つくづくありがとう」

「いえ、私は何もしてませんから」

　首を振ふり、朱しゆ梨りは少し複雑そうな表情を浮うかべる。親に対し反発心を抱いだいているのに、こういう時だけ利用する形になっていろいろ思うところがあるのかもしれない。しかし実際に頼たのんだのは俺おれなので朱しゆ梨りが気に病やむようなことじゃない。

　そう伝えようかとも思ったが、それも野や暮ぼになりそうなのでやめておく。この合宿は二に階かい堂どう静しずかから与あたえられた課題に応えるため投資を求めた結果なので、俺おれも朱しゆ梨りも変に気を回し合う必要なんてないだろう。

　全ては大会の勝利のため。俺おれがやるべきことは恐きよう縮しゆくではなく、合宿を有意義にする最大限の努力だ。





♥那覇空港






「あっっっっっっつ！」

　無事着陸して荷物を受け取り、空港の外に出た瞬しゆん間かん湿しつ気け混まじりのもの凄すごい熱風が襲おそいかかってきた。たまらず舌を出すマーヤ。北ほく欧おう出身だからなおさらこの蒸むし暑あつさは堪こたえるのかもしれない。

「夏の沖おき縄なわなんて輪をかけて暑いに決まってるっス。しょーじき、北ほつ海かい道どうとかの方が涼すずしくて快適だったんじゃないかとは思ってたっスが」

「過か酷こくな条件に身を置いてこそ鍛たん錬れんでしょう」

　さすがに被かぶっていられなくなった様子でフードを脱ぬぐ留る子こに対し、涼すずしい顔でそう言い放つ朱しゆ梨りは汗あせ一つかいていない。これぞお嬢じよう様さま強きよう度どというやつか。

「台風の心配がなさそうなのは良かったよね」

「台風……。それもまた良いい試練になるかもしれませんが」

　物ぶつ騒そうなことをおっしゃる。孤こ島とうとは言えないまでも、外界から隔かく絶ぜつされた環かん境きようで台風に見み舞まわれなんかしたらいろんな事件のフラグが立ちそうだ。

「おいシュリ車どこ～。もうムリ。暑すぎ」

「あちらのようですね。行きましょう。着いたばかりでバテていたら一週間乗り切れませんよ」

　キャリーケースに寄りかかるマーヤを、朱しゆ梨りが引っぱっていく。俺おれたちもその後に続くと、沖おき縄なわの風景に似つかわしくない黒くろ塗ぬりのリムジンがロータリーに停とまっていて一発でそれとわかった。

「朱しゆ梨りお嬢じよう様さまとご一行様ですねぇ。お待ちしておりました」

　運転手さんはアロハシャツ姿だったが。リムジンにアロハシャツ。すごい取り合わせだ。

　乗のり込こむと、車内はガンガンに冷れい房ぼうが効いており涼すずしいを通とおり越こして寒いくらいだった。さあ、目的地まであと少し。子どもたちにも緊きん張ちよう感かんが宿ったのか、車中は普ふ段だんとは比べものにならないほど静かだった。





♦リゾートコテージ・エントランス






　高速道路を走ってほどなく、車はヤシの林の中へ入っていく。しばらく進むと視界が開け、たくさんのバンガローが建ち並ぶ場所に到とう着ちやくした。どうやらホテルではなくリゾートコテージのようだが、となると一つ心配ごとが芽生えてくる。

「朱しゆ梨り、バンガローっていくつ借りてあるかわかるか？」

　部屋割りの問題である。もし一つだけだったら、俺おれは子どもたちと寝しん食しよくを共にすることになるわけだが、さすがにそれはマズいような。学がく生せい寮りようと違ちがって風ふ呂ろやトイレの問題があるし、前回二に階かい堂どう家の別べつ荘そうで合宿した時は使用人さんが複数いらっしゃった。しかし今回は、純然たる五人の旅。一つ屋根の下に泊まるとしたら、配はい慮りよしきれない問題が山ほど出てきそうだ。

「貸し切りです」

「えっ？」

「この施し設せつ、全て貸し切りなのでご心配なく、ひとり一つバンガローを使っても余るはずです」

　なんと、お見それしました……。俺おれはまだ二に階かい堂どう家のスケール感を見誤っていたらしい。

　まあ、よくよく考えれば朱しゆ梨り自身も俺おれと同じバンガローで過ごすことを是ぜとはしないよな。余計な心配だったか。

「ここ全部好きに使っていいっスか？　豪ごう快かいっスね～」

「すごい。でもせっかくの合宿なのにひとり一つだとさびしいから、私は誰だれかといっしょの方が良いいな」

　車を降りるや、嬉き々きと駆かけ出だす留る子こと巴ともえ。その後に俺おれも続く。

　見み渡わたせば、ちょっとした遊園地くらいの敷しき地ちが広がっている。これならば様々な運動メニューを組むことも容易だろう。申し分ない環かん境きように、改めて感謝の念を浮うかべるばかりだった。

「とりあえず、どれか一つメインのバンガローを決めて拠きよ点てんにしよう。ポーカーはそこで練習して、寝ねる時は各自好きなバンガローを使う。それでいいかな？」

「話だと、ポーカーテーブルも一台用意してもらえているはずです。拠きよ点てんはそちらがいいでしょう」

「ポーカーテーブルがあるのはこちらのバンガローですよぉ」

　運転手さんが目の前の建物を指さす。

「なんでもいいからとりあえず入ろうぜ」

　冷れい房ぼうでいったんは回復したマーヤが、再び陽ひざしに顔をしかめながら率そつ先せんして中に入っていく。

「おー。良いい感じじゃないっスか」

　鍵かぎを受け取り中に入ると、リビングのど真ん中に立派なポーカーテーブルが鎮ちん座ざしていた。間取りは広く開放的で、休きゆう憩けいや研究に使えそうなスペースも申し分ない。

「寝しん室しつは二階か。じゃあ、俺おれはここで寝ね泊とまりさせてもらうことにするよ」

「わかりました。みなさんも自分が使いたいバンガローを選んで下さい」

　一通り室内の設備を確かめてから再びリビングに戻もどると、朱しゆ梨りがこの敷しき地ちの全体図を示したマップを広げる。ふむ、プールもあるし、プライベートビーチにも隣りん接せつしているらしい。これなら運動面でも狙ねらい通どおりの強化メニューを組むことができそうだ。

「私は海が見える部屋がいいなぁ」

「それならここかここですね。どちらも二人部屋みたいですが」

「共同生活とかウザいし、ワタシは一人で寝ねるぞ。海とかはどうでもいい」

「バンガローの数は足りてますから、一人ひとつ使って問題ないと思います」

「……でも、せっかくの合宿なのに夜一人きりなのはさびしくない？　留る子こは？」

「あたしはどっちでもいいっス。……巴ともえがどうしてもいっしょが良いいって言うなら、いっしょになってあげないこともないっスけど」

　話し合いの結果、巴ともえと留る子こが海沿いのバンガローを共有。マーヤと朱しゆ梨りはそれぞれ一人でひとつの建物を使うことに落ち着いたようだ。この辺の割わり振ふりは自主性に任せておけばいいだろう。

「それでは私はいったん帰りますねぇ。なにか御ご用ようの際はいつでもご連れん絡らく下さい」

　運転手さんから必要な施し設せつの鍵かぎを受け取り、宿しゆく泊はくの準備は整った。時刻は午後五時を回ったところ。まだ陽ひは高いが、長旅の疲つかれもあることだろう。

「合宿メニューは明日開始ってことで、今日はもう自由行動にするか？」

　そう思って四人に尋たずねると、まさか、と言いたげな好戦的な視線が返ってきた。

「なに言ってんだカズラ。まだカードに触ふれてすらないぞ」

「これくらいの移動で疲つかれるほど弱くありませんよ、私たちは」

「記念すべき初日なんだから、記念すべきひと勝負と行くっス」

「私もまだまだ元気です！　ポーカーしましょう！」

　マーヤも朱しゆ梨りも留る子こも巴ともえも我先にとポーカーテーブルへ腰こし掛かける。

「これはおみそれしました」

　頭を下げつつ、俺おれもディーラー席へ。

　うん、良いい雰ふん囲い気きだ。それぞれがこの合宿を実のあるものにすべく、高いモチベーションを保ち続けてくれている。

　この調子が最後まで続けば、きっと全員がさらなる成長を遂とげてくれることだろう。

　結局この日は夜よる遅おそくまでカードを握にぎり続つづけ、白熱した時間を共有することができた。

「カズラー。おなかへったー」

　おかげでつい、食事のことをすっかり忘れてしまう羽目になったのだが……。

「大変申し訳ありません……。食材が必要な場合連れん絡らくしてくれと言われていたのを伝え忘れていました。なんとお詫わびしたらいいものか」

　朱しゆ梨りが恐きよう縮しゆくしているが、これは完全に俺おれのミスだ。合宿のプランを練ったのは俺おれなのだから、衣食住という基本的な部分で確かく認にん漏もれが生じたのは保護者失格である。

　冷蔵庫を開けてみるが、見事に飲み物しか入ってない。朱しゆ梨りの話だと事前に注文して新しん鮮せんな食材を届けてもらうシステムらしいからそれもしかたのないことか。

「先生、お米ならあります！」

「お、それは良かった！　とりあえず炊たこう」

　キッチンを全員で探さぐっていると、巴ともえから朗報が。主食があればとりあえず飢うえることはなさそうだ。あとはおかずになるものが見つかればいいのだが。

「センセー、これ、食べものっスよね？」

　戸と棚だなを開けた留る子こが手招きする。覗のぞいてみると、そこには大量の缶かん詰づめが。鯖さばの味み噌そ煮ににスパム、桃もも缶かんなどデザートになりそうなものもある。これは助かった。

　とはいえ。

「……みんな、すまん。せっかくの夕食がこんなメニューになってしまって」

　白米と、缶かん詰づめ。ご令れい嬢じようたちの前に並べるにはあまりにも質素。ああ、自責の念に押おしつぶされてしまいそうだ。どんな文句を言われても甘あまんじて受け止めねばなるまい。

「すごい、缶かんを開けるだけで料理が出てきたよ！」

「このサカナうまいな。サバっていうのか」

「保存法がキャヴィアみたいですね。さぞかし高級魚なのでしょう」

「文明の最さい先せん端たんに触ふれてる感じでアガるっスね」

　と、思いきや。お嬢じよう様さまたちに缶かん詰づめパーティが意外すぎるほど好評。どうやら物もの珍めずらしさにかえって好こう奇き心しんを刺し激げきされてるようだ。文明の最さい先せん端たんでは断じてないのだが。

「……怒おこってない？」

「非日常って感じで楽しいです！」

「和かず羅らセンセーと食事すると知らない世界に出会えて刺し激げき的てきっス」

　満面の笑えみで巴ともえと留る子こに答えてもらって、少し心が軽くなった。まあ、一種のキャンプ飯みたいなものではあるから子供心をくすぐる要素はあるのかもしれない。だからといってミスが帳消しになるわけではないが。

「先生、私が言うのもなんですが、珍ちん味みを味わう良いい機会になりました。先生は悪くないのでどうか気を落とさないで下さい。明日の食材はちゃんと注文しておきましたので、朝一番で届くはずです」

「ワタシは明日もこれでいいけどな。……サバうまいわ」

　うむ……。朱しゆ梨りにも責任を感じさせてしまっているようだから、あまり俺おれが落おち込こみすぎるのもかえって気を使わせるか。マーヤからも文句はない、それどころか鯖さばの味み噌そ煮にをかなりお気に召めして頂けてる様子。みんなが普ふ段だん缶かん詰づめも食べないようなお嬢じよう様さまだったからこそ、ひょうたんから駒こまが出たと考えておこう。

　こうして合宿初日の夜は、施し設せつに似つかわしくない質素さで更ふけていったのだった。





♣リゾートコテージ・拠点






「おお。届いてる」

　翌朝。身み仕じ度たくをして外に出ると巨きよ大だいなクーラーボックスが玄げん関かん先さきに置かれていた。中は野菜や卵、牛乳、高級そうな牛肉など様々な食材でいっぱいだ。ありがたや。これでようやく栄養バランスの良いい食事にありつける。

　調理はみんなで行うことに決めてある。お嬢じよう様さまたちだから包丁も握にぎったこともないのではという心配はいらない。陽よう明めい学がく園えんは、やけに家庭科の授業に力が入っているという特とく徴ちようがあるのだった。恐おそらくだが、良りよう妻さい賢けん母ぼな箱はこ入いり娘むすめを育てる、という古いコンセプトを今でも踏とう襲しゆうしている部分があるためだろう。

「おはようございます、先生」

「おっ、食材来てるっスね。缶かん詰づめもなごり惜おしいっスけど」

「いろいろありますね！　朝ごはん、何にしましょうか？」

　指定しておいた集合時間になると、朱しゆ梨り、留る子こ、巴ともえが揃そろってやって来た。まずは軽く腹ごしらえをして、座学ののち運動メニューに移る予定だ。

　と、それはそれとして。

「マーヤは？」

「……寝ねてそうですね」

　ひとり揃そろわぬ顔を思おもい浮うかべ、みんながやれやれといった様子。なんとなく低血圧っぽい雰ふん囲い気きがあるから、朝は弱いのかもな。

　しかし甘あまい顔ばかりも見せていられない。この後のスケジュールはみっちり詰つまっているのだ。惰だ眠みんを貪むさぼる猶ゆう予よなど皆かい無む。

「しかたない。起こしに行ってくる」

「じゃあ、私たちも行きますね！」

「いや、時間がもったいないからすまないが巴ともえたちは三人で朝食の準備を始めていてくれないか？」

「わかりました。ではマーヤのことは先生にお任せします」

「甘あまい顔見せずにちゃんと叩たたき起おこすっスよ」

　朱しゆ梨りと留る子こに深く頷うなずく。あいつのことだからウダウダ言いそうだが、ここは心を鬼おににしてベッドから引っぺがさなければ。

「ええと、こっちか」

　昨日確かく認にんした地図を頼たよりに、マーヤが選んだバンガローを目指す。数分歩いて無事到とう着ちやくし、インターフォンをプッシュ。

「反応なし……」

　なんとなく予感はあったものの、しっぽりリゾート生活をお楽しみ中らしい。一応顧こ問もん特とつ権けんでマスターキーを預かっているので、鍵かぎ穴あなに差さし込こむとロックは簡単に外れた。できれば使いたくなかったが。

　どうやらこちらのバンガローは平屋らしい。というか、本来の意味だとバンガロー＝平屋らしいが、他に正しい表現方法を知らないので便べん宜ぎ的てきにここにある建物全てをバンガローと呼ばせてもらっている。

　閑かん話わ休きゆう題だい。テーブルやソファなどの調度品は拠きよ点てんとして使っている場所のものとよく似ているな。上う手まく表現できないけどどことなく南国を感じさせる、エキゾチックなデザインだ。

「あそこか」

　奥おくに目をやると窓まど際ぎわにパーテーションが。その先にベッドの端はしがちらりと見えている。

「マーヤ、寝ね坊ぼうだぞ」

「…………ん～」

　近付けば、ベッドの上には純白のカバーで包まれた芋いも虫むしのようなシルエットがもぞもぞ動いている。ぎゅっと布ふ団とんを抱だきかかえる様から、絶対に起きないという断固たる意志が伝わってきた。もちろん許さないが。

「練習初日から集合時間に遅ち刻こくとは良いい度胸だな」

「ワタシが遅おそいんじゃない。太陽が早すぎる」

　妙みように哲てつ学がく的てきなことをのたまうマーヤ。そして一向に布ふ団とんから顔を出す気配すら見せない。

　ここは強きよう硬こう手しゆ段だん。無理矢理にでも布ふ団とんをひっぺがして──。

　なんて、同じ轍てつを踏ふむほど学習能力のない俺おれではない。

　わかっている。どうせマーヤのことだから全ぜん裸らで寝ねていやがる。このまま布ふ団とんをはぐのは能動的に裸ら体たいを覗のぞきに行く行こう為いと等しいのだ。

　マーヤもそれができないと高をくくって起きてこないのだろう。いや、できないのは事実なのだが。

「マーヤ、減点一」

　ならば、ここは精神面から攻せめるのが正着手だろう。

「……なんだよ、減点って」

「言っておいたろ。この合宿はメンバー選定も兼かねてるって。動くべき時に動けないのはポーカープレーヤーとしてマイナス要素だ」

「大会、こんな朝っぱらからやらないだろ～」

「前向きさに欠ける練習態度。マイナス二かな」

「……あーわかったわかった。起きる。起きるから」

　もぞもぞし始めるマーヤ。しかし布ふ団とんから顔を出す気配はまだない。

「…………寒いんだけど」

「冷れい房ぼう効かせすぎだ……」

　実際、このバンガローは涼すずしいを通とおり越こし寒さすら感じる。暑いのが苦手なのはわかるがいくらなんでも冷やしすぎだろう。

「だめだ、凍こごえる」

「大げさな」

「服着てないんだぞこっちは」

　やはり着てなかったか。無理矢理布ふ団とんを剝はぎ取とらなかったのはとりあえず正解だったようだ。

「ちょっとくらい我が慢まんしろ。ほら、俺おれはあっちに行ってるから……」

「待って。パンツとって」

　視線を外してやろうと思った矢先、マーヤからとんでもない要求が。

「いや自分でなんとかしてくれ」

「お願い。ほら、窓まど際ぎわにバッグあるでしょ」

　布ふ団とんから指先だけを出し、キャリーケースを示すマーヤ。確かにぱっくり開けられたままになっている荷物がそこにあった。

「お前な……」

　とはいえその要求は受け入れがたい。教え子、しかも小学生女子の下着に手を伸のばすという行こう為いは絵え面づらに問題があるだろう。

「早く～。朝練するんでしょ」

「どの口が言うんだ」

「カズラも減点一ね。朝練の準備をジャマしてる」

「俺おれは選手じゃない」

「コーチとして減点一。マイナスになったらワタシがコーチを兼けん任にんします」

　屁へ理り屈くつをこねつつ、一向に布ふ団とんから出てくる気配は見せないマーヤ。埒らちがあかない。こんなことなら誰だれかといっしょに来れば良かった。

　ううむ……。実際時間が勿もつ体たいないし、やむなし……なのか。

「……どれでもいいんだな？」

「どれでもいいよ～」

　俺おれは開きっぱなしのキャリーケースに近付き、それと思おぼしきブツをそっと握にぎり、ベッドに投げ入れてやった。せめてもの倫りん理り観かんのつもりでなるべく布には目を向けないようにしながら。

「ほれ」

　パサリ、と枕まくら元もとにパンツが落ちる。我ながら何をやっているのやら。

「さんきゅー」

　芋いも虫むしのようにもぞもぞと布ふ団とんの形が変わる。とりあえず全ぜん裸らのマーヤと対たい峙じするリスクはなくなったようだ。といってもまだ推定パンツ一丁だが。

「次、ブラジャーよろ」

　要求がエスカレートした。また下着に手を伸のばせと言うのか。パンツに触ふれてしまった以上もはやもう一枚投なげ込こんでも罪状は変わらない気もするのだが、このふつふつと生まれてしまう妙みような抵てい抗こう感かんはなんなのだろう。

　ブラジャーという単語がパンツ以上に『下着』を意識させるものであるのが原因かもしれない。パンツならそりゃはくだろう。万ばん人にんがはいている。俺おれだってはいている。しかし俺おれはブラジャーを身につけていない。当たり前だが。それは男にとって未知の領域であり、加えて小学五年生という年ねん齢れいにおいても実にマージナルな存在である。

　そうか、マーヤはもうブラジャーを必要としているのかという情報が、認にん知ち能のう力りよくを不必要に刺し激げきする。その刺し激げきがよりいっそう、俺おれに小学生の下着という物体を現実として過度に意識させるのだ。

　ダメだ、考えれば考えるほど葛かつ藤とうが深まってしまう。別にやましい心があるわけではないのだからさっさとこの窮きゆう地ちを脱だつしてしまう方がマシに思えてきた。

「まったくもう……」

　大体の目星をつけて、俺おれはキャリーケース内からそれらしきモノを手に取り再びベッドに投げ入れた。また手だけが布ふ団とんから伸のびてきて、マーヤがブラジャーを摑つかむ。

　ゴソゴソするマーヤだったが、

「ん？」

　しばらくして、せっかく渡わたしてやったブラジャーを俺おれの方に投げ返してきた。

「おい、なんで!?」

「これパンツと柄がらが違ちがうじゃん。ちゃんと見てよ。ほら、これと同じ模様」

　そう言ってマーヤは四よつん這ばいになり、布ふ団とんから下半身だけを出して俺おれに突つきつけた。

「やめろバカ！　もう知るか！」

　もはや俺おれは我が慢まんの限界に達し、キャリーケースに入ってる衣類全部をマーヤの上にぶちまけてやった。

「ちょ、こら！　余計な畳たたみもの増やすな！」

　ぶーたれるマーヤだったが謝あやまる気はない。というか最初からこうしていればよかった。





♦リゾートコテージ・林道






　なんとかマーヤを連れ出すことに成功し、みんなで朝食を堪たん能のうしたのち軽く座学。それから運動着に着き替かえてもらってこの合宿とっておきの運動メニューに移行した。まずは軽くランニングだ。

　天気は快晴。相変わらずの暑さだったが、大半が木こ陰かげになっている散歩道があったのでそこを利用することにした。

「はっ、はっ、はっ」

　先頭を切るのは朱しゆ梨り。小気味良い呼吸音と共に、みんなを引っぱってくれている。少し遅おくれて巴ともえと留る子こが並ぶ。二人もまた前向きさが背中から伝わってくる足取りだ。

「いや、だから、暑すぎだって……」

　ただ一人走りが重いのはマーヤだった。俺おれは最さい後こう尾びを走りみんなを見守っているのだが、マーヤのペースに合わせているうちにどんどん先頭との距きよ離りが開いてしまう。

「マーヤ、がんばれ。遅おくれてるぞ」

「うるさい。訴うつたえるぞ。あーこれ絶対熱ねつ中ちゆう症しようになるわ……」

　焚たき付つけても文句ばかりが返ってくる。弱ったな、どうしたものか。

　しっかり体力強化に励はげんでもらいたいのは言わずもがなであるものの、本当に体調不良になるまで追いたてては監かん督とく不行き届きになってしまう。他の三人の様子からしてまだ行けるだろうと言いたいのはやまやまながら、北ほく欧おう出身のマーヤとしては本当に許きよ容よう範はん囲いを超こえている可能性も否定できず。のっけから難しい判断を迫せまられることになった。

「うー。もう死ぬ。さよなら地球」

　その後、他の子に遅おくれること数分を要しつつなんとか予定の距きよ離りを走りきってくれたマーヤだったが、ゴールするや木の根を枕まくらにばたりと仰あお向むけで倒たおれ込こんでしまった。まだ準備運動のつもりだったのだけれども、はたしてこのまま次のメニューに移行して良いいものか。

「どんだけ体力ないっスか。先が思いやられるっスね」

　留る子こが呆あきれ加か減げんでマーヤの顔を覗のぞく。朱しゆ梨りも巴ともえもまだ余よ裕ゆうそうな表情なので、俺おれとしてもますます判断に迷ってしまう。マーヤの性格上、サボりたくてわざとへばった演技をしている可能性もあるからなぁ……。

「うるせー。お前らとは暑あつさ耐たい性せいが違ちがうんだよ……。体力の問題じゃない」

　留る子こからの苦言に、顔を歪ゆがめ悔くやしそうなマーヤ。ままならない苛いら立だちからか、何度も拳こぶしで地面を叩たたく。その様子に演技の雰ふん囲い気きはあまり感じられない。

「先生、どうします？」

　朱しゆ梨りが心配げに尋たずねてくる。体力強化の目的はまだぜんぜん果たされていないが、自分以外の身体からだのことは安直な判断なんてできないからなあ。

「しかたない。マーヤは少し休んでるか？」

「嫌いやだ」

「……ん、じゃあ次のメニュー続けられそうか？」

「この暑さじゃムリ。涼すずしくしてくれ」

　無茶を言うな。気候ばかりはどうにもできない。

「我が慢まんしてもらうか、休むかの選せん択たく肢ししかないぞ」

「あるでしょ、別の選せん択たく肢しが」

　そう言ってマーヤは寝ね転ころがったまま、ちょうど近くにあった施し設せつの見取り図を指さす。ん、どういう意味だ。

「あ、プール！」

　いち早くマーヤの意図に気付いたのは巴ともえだった。なるほど。たしかに水中なら暑さを緩かん和わしつつ体力強化も図はかれるな。炎えん天てん下かなのは事実だったし、安全に運動メニューをこなすにはいいアイデアに思えてきた。

「みんな、水着持ってきてるか？」

「そりゃま、沖おき縄なわ旅りよ行こうっスからね。持ってきてるっスよ」

「私もあります！」

「熱ねつ中ちゆう症しよう対策としてはその方がいいかもしれませんね」

　留る子こ、巴ともえ、朱しゆ梨りからも反対意見は出ない。よし、それならば安全性を考こう慮りよしてメニューに一部変へん更こうを加えた方がよさそうだな。

「わかった。なら全員着き替かえてプールに再集合しよう」

「さすがカズラ、話がわかる」

　俺おれの決定を聞くやマーヤは飛び起き、全速力でバンガローに戻もどっていった。……その速度で走れるならまだ全然余よ裕ゆうだったのではあるまいか。

　思わず顔を見合わせなんともいえない苦く笑しようを浮うかべる残された四人であった。





♥リゾートコテージ・プール






　俺おれも一応水着に着き替かえ、ヤシの木で囲まれたプールサイドへ。どうやら一番乗りのようで、まだ他の子の姿は見えなかった。

「おお。ここならいい運動ができそうだ」

　面積は広大で、いかにもリゾート風な円形の水場の他に、ちゃんとした競技も行えそうな長方形のプールも備わっている。これがあるとわかっていれば最初から水泳中心のメニューを組んでいたのだが。

「先生、お待たせしました！」

　呼びかけられて振ふり返かえると巴ともえがいた。出いで立たちは学校指定のスクール水着だった。

「マーヤのだらしなさはおいておいて、水に入れるのはありがたいっスね」

　その後ろには留る子こ。留る子こもまた着ているのはスクール水着。

「二人とも気合い入ってるな」

「気合い？　ああ、水着のことっスか？」

「今回の合宿は遊びじゃないので、この方がいいかなって」

　真面目に運動することを考こう慮りよに入れたチョイスなのだろう。あえておしゃれにリソースを割さかない心意気に小さな感動を覚えた。

「遅おそくなりすみません」

　続いてやって来た朱しゆ梨りもスクール水着を身に纏まとっていた。もしかしてみんなで事前に相談したのかとも思ったが、話を聞いてみるとそうではなく偶ぐう然ぜんの一いつ致ちらしい。

「よっしゃ、ここから本気見せてやるぜ」

　事実、マーヤだけはパレオつきのセパレート水着を着用しての登場だ。もちろん俺おれからスクール水着を指定したわけではないので特に苦言を呈ていしたりはしないが。

「お前らなにその格好。カズラの趣しゆ味み？」

「断じて違ちがう」

　妙みような疑ぎ惑わくをふっかけられて、やっぱり苦言を呈ていしておけばよかったと思った。

「マーヤの水着の方がよっぽど問題だと思いますけれど。それでちゃんとした運動ができるのですか？」

「なめるな。水着ごときでハンデを背負うマーヤ様ではない」

　胸を張って、朱しゆ梨りの心配を撥はね返かえすマーヤ。とりあえず元気になってくれた様子なのはよかった。

「よし、準備運動してさっそく始めよう。……ん、ところで大前提として、みんな泳ぎは大だい丈じよう夫ぶか？」

　今さらながら気付いたが、泳げない子がいたらトレーニングに支障が出てしまう。朱しゆ梨りが泳げるのは前の合宿で確かく認にん済ずみだが、留る子こと巴ともえはどうだったか。

「まあ、ふつーレベルに泳げるっス」

「そんなに得意じゃないですけど、クロールはできます。がんばってついていきます！」

「そうか、ならよかった」

　どうやらカナヅチということはないらしい。それなら体力作りとしては充じゆう分ぶんだろう。

「マーヤは？」

「スカンジナビアのカッパと呼ばれたワタシの力に恐おそれおののけ」

　よくわからんが得意ってことなのか。スカンジナビア半島にカッパがいたとは初耳すぎるけれども。

　というわけで全員泳げるようなので、さっそく準備運動をしてプールに入ってもらう。泳法は自由で、50ｍを十本。体力作りが目的なので細かい指導はせず、俺おれは危険が生じないよう監かん視しに徹てつした。

「へへん、遅おそいなあタル子こ。一往復も差がついたぜ」

「はぁ……はぁ……。ランニングと合わせれば一勝一敗っスよ。それに今回はペース配分を間ま違ちがえただけっス」

　水に入ってから、マーヤの動きは見み違ちがえた。泳ぎが得意なのは事実らしい。それに、先ほど困こん憊ぱいしていたのはどうやら本当に暑さのせいだったようだ。朱しゆ梨りと遜そん色しよくのないスピードのクロールで、マーヤは合計５００ｍをらくらく泳ぎ切ってみせた。

「生意気な。だったらきっちり決着つけよう。１００ｍ自由形一本勝負」

「……売られたケンカは買うしかないっスね」

　遅おくれてゴールすることとなった留る子こと、マーヤが火花を散らしている。やれやれ、相変わらず二人の仲は一いつ触しよく即そく発はつである。

　とはいうものの、最近では以前ほどの険悪さを感じることは少なくなった気がしているのだけれども。

「カズラ、いーよね？」

「まあ構わんが、５００ｍ泳いだ直後で大だい丈じよう夫ぶか？」

「条件は同じだから問題ないっしょ。なータル子こ」

「やってやるっス」

　すっかりヒートアップしている二人。まあ、勝負して問題が発生するとも思えないので止める必要はないだろう。

「待って下さい」

「それなら私たちも参加するよっ」

　一度プールから出てスタート台に向かう二人を、巴ともえと朱しゆ梨りが呼び止めた。良いい感じにみんなのモチベーションが高くて嬉うれしくなる。この合宿を重要な機会と捉とらえてくれている証しよう拠こと言えるだろう。

「お。いいね。それじゃ四人で水泳王決定戦といこう」

　マーヤは自信たっぷり。先ほどの泳力を見ればそれも頷うなずけるところだ。ただ、朱しゆ梨りとの差はほんの僅わずかだった。本気で競きそい合あってどちらが速いかは蓋ふたを開けてみなければわからないというのが正直な感想だ。

「あたしが勝ったら合宿中マーヤはあたしにずっと敬語を使うっス」

「負けないから別にかまわない……いや、待てよ」

　留る子こが勝った時の報ほう酬しゆうを口にすると、マーヤが何やら考かんがえ込こむそぶりを見せた。

　そして不意にニヤリと嗤わらう。……なんだか不ふ穏おんだ。

「それより、優勝賞品を決めようぜ。その方が盛り上がる」

「一着になったら何かを得られるということですか？」

「その通り」

　朱しゆ梨りにパチンと指を鳴らすマーヤ。

「面白そうだねっ。賞品は何が良いいかな？」

　巴ともえに尋たずねられると、マーヤはとてつもなく邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

「カズラの部屋に一晩お泊とまり権けん」

「は？」

「えっ？」

「なっ？」

　そして、あまりにも想像の埒らち外がいなことを口にする。

「……意味がわからんのだが。なぜそうなる」

　当然抗こう議ぎするが、マーヤは俺おれを人権ごと完全無視。

「どう？　燃えるでしょ？」

「も、燃えないっスよ！」

「賞品の体ていをなしていないでしょう!?」

　すかさず抗こう議ぎする留る子こと朱しゆ梨り。賞品価値なしと断言されてしまったが甘あまんじて受け入れねばなるまい。実際誰だれ得とくなのか。

「まあ心配するなよ。ワタシが勝つから」

「マ、マーヤは先生とお泊とまりしたいの？」

　巴ともえがもっともな疑問を。確かにそこが一番の謎なぞだ。

「いや。優勝をかっ攫さらわれて阿あ鼻び叫きよう喚かんするキミたちの顔が見たい」

「しないっスよ阿あ鼻び叫きよう喚かんなんて……」

「くふふ、どうだか。結果が出たら本当のところがわかるんじゃない？」

　性しよう根ねが曲がりきってるなぁ……。狙ねらい自じ体たい的外れだとは思うものの。

　なんであれ、そんな賞品だと勝負に乗ってくるメンバーは他にいないだろう。

「さて、どうする？　やらないならワタシの不戦勝ね」

「……私は、やるよっ！」

　と、思いきや。巴ともえがぎゅっと拳こぶしを握にぎって頷うなずいた。

「マーヤにそんなことさせたら何が起こるかわかったもんじゃないっスし……」

「納なつ得とくいきませんが、合宿の風紀を守るために、本気を出さなくてはならないようです」

　さらに留る子こと朱しゆ梨りも受けて立つ構え。君たちマジか。

「待て待て待て。そんな賭かけはダメだ。俺おれが許さん」

「なんで？」

　きょとんと訊きいてくるマーヤ。きょとんとするな。

「いろいろ問題がありすぎるだろ」

「カズラが問題起こすの？」

「起こさんわ！」

「じゃあ止める理由もなくない？　……あ、もしかして。そんなにワタシと寝ねるの嫌いや？」

　なぜかしゅんと憂うれいの表情を見せるマーヤ。絶対に演技だ。そしてマーヤといっしょに寝ねるのははっきり言って嫌いやだ。問題を起こす気はさらさらないが、絶対に心労でどうかなってしまうことうけあいである。

「可能な限り避さけたい」

「ひどい！　傷ついた！　ネグレクトされたって学校に訴うつたえる！」

　仕し舞まいには泣きマネさえ始める始末。おまけに学校を持ち出してくるとはこの小こ悪あく魔まめ……。ネグレクトはしとらんだろうが。

「和かず羅ら先生、心配ありません。この問題児は私たちで退治します」

「負けませんから！　がんばります！」

「なによりもう勝った気でいるのが我が慢まんならないっス。目にもの見せてやるっス」

　困こん惑わくしていると、朱しゆ梨りも巴ともえも留る子こも力強い言葉でやる気を露あらわに。なんだかもう引くに引けない空気感を醸かもし出だしている。どうしてこうなった。

「よしよし、ではキミたちスタート台につきたまえ」

　一いつ瞬しゆんで泣きマネを止やめ、先導して歩いていくマーヤ。

「いや、おい……」

　もはや俺おれの言葉は誰だれの耳にも届いていないようだった。

　自主的に各コースにつく四人。俺おれから近い順に朱しゆ梨り、留る子こ、巴ともえ、マーヤの並びになる。

「和かず羅ら先生、スタートの合図をお願いします」

「…………やるの？　本気で？」

「もはや賽さいは投げられました。勝負と名のつくものは全力で勝ちに行きます」

　朱しゆ梨りは真顔だ。留る子こも巴ともえも。マーヤだけはニヤニヤと薄うすら笑わらいを浮うかべている。

　葛かつ藤とうの末、決断する。……やむなし。とりあえず決着をつけたいという気持ちは尊重してやろう。おそらくだが、勝者がマーヤでさえなければ後からうやむやにできるのではなかろうか。

　そしてマーヤが負ける可能性は充じゆう分ぶん以上にあると踏ふんだ。理由は水着だ。他の子が泳ぎやすいスクール水着であるなか、一人だけパレオつきのセパレート。水の抵てい抗こうが大きいのでトップスピードを持続するのは難しいはず。

「センセー、まだっスか？」

　スタート台の上でスタンバイした留る子こからも催さい促そくされる。

「わかった。もはや止めまい。……よーい、」

「あ！　ちょっとタイム～！」

　半ば投げやりにスタートの合図を送ろうとした寸前、マーヤが俺おれを大声で制した。勝負を持ちかけた張本人がいったいどうしたのか。

「なんだ？」

「やっぱり油断大敵。ここはマーヤ様の最終形態をお見せしよう」

　意味不明なことを口走るマーヤ。

　かと思えば、

「バカか!?」

　なんとマーヤはいきなり自らの水着に手をかけ、勢いよく上下とも脱ぬぎ捨すてて全ぜん裸らになりやがった。

「変態っスか……？」

「勝つためには万ばん全ぜんをつくす。これで条件は同じ。むしろつるつるお肌はだの持ち主であるワタシが有利になった」

　慌あわてて目を逸そらしつつ歯は嚙がみする。マーヤめ、自分の水着の不利に気付いたか。気付いたからって脱ぬぐのも大たい概がいだが。

「ず、ずるい……！　それなら……私もっ！」

「やめなさい巴ともえ！」

「ダークサイドに引きずられちゃダメっス！」

　対たい抗こう心しん（？）で巴ともえまでもが脱ぬぎかけたが、すんでのところで朱しゆ梨りと留る子こが思いとどまらせてくれた。……よかった、と言うべきなのか。

「さーカズラ、今度こそいつでもいいぞ」

　てんやわんやの状じよう況きようにもはや俺おれは混乱を極きわめる。なんでもいいから早くこの異常事態から抜ぬけ出だしたい。

「もう知らん！　よーい、どん！」

　そんな思いでスタートを告げると、四人は一いつ斉せいにプールへ飛とび込こんだ。

　10ｍほど進んだ時点で、先頭は朱しゆ梨り……のような気がする。一いち番ばん奥おくのコースがとても目を向けられる状じよう況きようじゃないので断言はできないが。

　25ｍプールを一往復して折り返し地点。最初にターンしたのはやはり朱しゆ梨り。巴ともえと留る子こもがんばって食い下がっている。なおマーヤは知らん。劣れつ勢せいであることを祈いのるばかりだ。

　最後のターンが終わる。迫せまり来くる水音。そして、一着でゴールにタッチしたのは……朱しゆ梨り！

「ぷはっ！」

　勢いよく顔を上げて朱しゆ梨りは他のコースに目をやる。と、ほぼ同時に巴ともえと留る子こがゴール。

　マーヤは……意外にもビリのようだ。正視できないのでうすぼんやりとした認にん識しきではあるものの、皆みなに後おくれを取ったのは間ま違ちがいない。

「お、おかしい！　なんでだ！」

　水から顔を出したマーヤも叫さけぶ。俺おれとしてもマーヤが最下位というのはまったく予想していなかった。手加減するはずもないし、いったいどうしたのだろう。

「はぁ……はぁ……。朱しゆ梨りに勝てなかったのは悔くやしいっスけど……あわれマーヤ。策に溺おぼれたっスね」

「あ？　どういう意味だよ」

「敗因は全ぜん裸らになったことっス」

「全ぜん裸らが敗因？」

「水の抵てい抗こうが余計に増したに違ちがいないっス。その、小学五年生のわりには無む駄だに大きい胸のせいで」

「な、に!?」

　ハッとしてマーヤが水中に隠かくれた自分の身体からだを覗のぞき込こむ。なるほど、そういうカラクリか。まさに自じ爆ばくという結末だった。

「うう、負けちゃった。おめでとう朱しゆ梨り」

「いえ、巴ともえもナイスファイトでした。ありが……」

　一度はたおやかに微笑ほほえんだ朱しゆ梨りだったが、途と中ちゆうで表情を凍こおらせる。おそらく、思い出したのだろう。勝利によって手にした報ほう酬しゆうについて。

「……なんてこった。まさか、みすみすシュリにラブラブタイムをプレゼントすることになるなんて」

「ラブラ……そ、そんなものを頂いたつもりはありません！」

　ばしゃり、と水を殴なぐるマーヤに対し、顔を赤くして怒おこる朱しゆ梨り。

　さて、マーヤが勝つという俺おれにとって最悪の展開は避さけられたものの、はたしてこの後どうなることやら……。





♥リゾートコテージ・拠点






　プールで体力強化メニューをこなしたのち、ポーカー実戦トレーニングを終え、夕食を堪たん能のうした俺おれたち。まだ日が落ちて間もないが、ハードスケジュールだったからかみんな既すでにけっこう眠ねむそうだ。

「それじゃ、今日はこれくらいで解散しよう。また明日早いからしっかり寝ねておくんだぞ」

「ふぁい、わかりましたぁ」

　あくびをかみ殺しつつ巴ともえが頷うなずく。心身ともに疲つかれ切きるまでトレーニングに熱をいれてくれてとても嬉うれしい。合宿が始まってから、巴ともえのやる気には何度も感心させられた。

　温情だけではエントリメンバーに選んでやれないのが同時に辛つらくもあるのだが。

「さすがにハードで疲つかれたっス。おやすみなさいっス」

「うん、よく頑がん張ばったな。お疲つかれ」

　留る子ことも笑え顔がおで挨あい拶さつを交かわす。巴ともえだけではなく、他の子たちも総じて意欲が高い。慢まん心しんしていては蹴け落おとされるかもしれない、ちゃんとそう実感してくれているのだろう。

「それでは今日はこれにて」

「ああ。朱しゆ梨りもおやすみ」

「おい待て」

　流れで朱しゆ梨りともおやすみの挨あい拶さつを……と目もく論ろんだのだが、マーヤから横よこ槍やりが入った。

　く、このまま何事もなく解散というプランは見み逃のがしてもらえなかったか。

「な、なんですかマーヤ」

「勝者としての責任を果たせ。シュリは今日ここで寝ねるんだ」

「……賞品を使おうが使うまいかは自由なのでは？」

「それで良いいのかシュリ。シュリにとって、真しん剣けん勝しよう負ぶの結果ってその程度の軽さなのか？」

「く」

　おのれマーヤ、追おい込こみ方かたに隙すきがない。律りち儀ぎな朱しゆ梨りだから、こういう外そと堀ぼりの埋うめ方かたをされると反発しづらいのを熟知している。

「ええと……朱しゆ梨りがもし賞品いらないなら、二位だった私が替かわってあげても……え、えへへ」

「ん？　二位はあたしだったような。……や、賞品は別にいいんスけどね。勝負の結果は厳正にしておかないとっス」

「わ、私の方がちょっとだけ速かったはずだよ……？」

「そんなことないっス。……賞品は別にいいんスけど」

　さらに巴ともえと留る子この間でもなにやら争いが生じてしまった。なおどっちが二位だったかは微び妙みような差すぎて俺おれには判断がつかない。

「……いいえ。わかりました。勝負は結果を受け止めてこその勝負です。悪あがきはやめましょう」

「翻ほん訳やく。ど、どうしてもって言うなら、このシュリ様がカズラと寝ねてあげても良いいんだからねっ！」

「マーヤ！　勝手に変な訳をつけないで下さい！」

　朱しゆ梨りがますます顔を赤くして怒おこる。やはり、朱しゆ梨りと同じ屋根の下で一夜を共にするのは避さけられぬ展開なのか。死ぬほど緊きん張ちようするのだが……。

「和かず羅ら先生。信用してもよろしいですか？」

「信用しなくてもよろしいぞ……？　少しでも不安ならお互たがいのためにやめておこう」

「翻ほん訳やく。朱しゆ梨りが一晩中いっしょなんて辛しん抱ぼうたまらんから早く逃にげるんだ！」

「勝手に変な訳をつけるな！」

「ん、ちがうの？　なら小学生といっしょに寝ねるくらいなんでもないじゃん」

　もはや見み飽あきたマーヤの小こ悪あく魔まスマイル。こやつはどうしてこうも人を追おい詰つめるのが上う手まいんだ。だからこそポーカーも強いのかもしれないが。

「もう一度訊ききます。信用してもよろしいですか？」

「信用して下さい。なんの不自由も不快感も与あたえないと誓ちかいます」

　もはやこう答えるしかなかった。逃にげ道みちがない。

「うう……。朱しゆ梨り、和かず羅ら先生、楽しい夜を過ごして下さい……」

「敗者はただ去るのみっスよ、巴ともえ。そしてリベンジのチャンスを狙ねらうっス。……もちろん水泳の話っスけどね、あくまで」

「そんじゃ楽しんでね～」

　巴ともえと留る子ことマーヤがそれぞれのバンガローに帰っていく。

「………………」

「………………」

　そして俺おれと朱しゆ梨りはついに二人きりになってしまった。沈ちん黙もくが気まずい。

　朱しゆ梨りも所在なさそうに佇たたずんでいる。とりあえず何か声をかけてやるべきだろうな……。

「先にバスルーム使って良いいぞ」

「そ、そうですか。ではお先に失礼させて頂きます」

　おそらくバンガローの構造はどれも似ているのだろう。朱しゆ梨りは迷わずサニタリールームのある扉とびらの奥おくへと消えていった。

　さて、今のうちにベッドルームを整えておこう。別にやましい状態ではないのだが、些さ細さいでも不快にさせる要素があってはいけない。

「そういえばそうだった……」

　二階に向かい、問題に直面した。このバンガロー、寝しん具ぐはキングサイズのベッドひとつしかないんだった。

　仕方ないな、ベッドは朱しゆ梨りに貸して俺おれはソファか床ゆかで寝ねよう。幸い季節は夏なのでエアコンの風に直じかに当たりでもしなければ風か邪ぜを引くことはないだろう。

　そう決めて、まずはベッド周りを入念に掃そう除じする。髪かみの毛け一本残さぬ心積もりで臨のぞんだらけっこうな時間を使うことになった。

「ついでにリビングも……」

　じっとしてても落ち着かなかったので、ベッドルームの次は一階も整せい理り整せい頓とん。掃そう除じ用よう具ぐ一式が部屋に備え付けられていたので雑ぞう巾きんがけにまで手を出してしまう。何やってるんだろう。

「お待たせしました」

　そうこうしているうちに朱しゆ梨りが洗面所から出てきた。

「え」

　その姿、オーバーサイズのバスローブ一丁。いや一丁かどうか正確なところはわからないが、鎖さ骨こつの見えかたからして上半身には他に何も身につけていない気配だった。

「そ、その格好は……」

「？　バスローブ、使ってはダメでしたか？」

　内心でものすごく慌あわてている俺おれに反し、朱しゆ梨りは純じゆん粋すいに首をかしげている。

「いや、ダメではないけど……パジャマとかに着き替かえないのか……？」

「お風ふ呂ろに入ってから気付いたのですが、着き替がえを置いてきてしまいました」

　ああ、そりゃそうか。いや、だからといってバスローブで過ごすつもりなのだろうか。元々着ていた服を着直した方が何かとマシなのでは。

「まあ、夏ですしこれで問題ないでしょう」

　そう思ったのだが、朱しゆ梨りは気にも留めてない様子。俺おれが気にしすぎなのか。あるいは上流階級においてバスローブというのはパジャマと同義なのか。確かになんとなくそういうイメージはあると言えばあるけれども。

「ああ、そうそう。お風ふ呂ろのお湯ですが一度抜ぬいた方がよろしかったですか？　一応、まだ張ったままにしてありますが」

　戸と惑まどう俺おれに、朱しゆ梨りはさらなる難題をふっかけてくる。この質問、どう答えるのが正解なんだ。

　抜ぬいてくれ、と言うのはなんとなくいたいけな少女を傷つけてしまいそうな気もする。さりとて、そのままでいいと告げるのも妙みような抵てい抗こう感かんが。

　いや、違ちがう。よくよく考えれば抵てい抗こう感かんを抱いだくのはおかしい。やましい気持ちがないのなら、朱しゆ梨りとお湯を共有して何か問題があるだろうか。いや、ない。ないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。じゃあ俺おれも風ふ呂ろに入ってくる」

「ごゆっくりどうぞ」

　毅き然ぜんと振ふる舞まい、入いれ替かわりでバスルームに向かう俺おれ。扉とびらを開くと、ものすごく良いい香かおりが漂ただよってきてドキリとしてしまう。

　いや、落ち着け。これは俺おれも昨日使ったシャンプーと同じ香かおりだ。

　服を脱ぬぎ捨すてる。壁かべ一枚隔へだてていても自分が何も身に纏まとっていない状じよう況きように緊きん張ちよう感かんがひどく高まる。

　共同生活って大変なものだな……。

　思考が迷めい宮きゆう入いりしてしまいそうだったのでもはや何も考えまいと勢いで湯船に飛とび込こむ。

　ものすごく良いい香かおりがした。

　だから落ち着け。これは俺おれも昨日使ったバスジェルの香かおりだ。







「ええと、上がりました」

「そうですか」

　風ふ呂ろを終え、ソファに座すわっていた朱しゆ梨りに声をかける。我ながら見ればわかるよなとすぐに思ったが、何か一声、と悩なやんだ結果こんなしょうもない言葉が飛び出してしまった。

　なお、俺おれはパジャマに着き替かえた。自分だけ申し訳ない気もしつつ、朱しゆ梨りがバスローブ姿にまったく抵てい抗こう感かんがなさそうなので気にしないでおこう。その格好のまま取りに戻もどるわけにもいかないだろうし。一度脱ぬいだ服を着直すという行こう為いこそ上流階級的にはＮＧだったりする可能性もある。

「もう、寝ねるか？」

「……そうですね、少し早いですが」

「ならベッドは朱しゆ梨りが使ってくれ。俺おれはソファにでも寝ねておくよ」

「そういうわけにはいきません。借り宿とはいえ主あるじを差し置いて私がベッドに寝ねるなんて許されないことです。私がソファに」

「ダメだって。監かん督とく責せき任にんがある。朱しゆ梨りにそんな寝ね苦ぐるしい思いをさせるわけにはいかない」

　俺おれたちはしばらく押おし問もん答どうを続けるが、いつまでたっても平行線で結論に辿たどり着つく気配がまったくなかった。

「…………しかたありませんね。先生、ベッドを見せて下さい」

「ん？　あ、ああ」

　おもむろに立ち上がった朱しゆ梨りと共に寝しん室しつへ向かう。さっき確かく認にんした通とおりキングサイズのベッドがひとつしかない。急に増えるはずもないのは当たり前だが。

「やはり、サイズは充じゆう分ぶんですね。端はしと端はしで寝ねればいっしょに使っても身体からだが触ふれることはないでしょう」

「え。いっしょに……？　それは……」

「困る、ということでしたら私がソファで寝ねます」

「だからそれはできないって」

「でしたら結論はもうひとつしかないのでは。お互たがい譲ゆずれぬのなら半歩ずつ譲じよう歩ほするしかありません」

　正論……なのかもしれない。しかしやっぱり抵てい抗こう感かんは拭ぬぐいきれない。

「いっしょだと不都合が生じますか？」

「生じません。断じて」

　そう尋たずねられてしまうと答えはひとつだけだった。問題は起こさない。それは確かく定てい事じ項こうだ。ならば朱しゆ梨りの言う通りベッドを共有しても気にする必要はない……ということになってしまうのか。

「でしたら、決着しない議論はもうこれくらいにしましょう」

「…………わかった。朱しゆ梨りが良いいと言ってくれるのであれば」

　結局俺おれは頷うなずき、二人でベッドを共有することに。

「電気消すぞ？」

「はい。お願いします」

　バンガローを消灯し、ベッドに潜もぐり込こむ。充じゆう分ぶんな大きさがあるとはいえ、朱しゆ梨りと一枚の布ふ団とんを共有しているという事実をどうしても意識せずにはいられなかった。

「じゃあ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　と、挨あい拶さつを交かわしてみたものの、すぐ眠ねむりにつけるはずもなく。暗くら闇やみの中、俺おれは寝ね返がえりもうてないまま長い時間をもんもんと過ごす。

　窓の外から虫の声が聞こえてくる。こころなしか、東京で聞くのとは違ちがう響ひびきに思えた。生態系の差かもしれない。

　少し暑い。エアコンを弱めすぎたか。はたまた朱しゆ梨りの体温が遠くから伝わってくるためか。朱しゆ梨りはどうだろう。もう少し冷やすか訊きいてみるべきか。でももしかしたら、もう寝ねているかもしれないし、どうしよう。

「……和かず羅ら先生。まだ起きてますか？」

　迷っていると、朱しゆ梨りの方から声がかかった。

「ああ。起きてるぞ。どうした？」

「大会のことです。先生はもう、エントリメンバーを決めていらっしゃるのですか？」

「ん……。ここだけの話、朱しゆ梨りをエントリメンバーにするつもりなのは確定だが」

「外されたなら抗こう議ぎします。……いえ、私の話ではなく」

「残りのメンバー？」

「はい。……巴ともえをどうするか、考えは固まってますか？」

　朱しゆ梨りがずばりと切きり込こんできた。もしかすると、朱しゆ梨り自じ身しん答えを出せないままでいるのかもしれない。

「この合宿で結論を出そうと思っている。……朱しゆ梨りとしては、どうなんだ？」

「私は」

　息を吞のむ音が聞こえた。その答えが冷れい徹てつなものであっても驚おどろかない。勝負ごとに対たい峙じした時の朱しゆ梨りは、合理的な判断を下すことに少しも躊ちゆう躇ちよしないだろう。

「私は、巴ともえをエントリメンバーに加えるべきだと思います」

　しかし、その答えは少し意外なものだった。少し意外で、俺おれの胸のつかえを消し去るような力強い言葉だった。

「温情じゃないよな？」

「当然です。巴ともえの成長力はすばらしいです。そして、他の三人にない何かを持っていると私は考えます。だから、勝利のために巴ともえを加えるべき。それが個人的な意見です」

「………………」

「もちろん、最終判断は監かん督とくである先生にお任せしますが」

「部長の意見も踏ふまえ、熟じゆく慮りよする」

　俺おれはまだ、結論を出さずにおいた。実際のところ、この場で朱しゆ梨りに賛成してしまいたい気持ちの方が強い。巴ともえはもう、少なくとも地区予選で充じゆう分ぶん戦えるだけの力をつけている。客観的に見ても、そう判断して差さし支つかえないところまで来ている。

　ただ、むしろ尋たずねた俺おれの方が、この感情が温情混じりでないと断言できないでいる。練習では上う手まくプレーできても、切せつ羽ぱ詰つまった場面で同様に実力がフルに発揮できるかという問題もある。

　やはり、確かめねばならないだろう。巴ともえが本当に俺おれたちの期待する域まで達してくれているのかどうか、テストする必要がある。

　その時は近い。

「わかりました。話しかけてすみませんでした」

「いや、嬉うれしかった」

「嬉うれしい？」

「巴ともえと出会って、朱しゆ梨りは少し変わった気がする。良いい意味で」

　かつてはもっと、言葉を選ばなければ自分本位だった。それが今は、ちゃんと周りにも気を向けられる『部長』となってくれている。そんな気がしたのだ。

「……私にはわかりません。寝ねます」

　静かに寝ね返がえりを打つ音と波動が伝わってくる。もしかしたら少し照れているのだろうか。暗くら闇やみの中では確かめようがないけれども。

　なんとなく心が軽くなったためなのか、次し第だいに俺おれにも眠ねむ気けが襲おそってくる。

　合宿二日目の夜が更ふけていく。

　まさかの展開だったが、こうして朱しゆ梨りと二人きりで会話する時間が持てたことは僥ぎよう倖こうだったかもしれない。

　間ま違ちがっても感謝まではしないけれども。





♥リゾートコテージ・拠点（深夜）






「どうも～風紀委員長のマーヤ・オーケルマンちゃんとその下げ僕ぼくどもです～」

「いつの間に鍵かぎを盗ぬすんでたっスか……。あと下げ僕ぼくじゃないっス」

「盗ぬすむなんて人聞きが悪い。ちょっと借りただけだ。シュリがちゃんと勝者の特権を堪たん能のうしてるか確かめるために」

「ええと、一階には誰だれもいないみたいだね」

「となると二人とも二階っスかね……」

「おうおう、シュリのやつめ。口ではツンツンしててもやることやってるじゃんか、ブヘヘ」

「マーヤ、笑い方が怖こわいよ……？」

「さてさて、それじゃ二階に行きますか」

「ほんとに覗のぞくっスか？」

「やっぱりよくないことのような……」

「ここまでついてきて怖おじ気けづくなよ。どんな修しゆ羅ら場ばが、はたまたワンダーランドが繰くり広ひろげられているのか、しかとこの目で確かめようぜ」

「先生も朱しゆ梨りも変なことはしないと思うけどなぁ……」

「（しっ。ここからは声を立てるな）」

「（まったく。なんでそんなノリノリなんスか）」

「（二人とも興味あるからついてきたんだろ。さ～て、ご対面）」

「（やっぱりセンセーの寝しん室しつもベッド一つなんスね……）」

「（おっ、いたいた。しっかり二人とも同じベッドで寝ねてやがる。でも距きよ離りが遠いな）」

「（マーヤ、そんなに近付いたら気付かれちゃうよっ）」

「（大だい丈じよう夫ぶ。シュリもカズラもよく寝ねている……むっ）」

「（どうしたんスか？）」

「（シュリのやつ、バスローブ一丁で寝ねてやがる。なんて大だい胆たんな）」

「（ほ、本当だね……ドキドキしてきたよ）」

「（こんなん寝ね返がえりうったらソッコーはだけて脱ぬげちゃうだろ。……よっと）」

「（な、何やってるんスか!?）」

「（ほらみたことか。ちょっと転がしたらスポンととれたぞ）」

「ふわ……」

「（しゅ、朱しゆ梨りが起きちゃうよ!?）」

「（マズいな、逃にげよう）」

「（バスローブ脱ぬがせたままでいいんスか!?　あとセンセーとの距きよ離りもめっちゃ縮まってるッスよ!?）」

「（知るか。こんな格好してるシュリが悪いわ。ほら、退散退散）」





♥リゾートコテージ・拠点（早朝）






「ん……」

　光を感じ眼めが醒さめる。朝を迎むかえたようだ。

「すぅ……すぅ……」

「え……なっ!?」

　伸のびをしようとして左胸に重さとぬくもりを感じる。違い和わ感かんに目を向ければ、なんと朱しゆ梨りが俺おれに身体からだを預けすやすやと寝ね息いきを立てていた。

　しかも明らかに何も着ていない！　バスローブがはだけてしまったのか、裸ら体たいを晒さらした状態で俺おれに全身を密着させている。

　ど、どうしたらいいんだこれ。

「…………すぅ」

　不幸中の幸いと言うべきなのか、まだ朱しゆ梨りは目覚める気配がない。このまま先に起きてベッドから退たい避ひしてしまうか。

　いや、それだと朱しゆ梨りが一糸まとわぬ姿（一応下半身の方はシュレーディンガー状態だが）で目覚めた時、俺おれに疑ぎ惑わくが降り注ぎかねない。バスローブを見つけ着せてやるところまで徹てつ底ていしないと我わが身みが危ない。

　なんにせよ、この体勢から抜ぬけ出ださなければ。朱しゆ梨りが枕まくら代がわりにしている腕うでをそっと引ひき抜ぬき、起き上がる──。困難極きわまるミッションだがやり遂とげなければ後がない。

　ほんの数センチ腕うでをずらす。二にの腕うでは抜ぬけた。よし、このまま。

　続いて肘ひじ関かん節せつにとりかかる。身体からだの構造上折り曲げなければうまく動かせず、そうすると必然的に朱しゆ梨りに対し覆おおい被かぶさるような体勢になってしまう。今眼めを醒さまされるのが一番マズいな、慎しん重ちように、慎しん重ちように……。




　──ぱちり。

「あ」

　朱しゆ梨りが目を開いた。

「…………………………え」

　俺おれと至し近きん距きよ離りで見つめ合う朱しゆ梨り。次し第だいに視線が自分の身体からだの方へと落ちていく。

「な、なななななななななな!?」

　遅おくれて全身をわなわなと震ふるわせだした。

　完全に詰つんだ。妹よ、ごめん。兄は小学生との旅行を完かん遂すいすることができませんでした。


終おわり
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　……という結末を本気で覚かく悟ごしたが、全ぜん身しん全ぜん霊れいの弁解および現場検証を行った結果、証しよう拠こ不ふ充じゆう分ぶんで不ふ起き訴そをギリギリで勝ち取ることができた。

「…………本当に先生の仕し業わざじゃないんですね？」

「信じてくれ、頼たのむ。本当に俺おれはなにもしていない」

　不可解な要素となったのはバスローブと朱しゆ梨りの位置関係だ。朱しゆ梨りが寝ねていた側にバスローブが脱ぬぎ捨すてられていたのに、朝起きて朱しゆ梨りがいたのは俺おれサイド。もし、俺おれがなにか朱しゆ梨りに不ふ埒らちな行こう為いを働こうとしたと仮定するなら、バスローブを脱ぬがした後で自分が寝ねていた側に朱しゆ梨りを運んだことになる。それは手口として無む駄だが多いし、リスクばかりを増やしている。

　仮にもポーカーにどっぷりハマっている人間だ。そんな非効率なことはやらないと朱しゆ梨りに弁明したところ、確かにと疑問を持ってもらえたのだった。

「そういえば、夜中に子どもの声を聞いた気がするんです。……もしかして、幽ゆう霊れい？」

　ごくりと喉のどを鳴らし、着直したバスローブの襟えり元もとを正す朱しゆ梨り。超ちよう常じよう現げん象しようとかを信じるとしたら少し意外だな。小学生なんだからおかしくはないし、俺おれとしてもそういう結論にしておいてもらえると助かるところはあるにせよ。

「おはようございますっ」

「二人とも起きてるっスか」

「ふわー。今日はちゃんと自力で起きてやったぞ」

　そんなことを考えていると、階下から巴ともえと留る子ことマーヤの声が聞こえた。いかん、まだ俺おれも朱しゆ梨りも着き替かえてない。

「今行きます」

　しかし、朱しゆ梨りはまったく気にした様子もなく扉とびらを開け下におりていく。なぜこうもバスローブ姿を披ひ露ろうすることに抵てい抗こうがないのかは相変わらずの謎なぞだ。やっぱり階級による意識のギャップ的なものなのだろうか。

「おはようございます」

「おはよう朱しゆ梨り！」

「まだバスローブ着てんのか」

「そんなことだろうと思って着き替がえ持ってきてあげたっスよ」

　三人もさほど驚おどろいた様子すらなく朱しゆ梨りを迎むかえる。やっぱり俺おれが気にしすぎなのか。

　どうあれ朱しゆ梨りの着き替がえを持ってきてもらえたのは助かったな。これでようやく目のやりどころに気を遣つかう必要がなくなりそうだ。

「……………………ん？」

　安あん堵どした直後、違い和わ感かんに気付く。ちょっと待て、どういうことだ。

「おい。なんで朱しゆ梨りがバスローブ着てること、みんな知ってるんだ？」

　遅おくれて階段を下り、三人を見下ろす。威い圧あつ感かんを込こめて。

「え」

「あ」

「う」

　こうして事件の真犯人が明らかになり、俺おれはなんとか完全なる潔白を証明することができたのだった。

　一歩間ま違ちがえれば本当に人生が終しゆう了りようしていたところだぞ。さすがに勘かん弁べんして欲ほしい……。





♠リゾートコテージ・ＢＢＱ場






　何かと波乱続きでスタートした合宿だったが、本格的に練習メニューを開始して二日目以降は順調に過ぎた。そして迎むかえた五日目。せっかく設備もあるのだしと夜はみんなでバーベキューをすることに。

「これもう食えるな」

「あっ！　それあたしが育ててた肉っスよ！」

「知ってた。ご苦労だった」

「末代まで呪のろってやるっス」

　マーヤと留る子こが言い争いを始めるが、過激な言葉とは裏腹に刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きはない。マーヤもなんだかんだ言ってずいぶん打ち解けてくれたように思う。

　全否定されるだろうが、今やマーヤもメンバーの実力を認めているのだろう。だからこそ、四人の輪の中で生まれる刺し激げきに、居い心地ごこちの良さを覚えている。そんな気がした。

　騒そう々ぞうしいけど、良いい仲間たちだ。俺おれ自じ身しんもそう感じている。

　だからこそ、次の一歩に踏ふみ出だすことは怖こわくもある。

　けれども避さけられない。

　いつだったかマーヤに問われた。『お前は仲良しクラブが作りたいのか否いなか』と。

　返事はその時と変わることなどない。俺おれは作らねばならないのだ。最強の、小学生ポーカーチームを。

「巴ともえ、ちゃんと食えてるか？　連日ハードなメニューで追おい込こんじゃってるけど」

「和かず羅ら先生。えへへ、大だい丈じよう夫ぶです！　私、食欲だけは誰だれにも負けませんから！」

　串くし肉にくを焼いていた巴ともえに近付き、声をかける。満面の笑えみが返ってきた。

「そうか、ならよかった」

「……先生？　どうかしましたか？」

　俺おれの様子に違い和わ感かんを覚えたのか、巴ともえはきょとんとこっちを見上げる。

「明日、試合をする。今までの練習形式じゃなくて、本格的に四人で勝敗を争ってもらおうと思う」

「……っ」

　告げると、巴ともえは息を吞のんだ。俺おれの言わんとする意味がはっきりと理解できたのだろう。

　明日で決める。大会予選に参戦するメンバーを、明日の試合結果によって。

「……全力で戦います。どんな結果になっても後こう悔かいしない、私が今できる最高のポーカーを、絶対にしてみせますっ」

　少し間を置いてから、巴ともえはゆっくりと頷うなずいた。とても良いい答えだなと、ひいき目なしに感じさせられる。

　俺おれもまた、全神経を尖とがらせジャッジに臨のぞまねばなるまい。巴ともえの中にわだかまりを残さないためにも。

「巴ともえの成長、楽しみにしてるよ。さて。良いい感じに焼けてるし、食うか」

「はいっ！」

　互たがいに串くし肉にくを取り、かぶりつく。重い雰ふん囲い気きになるのはここまで。今はただ、この刹せつ那なの時間を楽しもう。

　どのみち明日は、四人にとって魂たましいに楔くさびを打うち込こむような一日になるのだから。







[image: HAND4]











♣リゾートコテージ・拠点






「ルールはいつも通りだ。全員１５００ドル持ちで、場代ブラインドが三十分ごとに倍々ゲームで上じよう昇しようしていく。ただ今回は優勝者が決まるまで勝負を続けてもらう。生き残るのは一人だけ」

　一夜明け、決戦の時が訪おとずれた。連日のハードトレーニングで疲ひ労ろうも蓄ちく積せきしている頃ころだと思うが、四人の表情は一様に引ひき締しまっている。

　みんな、気付いているのだろう。この勝負が持つ、意味の大きさに。

「オッケー。仲良しごっこにもさすがにタイクツしてきたところだ。全員殺す。ポーカーで殺す」

　慣れた手つきでチップをシャッフルするマーヤ。

「言う必要もないと思いますが、恨うらみっこなしで参りましょう。手加減はできません」

　まっすぐ背筋を伸のばし、ポーカーテーブルを正視する朱しゆ梨り。

「さすがの自信っスね。でも足を掬すくわれないように注意っスよ。この合宿……ううん、ずっと、あたしだって遊んで過ごしてきたわけじゃないっスから」

　パーカーのフードを目ま深ぶかにかぶり直す留る子こ。

「歴が浅いとか、すぐ慌あわてちゃう性格とか、今日はそういうのを言い訳にしない。私の『今』全部を、絶対に出しきる」

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かんでから、澄すんだ瞳ひとみで強敵三人を見み渡わたす巴ともえ。

　機は熟した。

「この合宿の集大成になることを期待してる。それでは、対決を始めよう」

　俺おれは小さく頷うなずき、一枚一枚丁てい寧ねいに全員へカードを配り始めた。






ボタン：巴　　１５００＄

ＳＢ：留子　　１５００＄

ＢＢ：マーヤ　１５００＄

朱梨　　　　　１５００＄








「フォールド」

「ベットですっ」

「フォールドっス」

「コールだ」

　最初のゲームが始まった。朱しゆ梨りは降り、巴ともえが60ドルを賭かける。留る子こも降りて、受けて立ったのはマーヤだけ。巴ともえ対マーヤの構図になる。

　フロップを開く。[image: ]、[image: ]、[image: ]。

「チェック」

　マーヤは賭かけ金きんを増やさず様子見。

「ベット」

　巴ともえ、80ドルを追加。[image: ]がヒットしてそうなムーブだが、たとえヒットしていなくてもブラフでベットを継けい続ぞくするのも常じよう套とうみたいな場面。さて、マーヤはどちらと読む。

「…………フォールドだ」

　降りた。巴ともえに[image: ]が入っていると踏ふんだか。あるいはマーヤのことだからとんでもない二枚で参加していて、盤ばん面めん的てきに早くも引ひき際ぎわと感じたのかもしれない。巴ともえは70ドルを獲かく得とくするのみに留とどまった。

　両者とも手札を裏返しのまま俺おれに返してきたので、真相は闇やみの中。ただ、少額ながら有利なディーラーボタンのポジションで手て堅がたくチップを獲かく得とくできたことは評価できる。静かな立ち上がりになったが、巴ともえ視し点てんに立てば上々といったところか。






巴　　　　　　１５７０＄

ボタン：留子　１４９０＄

ＳＢ：マーヤ　１４４０＄

ＢＢ：朱梨　　１５００＄








　二戦目は巴ともえ、留る子こともにフォールド。マーヤがコールして朱しゆ梨りと賭かけ金きんを釣つり合あわせる。

「ベット」

　20ドルを出し合っての対決になると思われたが、朱しゆ梨りはビッグブラインドポジションから強気にチップを40ドル上乗せ。マーヤのゲーム参加率は他のプレーヤーに比べて異常に高いので、弱い手札での参戦が必然的に多くなる。それを見み越こして揺ゆさぶりをかけているのだ。

「怖こわいねー」

　と、言いつつマーヤはコール。朱しゆ梨りの牽けん制せいを受けて立った。

　フロップは[image: ]、[image: ]、[image: ]。

「ベットだな」

　マーヤが賭かけ金きんをつり上げるが、出したのはミニマムベット。必要最低額である20ドルだけだった。相変わらずの細切れな賭かけ方かた。常じよう套とうから逸いつ脱だつしているが、マーヤの場合こうやって煙けむに巻くのが持ち味なのでいかにもマーヤらしいという意味ではこれがスタンダードだ。

「レイズです」

　受けて、朱しゆ梨りはさらにチップを上乗せする。その額１００ドル。強気だ。もっとも、再三繰くり返かえしているようにマーヤは弱い手札での参戦が多い。長期的に見ればクズ手をちゃんと切り捨てている朱しゆ梨りが確率的に勝かち越こすことになるので、対マーヤとしてはこれが正しい。

　短期的な話なら、今回はマーヤにいい手が入っている可能性も否定できないものの。

「ナメられてるな～。悲しいな～」

「いつも張り子の虎とらを使いすぎているせいですよ」

　対話で腹の内を探さぐり合あう二人。舌ぜつ戦せんもまた、ポーカーの醍だい醐ご味み。

「そう？　張り子だと思ってるなら、リレイズだ」

　マーヤが朱しゆ梨りのつり上げた１００ドルに加え、さらに20ドル、合計１２０ドルを差し出す。額としては微び々びたるものなので引ひき際ぎわではないと感じそうになるが、この判断は難しい。なぜならマーヤのレイズはいつでもミニマムベットだから。手が入っていようがいまいが最少の投資で攻せめてくる。ポットをあえて大きくしないことで、気の緩ゆるみに付け入るいやらしい賭かけ方かただ。20ドルだからといって自信がないとは限らない。

「…………フォールド」

　熟考の末、朱しゆ梨りが手を引いた。一見弱気すぎるようにも感じられるが、

「ご明察。顔に出てた？」

　マーヤが表向きにしたカードは[image: ]、[image: ]。ツーペアが完成していた。

　これがあるから厄やつ介かいなのだ。マーヤ・オーケルマンというプレーヤーは。

「留る子こと戦った時に訊きいてみて下さい」

　珍めずらしく朱しゆ梨りもカードを表にする。[image: ]、[image: ]。ストレートとフラッシュを両にらみできる組み合わせではあるが、確率で計算すると非常に弱い。完全ブラフでの参戦と言って差さし支つかえないカードだ。

「なめてんのか」

「かもしれませんね」

　鼻で笑うマーヤに、朱しゆ梨りはすまし顔。これは布石だ。今日の朱しゆ梨りはとんでもないブラフを打ってくるかもしれないと印象づけるために、あえてこの二枚で負まけ戦いくさに挑いどんだ可能性が高い。今の二枚を見ておそらく三人の思考にもやがかかった。朱しゆ梨りが参戦してきたからといって強い組み合わせとは限らないという情報がノイズとなり、ある時は慢まん心しんを、ある時は不安を煽あおることができる。

　この一戦を捨てて、以後の場を支配しにかかった。まだ場代ブラインドが安い上、どんな二枚でも参加してくるマーヤとの一いつ騎き打うちという状じよう況きようを絶好のチャンスと踏ふんだのだろう。

　わかっていたことではあるが、朱しゆ梨りはこの勝負を全力で勝ちに来ている。勝つために、今あえて肉を切らせたといったところか。

　次の一戦ではビッグブラインドまで全員がフォールド。その後も地味な展開が長引く。

「[image: ][image: ]。エースのワンペアです」

「同じく。……けど、くそ。キッカー負けか」

　ようやく場が動いたのは奇くしくもまた朱しゆ梨り対マーヤの一いつ騎き打うち。今回は[image: ][image: ]対[image: ][image: ]のショウダウンとなり、共に[image: ]がヒットしてワンペア同士だったが、もう一枚のカードが[image: ]だった朱しゆ梨りの方が手の強さで上回った。

　これで再びチップはおおよそ平らな状じよう況きように。

　冷れい房ぼうを効かせてはいるのだが、じりじりと肌はだが焼けるような感覚を俺おれもまた長らく共有し続けている。






ボタン：巴　　１５８０＄

ＳＢ：留子　　１４４０＄

ＢＢ：マーヤ　１５６０＄

朱梨　　　　　１４２０＄








　時間経過と共に場代ブラインドが上がった。ここからビッグブラインドは40ドル、スモールブラインドは20ドルを強きよう制せい徴ちよう収しゆうされることになる。同時にミニマムベットに必要な額も40ドルとなった。

　朱しゆ梨りはフォールド。巴ともえが１２０ドルベットして、留る子こフォールド、マーヤはコール。巴ともえ対マーヤのぶつかり合いは開幕戦と同じだな。まあ、マーヤの参戦率が一人だけ高いから別に不思議でもないことなのだが。

　フロップ、[image: ]、[image: ]、[image: ]。この日初めてと言って良いいレベルで濃こいやつが出た。

「チェック」

「ベット。１８０ドルですっ」

　マーヤのチェックを見て巴ともえはベットを継けい続ぞく。初戦と同じく機械的な賭かけ方かたに見えた。まだ手の強さは判断しづらい。

「ふうん。じゃ、レイズしてみようか」

　マーヤは１８０ドルにプラスして40ドル、合計２２０ドルぶんのチップを前に押おし出だす。いったんチェックしてからのレイズは相手を罠わなにはめてより多くのチップを引き出したい時によく用いられる。すなわちマーヤは自分が良いい手であることを主張していることになるが、巴ともえはどう受ける。

「…………コール」

　しばし考かんがえ込こんだのち、40ドル追加して賭かけ金きんを釣つり合あわせる巴ともえ。マーヤの異い端たんな賭かけ方かたに翻ほん弄ろうされてなければいいが。もし手が伴ともなっていないならたとえ40ドルでも勝負に乗らない方が良いい場面だ。

　密ひそかに巴ともえの一挙手一投足を観察する俺おれ。微び妙みようにだが、どこかそわそわしているようにも感じられる。

「カズラ、カード」

「ああ、すまん」

　……っと、つい余計な時間をかけてしまった。賭かけ金きんが釣つり合あったので俺おれは四枚目のターンカードをめくる。

　[image: ]。スペードか。もし手札が二枚ともスペードだったらこれにてフラッシュが完成したことになる。[image: ]のペア辺りで参戦していたならどっと冷ひや汗あせが噴ふき出だす恐おそろしいカードだ。

「……………………ベット」

　珍めずらしいほど時間を使ってから、マーヤは40ドルをベットした。相手のフラッシュを警けい戒かいしている沈ちん黙もくだったと受け止めるべきか。

「コール」

　逆に巴ともえのコールは素す早ばやかった。フラッシュっぽさをアピールするなら、この即そく答とうコールは理にかなっている。時間をどう使うかも、ポーカーの駆かけ引ひきでは重要となる。

　五枚目。最後のリバーカードは……[image: ]。これはまたしても嫌いやなのが落ちたな。[image: ]のペアで参戦していたなら捲まくられた可能性を考えなくてはいけない。が、逆に[image: ]をヒットさせた状じよう況きようでも悩なやましいのだ。なにしろフラッシュの目がある。

　ではフラッシュ持ちなら安あん泰たいかというとそうでもない。まずフラッシュ同士の数の比ひ較かくがあるし（[image: ]を持っていればフラッシュとしては最強）、相手がフラッシュではないとしても[image: ]が二枚落ちているのでフルハウスや４クカワーツドズを警けい戒かいしなければならない。フラッシュよりも強い手札の可能性は[image: ][image: ]、[image: ][image: ]、[image: ][image: ]、[image: ][image: ]、[image: ][image: ]。決して多くはないものの、どれもフロップをめくる前から魅み力りよく的てきな組み合わせだ。すなわち、これらの手札を持っているプレーヤーはほぼ間ま違ちがいなく参戦してくるし、リバーまでチップの投げ合いに付き合うのも道理となる。

「ベット」

　マーヤ、40ドルを投入。その動きは素す早ばやかった。ここはマーヤのプレースタイルを加味すれば尚なお更さら迷わない方が良いい。現実はどうであれ、その方がフラッシュより強い手を匂におわせることができるし、失うとしてもたかだかプラス40ドルだ。強気なのも頷うなずける。

「レイズ。オールインっ！」

「……っ！」

　巴ともえも即そつ決けつ。しかも、オールイン。これは……どう読む。三枚目のそわそわした気配、そして四枚目のターンカードが出た時の早いコールからするとフラッシュが濃のう厚こうだと思っていた。しかしこの盤ばん面めんでオールインするのは単なるフラッシュだと心こころ許もとない。[image: ]がヒットしただけの[image: ][image: ]ツーペアなどもってのほかだ。

　相手がマーヤだからブラフの可能性を考えている？　確かにマーヤは一度熟考しているからその線もありえる。だが、その場合オールインする必要があったのか。普ふ通つうのレイズで充じゆう分ぶんのように思える。

　となると、巴ともえこそがブラフでオールインしているのか。ここでオールインされたら易やす々やすと乗れない。マーヤが全チップをコミットするには相当に良いい手が必要だ。

　これらの可能性を踏ふまえて、巴ともえが『即そつ決けつ』したという事実が重くのし掛かかってくる。思考を巡めぐらせることができる時間はかなり短かった。ただシンプルに、フルハウス以上の手が入っていると決めつけた方がすっきりはする。

　しかしながら。記き憶おくを辿たどるとやはりターンまではフラッシュっぽかったんだよな……。

　ううむ。

「………………………………………………………………………………」

　マーヤも死ぬほど悩なやんでいる。珍めずらしく口を噤つぐみ、場に開かれた五枚のカードを睨にらみ付つけたまま動かない。

　結局のところ、今の巴ともえの実力をどの程度とみなすかによって結論が変わりそうだ。途と中ちゆうのフラッシュ臭しゆうを偽ぎ装そうと捉とらえるか否いなか。そこが鍵かぎとなる。

「……コールだ」

　マーヤが覚かく悟ごを決めた。同じく全部のチップを差し出し、大きくて長いため息を漏もらす。

「ショウダウンだ。巴ともえからカードをめくって」

「…………」

　無言のまま、巴ともえが見せたのは……[image: ][image: ]！　フルハウス！

　──ガンッ！

　もの凄すごい音を響ひびかせ、マーヤは自らの額をポーカーテーブルに打ちつけた。その体勢のままぴくりとも動かない。

「マーヤ、カード見て良いいっスか？」

「勝手にしろ」

　投げやりな返事を聞いてから、留る子こがマーヤの手札に手を伸のばす。現れたのは[image: ][image: ]。フラッシュなのはマーヤの方だった。しかも[image: ]持ちだからフラッシュ同士なら絶対負けないナッツフラッシュ。これは降りづらいよな……。

「……驚おどろきました。留る子こには読めてましたか？」

「ずっと巴ともえは自信無さそうだなって思ってたっス。だから、あたしもこの[image: ]ハイフラッシュは降りられなかった気がするっス。フラッシュ対決になって自分が勝つ。そう思ったかもっス」

　つまり、留る子この目から見てもターンまでの巴ともえはフラッシュっぽかったということか。フラッシュを[image: ]ハイフラッシュで打ち取る。そういう結末を、マーヤもまた思おもい描えがいてしまったのかもしれない。

「勝負の途と中ちゆうだが、巴ともえに質問しても良いいか？」

「は、はい。なんでしょう？」

「フロップの三枚が開かれた時、どんなことを考えていた？」

「……負けちゃった自分を想像してました」

「え。[image: ][image: ]フルハウスで？」

「はい。[image: ][image: ]には負けてますから」

　いや、逆に言うと[image: ][image: ]以外のどの組み合わせにも勝っているのだが……。しかも場に一枚、自分の手札に一枚[image: ]があるから、残り二枚の[image: ]が全部マーヤの手に入っている可能性は奇き跡せきに近い。普ふ通つうなら小こ躍おどりしたくなるのを必死に堪こらえるのがテーマとなるフロップだ。

　だがその究極とも言えるネガティブ思考が留る子この判断すらをも狂くるわせた。

　すごい、やられたな……。巴ともえは自分との向き合い方、自分の御ぎよし方かたに関して気付かぬうちにものすごい進化を遂とげていた。換かん言げんするなら、巴ともえは敵を欺あざむくためにまず自分自身を欺あざむいたのだ。それは並なみ大たい抵ていの信念で達成できることじゃない。

　朱しゆ梨りと留る子こが目配せする。ここからの勝負、いっときたりとも気は抜ぬけないとお互たがい確かく認にんし合あうようなそぶりだった。

「寝ね込こんで良いい？」

　幽ゆう霊れいのようにふわふわと立ち上がり、マーヤが二階に向かっていく。……好きにさせよう。今は何も言うまい。

　マーヤが最初に脱だつ落らくしたとなればからかいの一つでも飛ばしそうな留る子こが終始真顔なのが、この場にいる全員の気持ちを代弁していた。






ＳＢ：巴　　　３１６０＄

ＢＢ：留子　　１４２０＄

ボタン：朱梨　１４２０＄








　三人になってからしばらくの間、場代ブラインドだけのやりとりで静かに時間が過ぎていった。次に動くべきタイミングを、皆みなが虎こ視し眈たん々たんと探さぐっている。

　そして再びブラインドが上じよう昇しよう。ここからは勝負の参加に最低80ドルが必要となる。

　スモールブラインドが巴ともえ、ビッグブラインドが留る子こ、ディーラーボタンが朱しゆ梨りという何度目かの並びを迎むかえた時だった。

「フォールド」

「ベット、２４０ドル」

　朱しゆ梨りが降り、巴ともえがベット。

「レイズ。２４０ドルにもう２４０ドル。ブラインドも合わせて合計５６０ドル賭かけるっス」

　対する留る子こは、さらなるレイズを選せん択たくした。いわゆる３ｂｅｔ。ポーカーでは場代ブラインドの支し払はらいが行われた時点を最初のベットとみなすので、留る子このレイズが三回目のベットに当たるという意味だ。残りのチップ数を考えると強気な賭かけ方かたと言える。勝負に来ているのか。

　違ちがう可能性として、巴ともえがブラフで場代ブラインドをかっさらいに来ていると踏ふみ、それをブロックするためのレイズという線もある。ただ、現在のブラインドがまだ80ドルであることを考えると若じやつ干かんリスクに見合わない。いい手が入ったと考える方が自然な場面ではある。留る子このテルリード能力を加味するとブロックがありえないとまでは言えないものの。

「コール」

　巴ともえも受けて立った。早くもポットは１１２０ドルまで膨ふくらむ。この衝しよう突とつで大きく状じよう況きようが変動するのは間ま違ちがいない。

　フロップを開く。[image: ]、[image: ]、[image: ]。[image: ]が落ちた。

「ベット。……５６０ドル」

　巴ともえが賭かけ金きんをつり上げる。淀よどみない動きだった。ベット金額がいつもの約70％ではなくポットの半分にすぎないが、これは留る子この懐ふところ事じ情じようを考えてのものだろう。ここで70％──８００ドルほど巴ともえが賭かけてしまうと留る子こは実質オールインでしか受けられなくなる。肚はらを決めてコミットされるよりも駆かけ引ひきに持もち込こみたい。そんな思おも惑わくが見てとれた。

　さて、この状じよう況きよう。[image: ]がヒットしていたらオールイン対決も望むところだろうから巴ともえには[image: ]がないとも読めるし、逆に相手にそう思おもい込こませ死地に招くための誘ゆう導どうかもしれない。悩なやましい。だからこそこのベットサイズ調整は面おも白しろい一手だ。やはり成長している。

　ただし、相手は留る子こ。おそらく巴ともえの自信度は看破されているはず。思おも惑わく通どおりことが運ぶかはなんとも言えないところだ。

「………………」

　じっと、留る子こは巴ともえを観察し続ける。先ほどの例があるから、もしかすると巴ともえはまた不安を逆手に取って手の内を隠かくしている可能性もあるが……俺おれの見た感じ今回はどうも雰ふん囲い気きが違ちがう。どちらかというと自信を持っている……いや、というより迷いがない。チップを多く抱かかえているから負けても良いいという心の余よ裕ゆうが現れてしまっているのか、はたまた。

「そういうこと……っスか」

　ため息交じりに呟つぶやく留る子こ。その面おも持もちには、どこか諦あきらめのような色さえ感じられた。……なんだ。留る子こにはどんな風景が見えている？

「でもまだ、降りられないんスよね。……コール」

　留る子こが５６０ドルのベットを受けて立った。これで手元に残されたチップはたったの２６０ドルに。

　ターンカードをめくる。落ちたのは[image: ]。

「たはは、留る子こちゃん見放されてるっス」

「……ベット」

「フォールドっスよ。生存ルート、そっちしかないっス」

　留る子こが俺おれにカードを表向きで投げ返してくる。[image: ]、[image: ]。この差さし迫せまった場面で、ヒットしている[image: ][image: ]をこうも潔いさぎよく降りたのか。

　となると、巴ともえのカードは。

「[image: ][image: ]っスよね。ついでに言うと、同じ絵柄スーテツド」

「すごい。さすが留る子こだね」

　苦く笑しよう混まじりで、巴ともえも自分の手札をひっくり返す。現れたのは[image: ]、[image: ]。留る子この読みズバリそのものだった。

　そしてすなわち、ストレートが完成している。

「……そうか」

　ようやく俺おれにも、留る子こが口にした『そういうこと』の意味が理解できた。

「決め打ちか。留る子こを倒たおすにはスーテッドコネクターしかないって、巴ともえは最初から思っていたんだな」

　スーテッドコネクター。同じ絵え柄がらで、数字も連番の二枚。ストレートとフラッシュを両にらみできる、一いち撃げき必ひつ殺さつの組み合わせだ。もっとも、実際に役が成じよう就じゆする確率はイメージほど高くないのだが。

「はい。うまくストレート待ちドローになってくれてよかったです。留る子こに[image: ]がヒットしていたのもラッキーでした」

「ドローにならなかったり、[image: ]が落ちてなかったら？」

「降ります。降りて、また次のスーテッドコネクターを待つつもりでした」

「だよな」

　巴ともえは打だ倒とう留る子このために三つの条件が揃そろうのを待っていたのだ。一、手札にスーテッドコネクターが入る。二、留る子こに強いペアが入る。三、フロップでドロー──あと一枚でフラッシュかストレートが成じよう就じゆする状じよう況きようになる。

　三はドローでなくてはいけない。役が既すでにできていては行きすぎなのだ。なぜなら留る子こは巴ともえの手役完成を高い確率で看破する。看破されてしまったら、それ以上チップを賭かけてもらえなくなる。

　だが、まだ役が完成していないドローの状じよう況きようなら、さっきみたいに[image: ]がヒットした留る子こは前に進まざるを得ない。フロップの時点で、巴ともえは[image: ]か[image: ]が一枚落ちればストレート完成。それぞれ四枚ずつ存在するから、山札の中には八枚ストレートになるカードが眠ねむっているとみなせる（留る子この手に[image: ]があったから正確には七枚だが、巴ともえの視点に立てば八枚で数えることになる）。

　ターンかリバーで巴ともえの望む八枚のうち一枚が落ちる確率は32％。翻ひるがえって、フロップの時点では留る子この方におおよそ68％の勝率があったのだ。それゆえ、留る子こは止まれない。勝率では自分の方が上なのだから、完成していないストレートに対し降りることができない。

　この状じよう況きようになれば、もはや手札を読まれても関係ない。むしろ、相手の情報を過か敏びんに感知できる留る子こであるがゆえ、余計に迷うことすらできなくなってしまう。そう踏ふんだ巴ともえが用意した留る子こ狩がりの秘策がスーテッドコネクターでの参戦だったというわけだ。

　運が味方したのも事実だが、会心の一手であることは疑いようもない。

「やられたけど、しょげかえるのは早いっス。こっから挽ばん回かいしてみせるッスよ」

　残りチップ２６０ドルの留る子こだが、その目はまだ死んでいない。連続オールインで運が向けば、一気にチップを取り返せる可能性は残っている。

　そうだ、足あ搔がけ。諦あきらめなければなんとかなるなんて精神論を唱えるつもりはない。だが、諦あきらめたらどうにもならないことだけは確定しているのだから。

　運命の女め神がみは非情なほどに平等だ。だから、いつでもその前まえ髪がみを摑つかめるように手を伸のばし続つづけられた者だけが、勝者となり得る。






ＢＢ：巴　　４３２０＄

ボタン：留子　２６０＄

ＳＢ：朱梨　１４２０＄








「オールインっス」

　次の対戦で早くも留る子こが動いた。ここまでチップが減ってしまうと場代ブラインドを払はらうだけでも大だい打だ撃げき。そこそこの手でも運を天に任せて突つっ込こむしかない。だからこのオールインはフォールドで流されてもそれはそれでＯＫという類たぐいかもしれない。

「コール」

　しかし、朱しゆ梨りが迷わずコール。手が伴ともなっているのだろう。ならば狩かることに躊ちゆう躇ちよなどしない。それがポーカープレーヤーとしての朱しゆ梨りだ。

「フォールド」

　巴ともえは降りた。チップ枚数は圧あつ倒とう的てき優位に立っているから、朱しゆ梨りがやる気を見せている今は無理に戦いを挑いどむ状じよう況きようではない。

　これで生死を賭かけた留る子こと、朱しゆ梨りとの争いに。留る子こがオールインなので両者手札を開いて自動的に五枚のカードをめくる展開になった。

「ショウダウン」

　俺おれの宣言を聞いて留る子こも朱しゆ梨りも手札を披ひ露ろうする。

　留る子こ、[image: ][image: ]。窮きゆう地ちでの突とつ撃げきにしてはそれなりに整ったカードだった。

　対する朱しゆ梨りは、[image: ]、[image: ]。ポケットペアか。

　これはなかなか面おも白しろい戦いだ。現時点での勝率は朱しゆ梨りの方が上回っているが、当然ながら場に一枚でも[image: ]か[image: ]が落ちれば留る子こが圧あつ倒とう的てき有利になる。さあ、女め神がみはどちらに微笑ほほえむ？

　まずフロップの三枚。[image: ]、[image: ]、[image: ]。

　どちらにもヒットしない。ならば朱しゆ梨りの優位性がますます高くなる。残るカードは二枚。

　四枚目のターンカード。[image: ]。せっかくのエースだが今回は双そう方ほうにとって無意味な一枚だった。

　泣いても笑っても次で決着がつく。最後のリバーカードは。

　五枚目をオープン。現れたのは、[image: ]。

　二人ともヒットせず。ならば勝者は、ワンペア持ちである朱しゆ梨りの方だ。

「カスってるんスけどね～」

　留る子こが天を仰あおぐ。悔くやしそうではあるが、その表情に淀よどみのようなものはなかった。

　確かに、[image: ][image: ]持ちで場には[image: ]と[image: ]が落ちている。ほんのちょっと歯車が嚙かみ合あうだけで結果は変わっていた。

　だが、これもポーカー。留る子こはそれ以上何も語らず立ち上がる。

「留る子こ、お詫わびの言葉は使いません」

「わかってるっス。あとは任せたっス」

　無表情のまま座すわり続つづける朱しゆ梨りの肩かたをポンと叩たたき、留る子こがテーブルから離はなれた。本気でぶつかり合った結果なのだから、二人に遺い恨こんなど残るはずもない。

　ついに、残るは二人。巴ともえにとってここからますます一ひと筋すじ縄なわではいかない展開が待ち構えていることだろう。

　朱しゆ梨りは機械のように正確なポーカーの打ち手。一対一ヘツズアツプの対決となれば、ほんのちょっとのミスが命取りとなる。チップの優位性など、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とんでしまいかねない。

「朱しゆ梨り、よろしくお願いします」

「はい。変わらずに全力を尽つくします」

　改めて一礼を交かわす二人。さあ、正念場だ。






ＳＢ：巴　　４２４０＄

ＢＢ：朱梨　１７６０＄








「ベット。２４０ドル」

　早さつ速そく巴ともえが仕し掛かけた。一対一ヘツズアツプになれば相手に手役がヒットする可能性も下がるから、よりアグレッシブさが求められる。今までより弱い手でも積極的に仕し掛かけていくべきだ。

　さらに巴ともえにはチップのアドバンテージがある。ここは手を縮こまらせて慎しん重ちようになるより、物量で朱しゆ梨りを圧殺しにかかるのが正着。

「…………フォールド」

　少し迷ってから、朱しゆ梨りは降りた。手が伴ともなっていないという判断もあったろうが、チップ差を考えると先さき攻ぜめでポットの大きさを自らコントロールしたい。そういう意味での『待ち』という側面もきっと含ふくまれている。

　場代が巴ともえに渡わたり、次の対決へ移る。






ＢＢ：巴　　４３２０＄

ＳＢ：朱梨　１６８０＄








「ベット。１６０ドル」

　案の定、今度は朱しゆ梨りが攻せめる。賭かけ金きんは場代ブラインドの二倍。細切れにしてきた。運うん否ぷ天てん賦ぷで一発勝負を仕し掛かけるのではなく、小さいポットで巴ともえを削けずり、技術面で上回ることを目指しているのだと見受けられる。

「２４０ドルレイズします。合計４００ドル」

　対する巴ともえは朱しゆ梨りの魂こん胆たんに付き合わない構え。ポットを大きくして朱しゆ梨りに即そく死しのプレッシャーを与あたえる。迷わずその選せん択たくができたことに、俺おれは心の中だけで賛辞を送った。

「…………コール」

　少し考えた後、朱しゆ梨りが勝負に乗ってきた。

　フロップは、[image: ]、[image: ]、[image: ]。

「………………」

　じっとフロップを見つめたまま、朱しゆ梨りが長考に入った。十中八九ベットしてくるだろうが、サイジングが難しい場面だ。朱しゆ梨りの手元に残されたチップは１２００ドル。大きく賭かけると残りが心こころ許もとない。

　しかし、小さいベットだと巴ともえは楽にコールできてしまう。ブラフの場合は傷を広げるだけになりかねない。

　朱しゆ梨りにグッドハンドが既すでにできている場合でも、やはりいくら賭かけるかというのは大きな命題となる。こちらの場合あまり大きく張ると巴ともえに降りられてしまうかもしれない。できる限りチップを稼かせぎたい局面なので、手が伴ともなっているなら巴ともえには地じ獄ごくの果てまで付いてきて欲ほしい。だからあえて弱気を装よそおって小さなベットを繰くり返かえすというのもプランに入ってくる。

　受ける巴ともえも朱しゆ梨りの内心を読み切るのは難しい。大きいベットなら相手のフォールドを期待したブラフ、小さいベットならグッドハンドとも一いち概がいに言えない。そう思おもい込こませるために朱しゆ梨りが逆張りを仕し掛かけてくる可能性だってあるからだ。

　究極の心理戦だ。俺おれの掌てのひらにもじんわりと汗あせが滲にじんでくる。

「ベット。４８０ドル」

　朱しゆ梨りが選んだのはポットの半分。細切れで賭かける、という最初のムーブに一いつ貫かん性せいを持たせる意味もあるのだろう。加えてポットのちょうど半分というのは機械的で思おも惑わくを量りづらい。

「…………………………」

　今度は巴ともえが長考する番だった。どう見る。朱しゆ梨りはブラフなのか否いなか。じっくり仕草を観察する巴ともえだったが、朱しゆ梨りは凜りんとした表情でテーブルを見つめ続けている。表情から読み取るのは俺おれでも難しい。

「レイズ。…………プラス８００ドル。１２００ドル追加します」

　攻せめた。巴ともえが突つきつけたのは、朱しゆ梨りのチップ総量と同額。受けるなら朱しゆ梨りはオールインせざるを得ない。

　朱しゆ梨りがブラフと読んだか。巴ともえ自じ身しんがブラフで降ろしにかかってるのか。

　あるいは。

「強くなりましたね」

　表情を変えないまま、朱しゆ梨りが呟つぶやいた。舌ぜつ戦せんでヒントを暴あばき出だす目もく論ろ見みではなく、心からの感かん嘆たんのようだった。

「………………」

　巴ともえは返事しない。まだ、少しも油断できないことがわかっているのだ。もしかすると、極限の集中状態で朱しゆ梨りの声すら届いていないのかも。

「コール。オールインです」

　朱しゆ梨りが乗った。負ければ巴ともえの優勝が決まる。そんな場面でも、朱しゆ梨りの面おも持もちに怖おそれの色は見えない。

「ショウダウン」

　二人のカードが開かれる。

　巴ともえ、[image: ]、[image: ]。

　朱しゆ梨り、[image: ]、[image: ]。

　両者ともフロップにはまったく当たっていない。二人ともが完全ブラフ！

「…………」

　無言のまま四枚目を開く。[image: ]。

　五枚目…………………………[image: ]。

　ヒットせず。両者とも役なしで終わった。しかしこの場合は。

「負けちゃった、か」

　[image: ]を持っている分、朱しゆ梨りの方が強いと見なされる。朱しゆ梨りの勝ちだ。

　結果的にはそうなるのだが、俺おれは双そう方ほうの胆たん力りよくに舌を巻いた。ブラフでオールイン要求した巴ともえも、それに徒と手しゆ空くう拳けんで乗ると決めた朱しゆ梨りも、小学生とは思えない肝きもの据すわりようだ。

「私がブラフだとわかっていたのですか？」

「なんとなく、そんな気がしただけ。自信なかったけど、今日は直感に乗ってみようと思ったんだ」

　直感というものは経験の蓄ちく積せきによって育まれる。何度も朱しゆ梨りと手合わせを繰くり返かえしているうち、巴ともえの中に言語化できない朱しゆ梨りのオーラのようなものを感じ取れる能力が備わっていたのかもしれない。

　驚おどろくべきは、その直感に一いち蓮れん托たく生しようできた信念の強さだ。負けはしたものの、このショウダウンはフォールドで決する結末より巴ともえにとって何倍も価値がある。そう思えて仕方なかった。

「逆転されちゃったね」

「まだ僅きん差さです。さあ、次に参りましょう」

「……うん！」

　力強い頷うなずきで応える巴ともえ。

　燃えてきたな。なんだか俺おれまで。






ＳＢ：巴　　２６４０＄

ＢＢ：朱梨　３３６０＄








　ブラインドが上じよう昇しようした。ここからの場代ブラインドはビッグブラインド１６０ドル、スモールブラインド80ドル。これくらいのサイズになると場代ブラインドをいかに回収するかも重要になってくる。より積極的にブラフを仕し掛かけて、スチールを企くわだてる必要があるし、受ける側も適切なブロックが求められる。

　闇やみ雲くもではダメだ。いつ相手にグッドハンドが入るかわからない。そんな緊きん張ちよう感かんの中、勝算を持って前に踏ふみ出だす勇気と観察力を駆く使ししなければ。

「ベット。３２０ドル」

「フォールド」

　巴ともえが仕し掛かけ、朱しゆ梨りは降りた。今回は朱しゆ梨りに手が伴ともなっていなかったのか、あるいは巴ともえのハンドが本物だと踏ふんだのかもしれない。






ＢＢ：巴　　２８００＄

ＳＢ：朱梨　３２００＄








「コール」

　次の一戦で、朱しゆ梨りが常じよう套とうから外れた。このコール、ものすごく素す直なおに受け止めればグッドハンドの兆候に見える。巴ともえに降りて欲ほしくないからこそあえて賭かけ金きんをつり上げなかった。そういうムーブに受け止めることもできる。

　だが、恐おそらく違ちがう気がする。これはノイズだ。コールという選せん択たく肢しをとることもあるのだぞという印象を与あたえるための布石。そんな気がした。

「………………レイズ」

「フォールドします」

　巴ともえが反発すると、朱しゆ梨りはあっさり引き下がった。やはり、今回は初めから採算度外視で巴ともえの思考を乱すのが目的だったようだ。






ＳＢ：巴　　２９６０＄

ＢＢ：朱梨　３０４０＄








　ついに、チップ総量がおおよそ平らになった。

「ベット。３２０ドル」

「レイズ。１０００ドル」

　巴ともえの仕し掛かけに対し、朱しゆ梨りは大きく賭かけ金きんをつり上げる。これは生半可な手ではコールできない。だからこそ、ブラフと読むこともできるのだが。

「…………フォールドします」

　ここは無理しない選せん択たくの巴ともえ。

　以後、長らくフロップすら開かれない展開が続いた。場代ブラインドを取ったり取られたりの細やかなシーソーゲームが繰くり返かえされる。

　退たい屈くつかと問われれば、とんでもない。ジリジリと身を削けずるようなせめぎ合いに、俺おれの喉のどはカラカラだった。

「少し休きゆう憩けいするか？」

「巴ともえに任せます」

「私は……できれば休まない方が嬉うれしいです。緊きん張ちようの糸が切れちゃうと怖こわいので」

「そうか、わかった。けどせめて水分補給はしよう。水取ってくるからちょっと待ってくれ」

「すみません、よろしくお願いいたします」

　一いつ瞬しゆんだけ席を立ち、冷蔵庫からペットボトルを持ち出す。勝負開始から二時間が経たとうとしている。だがこのペースだと、決着にはまだ時間がかかりそうだ。

　……いや、そうとも言い切れないか。張はり詰つめた空気は一いつ触しよく即そく発はつ。なにかちょっとした局面で大きく状じよう況きようが動くかもしれない。

　どちらにせよ、神経を研とぎ澄すませ見つめ続けるのみだが。






ＢＢ：巴　　３１６０＄

ＳＢ：朱梨　２８４０＄








「まだやってんのか」

　マーヤが二階から下りてきた。と、時を同じくしてブラインドが上じよう昇しよう。ここからの場代ブラインドは３２０ドルに。

「状じよう況きようは？」

「均きん衡こうしてるっスね。でも……」

　でも、そろそろ大きく局面が動くかもしれない。静かな勝負が続いたからこそ、確率的に揺ゆりもどしが来てもおかしくないタイミングだった。

　それを予期するように、マーヤと留る子こがテーブルの後ろに立つ。何かが起こりそう。そんな空気が図はからずも形成された。

「コール」

　朱しゆ梨りがまたしてもコールを選せん択たく。二回目ということで、より強く作さく為いの匂においがする。前回の手がどうだったかは確かく認にんできていないが、まったく違ちがう状じよう況きようでコールを選せん択たくした。そんな気がする。

　巴ともえはどう受けるだろう。今再びレイズでブロックを試みるか、はたまた。

「レイズ。１５００ドル」

　思いっきり積んできた。これはブラフの手で易やす々やすとコールできる額じゃない。単なる陽動だったら撤てつ退たいせざるを得ないだろう。

「コール」

　しかし、朱しゆ梨りは応戦を選せん択たく。やはり、今回はしっかり手が入っている模様だ。こうして巴ともえがブロック目的でチップを差し出す瞬しゆん間かんを、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたのか。

　となると、巴ともえは罠わなにはめられたことになってしまうが。

「……………………」

　巴ともえの表情はきりりと引ひき締しまっている。つまり、巴ともえの方もわかっていて飛とび込こんだ。朱しゆ梨りが良いい手であるのを確信した上で、正面から受けて立った。

　これは、荒あれる。チップが大きく動く局面は片方だけが良いい手の時じゃない。双そう方ほうが譲ゆずれないハンドを手にした瞬しゆん間かんにこそ、チップの嵐あらしが訪おとずれるのだ。

　フロップを開く。[image: ]、[image: ]、[image: ]。クセが強い。まるで両者を煽あおっているかのような三枚だ。

「チェック」

　朱しゆ梨りはチェックを選せん択たく。巴ともえの出方を探さぐることにしたようだ。

　すぅ、と巴ともえが息を吸すい込こむ。あらゆる邪じや念ねんを断たち切きるような沈ちん黙もく。

　そして。

「オールイン」

　勝負に出た。朱しゆ梨りが良いい手なのは巴ともえもわかっているはず。それでも、ここで決めにかかった。

「巴ともえ。楽しい時間をありがとうございます」

「私も、ようやく後こう悔かいのないポーカーができた気がするよ」

「まだ決着はついてませんよ」

「うん。それでも、もうどんな結果になっても後こう悔かいしない」

　巴ともえが微笑ほほえむ。朱しゆ梨りもまた、小さく笑えみをこぼしチップに手を伸のばした。

「参りましょうか。私もオールインです」

　流れるような動きで、静かにチップを押おし出だす朱しゆ梨り。

「……ショウダウン」

　両者に促うながすと、開かれたのは。

　──巴ともえ、[image: ]、[image: ]。ポケットエース。

　──朱しゆ梨り、[image: ]、[image: ]。ポケットキング。

　激げき闘とうの最後を飾かざるのに相応ふさわしいモンスターハンド同士の衝しよう突とつとなった。

　現時点では巴ともえの勝ち。だが、まだ二枚ある。どちらの手も、膨ぼう張ちようの余地を残している。

　だから二人とも、表情を微び動どうだにさせない。次のカードがめくられるのを、静かにじっと待っている。

　四枚目。

　──[image: ]っ！

　朱しゆ梨りが[image: ]と[image: ]のフルハウスになった。これで圧あつ倒とう的てきに優位。

「…………………………」

　しかし、それでもまだ。朱しゆ梨りは面おも持もちを変化させない。

　巴ともえもだ。その瞳ひとみには燦さん然ぜんと光が宿ったまま。

　まるで、両者には見えているようだった。

　未いまだめくられていないこの五枚目のカードが。




　最後に落ちたカードは──。




「っ！」

　ようやく。最終局面を迎むかえてほんとうにようやく。対たい峙じする少女二人のうち一人だけが拳こぶしを握にぎる。

　リバーに君臨したのは……[image: ]。

　[image: ]と[image: ]のフルハウス対、[image: ]と[image: ]のフルハウス。

　勝者は、巴ともえ。

　ふぅ、と朱しゆ梨りが息を漏もらした。

「自分の感情を制する精神力も、相手に合わせて駆く使しするテクニックも、そして、ここぞという場面の運も。全て非の打ち所がありませんでした。完敗です」

「なんだか一気に力が抜ぬけてきちゃった……あはは。でも、よかった。やっと最後まで迷わずにポーカーができて、よかった」

　笑え顔がおで握あく手しゆを交かわし合あう二人。

「強くなったもんスね、巴ともえ」

「ま、次は負けないけどな」

　留る子ことマーヤも輪に加わり、健けん闘とうをたたえ合う。

　良いいものを見せてもらったな。やっぱりこの子たちはすごい。

　マーヤも、留る子こも、朱しゆ梨りも、巴ともえも。四人共がすごい。

　それが、この戦いを経て俺おれの中で固まった、偽いつわらざる思いだった。





♦リゾートコテージ・拠点






　長い戦いを終えた後は小休止を取り、みんなで夕食の準備をする。この合宿で迎むかえる夜も、ついに今日が最後だ。

　いろいろあったけど、とても有意義な時間を過ごせた。四人の実力もさらに上じよう昇しようしたと、確信を持って言える。

　……と、ひとりで総そう括かつに入る前にやるべきことをやらねば。

「みんな、聞いてくれ」

　食事を終え、テレビの前でくつろいでいる四人に声をかけると全員が一いつ斉せいに振ふり向むく。察しが良いい子たちだから、もう俺おれの伝えようとしている内容が何なのかわかっているのだろう。それぞれの面おも持もちに、わずかな緊きん張ちよう感かんが宿った。

「今日の試合結果を考こう慮りよに入れて、大会出場メンバーを発表したいと思う」

「カズラ、念のため訊きいておくけど、脱だつ落らくした順番は関係ないよな？」

「考こう慮りよに入れて決めたと言った通りだ。試合は水ものだから、それだけで選んだつもりはない」

「ならいいんだ」

　どこかホッとした様子のマーヤ。それは逆に言えば、自信の表れとも受け止められた。

「ま、大体予想はついてるっスけどね」

　留る子こは達観したように頭の後ろで手を組む。

「先生の結論が私と同じであることを願っています」

　しゃんと背筋を伸のばし、朱しゆ梨りは全てを受け入れる構えを見せる。

「…………………………」

　巴ともえは何も言わない。緊きん張ちよう感かんを纏まとい、ただ静かに俺おれの発表を待っている。

　あまりもったいつけると可か哀わい相そうだな。一気に伝えてしまおう。

「発表する。大会スタメンは朱しゆ梨り、留る子こ──」

　二人の名前をまず挙げ、そして。

「──マーヤ、巴ともえ。以上四名全員だ」

「えっ!?」

　意外そうな声を上げたのは巴ともえだった。自分が入っていたから……それだけが原因じゃないよな、きっと。

「あの、先生。……四人ですか？」

「うん、四人だ」

「大会って、三人一チームなのでは……？」

　きょとんとしている巴ともえに申し訳ない気持ちが膨ふくらむ。実は、大会について巴ともえに伝えていない情報があるのだった。

「三人は最低人数っス。三人いれば大会にエントリできるけど、四人か五人でチームを組んで出てくるところが多いっスね」

　この事実に関しては、意図的に他の子たちにも黙だまってもらっていた。その方が巴ともえの向上心を刺し激げきできるという目もく論ろ見みだったのだが、みんなにも負担をかけてしまい責任を感じる。

「そうだったんだ……。じゃあ、試合の結果に関係なく、四人でエントリする予定だったっていうこと？」

「いいえ。三人の方が勝てると踏ふんだのなら、先生は三人でのエントリを選んだはずです。ですよね？」

「ああ。朱しゆ梨りの言う通りだ。四人で出ることはできるんだけど、実際にそうするかは決めかねていた。今日の試合を見るまではな」

　テーマはそこだった。勝つために、三人が望ましいか、それとも四人が望ましいか。俺おれはずっとその一点のみを考えていた。

　そして決めた。やはり、巴ともえはもはや欠くことのできない戦力だと確信したのだ。技術面でも三人と互ご角かくに渡わたり合あえるだけの力をつけていることを証明してくれたし、さらにここ一番での引きの強さも魅み力りよくと捉とらえざるを得ない。

　確率論から言えば、ツキの概がい念ねんというものは大たい数すうの法則に殺される。けれども残念ながらと言うべきか、ここ一番で強い引きを発揮できる人間という存在は、不条理にも現れてしまうものなのだ。

　その不条理さすら味方につけられるのであれば、迷わない。巴ともえが何かを持っているのは否定するのが難しい。今日の最終局面で[image: ]含ぶくみのフルハウスを引き寄せられたその運の膨ぼう張ちよう力りよくを、活用しないというのはあまりにも惜おしい。技術面でも不足なしというならなおさらだ。

　だから、巴ともえには実戦でも頑がん張ばってもらうことに決めた。情ではなく、あくまで勝つためにだ。

「じゃあ、私は……」

「貴重な戦力だと判断した。だから、四人全員で出る」

　声を震ふるわせながら立ち上がる巴ともえ。その周りに、三人の仲間たちが集まってくる。

「今日のような活かつ躍やくを期待しています」

「ま、気楽にがんばるっスよ」

「一人くらい負けても誰だれかがなんとかするさ。ワタシも負け運使い果たしたしな！」

　朱しゆ梨りも留る子こもマーヤも笑え顔がおで巴ともえの肩かたや頭に触ふれ、仲間としての絆きずなを確かめ合う。

　四人の姿を見ていると自信が湧わいてくる。俺おれにとっては負けが許されない戦いなのだが、この子たちと挑いどめると思えばネガティブな感情は不思議なほど湧わいてこなかった。

　どんな敵が相手でもみんなとなら乗のり越こえられる。本心からそう思う。

　あとは気を引ひき締しめて、大会当日まで心身ともにコンディションを整えておくのみ。顧こ問もんとして、しっかり責任を果たそう。

「さて、これで合宿のメニューは完かん全ぜん終しゆう了りよう。最後に打ち上げがてら花火でもやるか？　実は今日注文しておいたんだけど」

「花火？　いいっスね！」

「様式美というものですか。まあ、あえて嫌いやがる理由もありませんが」

「えへへ、やりたいですっ！　みんなと花火！」

　最後にレクリエーションを提案すると、三人から色よい返事。

「や、ちょっと待てカズラ」

　と、思いきや。マーヤだけが乗ってこない。花火、嫌きらいなのだろうか。

「やりたくない？」

「その前にもう一つ決めておくことがあるだろって話」

「もう一つ、というと？」

「順番だよ。決勝に行ったらヘッズアップリレーだろ。その時に出る順番も今のうちに決めておこうぜ」

　なるほど、それはまだ頭になかった。そもそも決勝に残れなければ取らぬ狸たぬきの皮算用になってしまうが……うむ。この子たちなら決勝に残れる。そう信じているのは事実なわけで。

「確かに、こういう機会に話し合っておくのも大事か」

「大事大事。決めよう」

　マーヤが頷うなずく。他の子たちも順番決めをするのに異存はないようだ。

「ところで、ヘッズアップリレーも四人で出られるんですか？」

「ヘッズアップリレーの参加人数は、お互たがいの交こう渉しようで決めます」

　巴ともえの素そ朴ぼくな疑問に、朱しゆ梨りが答えてくれる。

「最低人数は三人っスけど、うちらが四人でやりたいって希望すれば、四人でできる可能性があるっス」

「フィエール……と決まったわけではありませんが、相手側も四人対戦を希望すれば四人リレーが成立します」

　仮に決勝の対戦相手がフィエールであった場合（その可能性は高いと踏ふむ）、おそらくフィエールも四人での勝負を望んでくるのではないか。中なか川がわさんと灘なだ川がわさんのダブルリバーにハミルトン姉し妹まい。それがフィエールにとってのベストメンバーだろう。……ハミルトン姉の方はいろいろ未知数すぎる相手ではあるが、出てこないというのは考えづらい。

「そっか。じゃあ、決めるのは四人の出場順だね」

「ああ。それでいいと思う」

　もし三人になった場合は改めて考えることにすればいいだろう。

「てことで、ワタシが大将なのは確定として……」

「確定するわけないっス。あたしはわりと何番目でもいーっスけど、マーヤの大将だけは絶対に認めないっス」

「なんだと。個人的な恨うらみで実力を無視するようなヤツは話し合いに参加する資格ないぞ」

「実力で比べて言ってるんスよ。マーヤが大将やるくらいならあたしがやった方がマシっス」

「はっ」

「鼻で笑ったっスね。今日の試合最初に脱だつ落らくしたくせに」

「あれはタル子こも降りられなかったって自分で言ってたじゃねーか！」

「降りられなかった『かも』と言ったっス。実際どうだったかはわからないっス」

「勝負事にタラレバは禁物だろうが」

「じゃあ、あたしだっ『たら』なんて話も無意味っスね」

　おいおい、のっけからモメだすなよ……。だいぶ仲良くなったように見える留る子ことマーヤだが、やはりまだライバル意識は抜ぬけてないようだ。

　その後も喧けん々けん囂ごう々ごうが続く。

「あ、あの。やっぱり大将は朱しゆ梨りが良いいんじゃ」

「そういう安直な発想だと向上心が育たないぞ」

　たまらず割って入る巴ともえだったが、マーヤは聞く耳を持たない。よっぽど自分が大将を務めたいのだろうか。

　マーヤが大将。別にダメということもないのだが、ヘッズアップリレーのルール上、最終戦は大きなチップの賭かけ合あいになることがほとんどだ。その場合、マーヤのプレースタイルはあまり良さが出ない可能性がある。

「もう和かず羅ら先生に決めて頂きましょう」

「そうすりゃ自分がコネで大将に選えらんで貰もらえると思ってんだろ。ヨメ気取りめ」

「そういうことではありません！」

　朱しゆ梨りの意見も撥はね返かえされる。これ、いつまでたっても決まらない気がしてきたぞ。

「もうじゃんけんにするか？」

「それはないっス」

「運に委ねるのは抵てい抗こうがありますね。ポーカーで必ず運は試ためされるのですから、事前準備ではしっかり戦略を練っておくべきです」

　留る子こも朱しゆ梨りも首を振ふる。言ってることはもっともだ。俺おれだって本心としてはしっかり考かんがえ抜ぬいた順番で挑いどみたい。ただ、全員を納なつ得とくさせるにはどうすればいいのか。

「………………」

　次し第だいに沈ちん黙もくが訪おとずれた。平行線の議論に、誰だれもが落とし所を見失ってしまっている。

「ポーカーするか？」

「それはあたしも思ったっスけど、もう時間がないっス」

　マーヤに向けて肩かたをすくめる留る子こ。確かに、ポーカーによる勝負の結果ならこの子たちは間ま違ちがいなく受け入れる。しかし今から勝負を始めたら深夜になってしまうし、先ほどの激げき闘とうで集中力も尽つきていることだろう。

「う～ん。ポーカー以外で、すぐに勝負がつく対決にする？」

「それぞれの実力が反映される勝負でなくてはいけませんから、難しいですね」

　もっと簡単なゲームで決めるというのも、種目が難しい。朱しゆ梨りの言う通りポーカープレーヤーとしての四人の本質を捉とらえた内容でないと、テキトーに選ぶのと変わらなくなってしまう。

「やっぱり和かず羅らセンセーに決めてもらうしかないんじゃないっスか？」

「そしたら絶対シュリが大将じゃんか～。ワクワクもサプライズもなんにもない」

「ちゃんといろんな要素を考こう慮りよして決めるって」

「じゃーシュリのこと大将にしない？」

「…………」

　ごめん。たぶんする。でもそれが総合的に考えて一番バランス良いいと思うんだよなぁ。

「自分がエースに選ばれる可能性がない決め方は嫌いやだ」

「でも、じゃんけんは……」

「ワタシたちの特とく徴ちようとか完全無視な決め方も嫌いやだ」

　わがまま娘むすめめ。まあ、じゃんけんが嫌いやという気持ちはわかるのだが。

「じゃあマーヤが納なつ得とくする決め方を自分で考えてくれ。思おもい浮うかばないなら俺おれが決める」

「マーヤが大将やる前提もダメっスよ。それはあたしが認めないっス」

「………………」

　沈ちん黙もく。腕うでを組んで真しん剣けんに悩なやんでいるマーヤ。

「……………………………………よし、これだ」

　と、不意にマーヤは頷うなずいて立ち上がる。

「思いついたのか？」

「決めた。カズラはちょっと二階に行っていてくれ」

「二階？」

「準備するから。お願い」

　なんだかよくわからないが、ここで逆らっても時間がもったいないのでひとまず言われた通りにするか。

　首を捻ひねりつつ、俺おれは一人寝しん室しつに移動した。





♥リゾートコテージ・拠点






「マーヤ、何を始めるの？」

「こうだ」

「ぶっ!?　なんでパンツ脱ぬいでるっスか！」

「今日の負けで脳に深刻なダメージを受けたのですか……？」

「お前らも脱ぬげ」

「意味がわからないよ……？」

「カズラにパンツを託たくす。そのパンツで、順番を選んでもらう」

「だから、意味がわかりません……。最近怪あやしんでましたが、マーヤ。あなた本物の変態なんですか？」

「まあ聞け。これはカズラがどれくらいワタシたちのことを理解しているのか確かめる意味もある」

「どういうこと……？」

「顔を見て選べば私情が交ざる。けどパンツならほどよいランダム性が加わって『ポーカー的』じゃん。運の要素は三割くらい？　あとの七割は布きれ一枚から、持ち主の個性を見いだしてもらう。ワタシたちのコーチなら、カズラにはそれくらいの責任を負わせないと」

「クレイジーっス」

「自信ないのか？　カズラにパンツの好みも想像してもらえない程度しか、仲が深まってないと思うのか？　ふーん、それならしかたないけど」

『……………………』

「さあ、やる気があるヤツは脱ぬげ。誰だれも参加しないならワタシの不戦勝だ。ワタシだけ好きな順番を選ばせてもらう。その後はカズラにでも決めてもらえばいいさ」

「…………………………思い上がってるっスね」

「留る子こ!?　脱ぬぐの!?」

「マーヤの思い通りにはさせないっス。それに、センセーには何度もパンツ見られてるんで、あたしに有利なルールっス」

「……それなら」

「巴ともえまで脱ぬぐのですか!?」
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「私もパンツなら前見て頂いたことがあるし、先生ならわかってくれるはず……。わかってもらえるって信じたいから、勝負に参加する」

「和かず羅ら先生、どれだけ児童のパンツ見てるんですか……」

「さー朱しゆ梨り、どうする？　自信ないならやめとくか？　勝負から逃にげたいならそれはそれでどうぞご自由に」

「……勝負」

「真しん剣けん勝しよう負ぶだ。カズラが今までテキトーに接していたヤツから脱だつ落らくしていく、無情な戦いだ」

「……和かず羅ら先生はともかく。勝負となれば、私は負けられません。それがどれほど気のふれた戦いだろうと」

「ククク、よし。そうこなくちゃ。そんじゃ全員、脱ぬいだパンツをこの袋ふくろの中に入れて」

「……絶対後こう悔かいする気がしてきたっス」

「うう、やっぱり恥はずかしいなぁ」

「こういう時は勢いも大事だぞ。さあ、後はカズラに任せようぜ」





♥リゾートコテージ・拠点（二階）






「カズラ、お待たせ」

「決まったのか？」

「いや、これから」

　そう言って、マーヤは俺おれにランドリーバッグを差し出す。紐ひもで縛しばられていて中身は確かく認にんできない。

「これは？」

「中にワタシたちの運命を託たくした。それを使って順番を決めてくれ」

「？」

「開ければわかる。下で待ってるから、決めたら来て」

「おい、マーヤ……」

「ちゃんとよく考えるんだぞ。決めずに下りてきたらワタシが大将ね」

　バッグを残し、マーヤは再び去っていった。いったい何だこれ。

　とりあえず開けてみないことには始まらないか。俺おれはデスクの椅い子すに腰こし掛かけ、紐ひもをほどいた。

「アホか!?」

　思わず叫さけんだ。四枚の布きれを目にした瞬しゆん間かんに。

　あいつら、どうあっても俺おれを檻おりの中に叩たたき込こみたいのか……。

　これをどうしろと。

「順番決めしろってことか……パンツで」

　アホな。いったい誰だれの発案……マーヤか。他はありえない。

「できるわけないだろ、いろんな意味で」

　俺おれは立ち上がり、そのまま袋ふくろを突つき返かえしに向かう。

「…………………………」

　しかし寸前で、念を押おされていたことを思い出した。決めずに下りたらマーヤが大将だと。

　正直、マーヤが大将のプランは避さけたい。大事な戦力ではあるのだが、やはりマーヤはヘッズアップリレーだと序じよ盤ばん戦せん向きのプレーヤーだ。

　この大会、俺おれには負けられない理由がある。対戦順も重要なファクターであるのだから、満足のいくオーダーで出場する必要がある。

「…………くそ」

　座すわり直なおし、頭を抱かかえる俺おれ。やるしかないのか。パンツで、順番決めを。

「クレームつけられても知ったこっちゃないからな……」

　深いため息と共に、ひとまず俺おれは四枚の布きれを取り出すことにした。触さわって良いいものか強い抵てい抗こう感かんを覚えたが、袋ふくろに入ったままでは判別などできるはずもない。

　布を摑つかむ。なんとなくぬくもりのようなものを感じた。何やってるんだろう……。

「…………………………」

　丁てい寧ねいに、四枚をデスクの上に並べる。とても可か愛わいらしい。だが地じ獄ごく絵え図ずだ。

　おそらく、どれが誰だれのパンツであるか予想した上で順番決めをしろということだよな。わかるとでも思うのか。

　一枚目は、シンプルな白いパンツ。無地だが造形はオシャレで洗練されている。

　二枚目は、白と水色の縞しま模も様よう。可か愛わいらしさが強調されたデザインだ。

　三枚目は、なんと黒。小学生らしからぬギャップを感じる。

　四枚目は、ファンシーなクマが後ろに描えがかれている。言ってしまえば一番子どもっぽい。

　サイズ的にはどれもいっしょでそこは判断材料にならない。

「無理だ……」

　再度のため息。本気で誰だれか助けて欲ほしい。

　投げだしてしまいたくなるが、それもできないのが不条理である。知ち恵えを振ふり絞しぼるしかないのだった。

　とっかかりになりそうなのはこのクマパンツか。イメージ的に、はいてそうなのは巴ともえしか浮うかばない。だがそれも罠わなのような気がする。

　黒は誰だれだ。マーヤ？　可能性は一番高そうだが、何か引っかかる。

「あ、そうか」

　合宿の序じよ盤ばんでマーヤのパンツを取りに行かされたことがあった。あの時、一枚一枚吟ぎん味みしていたわけでは断じてないが、黒は含ふくまれてなかった記き憶おく。もしあったらさすがに気付いていたはず。

　マーヤは黒じゃない。これは大きな糸口になるぞ。では、残る三枚のうちどれだろう？

「……クマかもしれない」

　閃ひらめきが舞まい降おりた。そう思ったのは、このパンツ選別法を提案したのがマーヤである可能性が非常に高いからだ。もし、その時他の子がクマパンツをはいていたら、どんな手を使ってでもパンツの披ひ露ろうを拒きよ否ひしたのではないだろうか。だって小五でこれはけっこう恥はずかしいはず。普ふ通つうの感覚なら。

　それをなんとも思わない少女がいるとすれば、マーヤだ。なにしろ全ぜん裸らを披ひ露ろうしてもまったく動じないのだから、今さらパンツの柄がらごときで狼ろう狽ばいするはずもない。堂々とクマパンツを俺おれに突つきつけられる児童がいるとすれば、それはマーヤ。この推理は、けっこう的を射ているような気がした。

　だとすると黒が問題になる。巴ともえと留る子こはさすがにないだろう。消去法で朱しゆ梨り。朱しゆ梨りが黒パンツというのはありえるか？

「ありえる」

　おそらく、彼かの女じよのファッション感覚は俺おれの常識で捉とらえない方がいい。センス云うん々ぬんではなく、階級が違ちがうからギャップが存在するのだと思われる。バスローブ姿で平然としていたあの夜を思い出し、俺おれは先入観を捨てることにした。小学生なのに黒はオトナ。そういう意識がそもそも朱しゆ梨りにはないのかもしれない。

　残る二枚が困難を極きわめる。どちらも特とく徴ちようとしてはありふれたもの。……いや、あくまで印象だが。

　ともかく。巴ともえと留る子この二に択たくに絞しぼったとしても、決定打が存在しない。

「くそ。なんかの機会で偶ぐう然ぜん縞しまパンの方を目にしていれば」

　我ながら何を呟つぶやいているのだ。なんかの機会で教え子のパンツを目にしている教師はあらゆる意味でアウトだろう。

「………………………………ん？」

　いや、待て。見てるぞ。俺おれはこの縞しまパンに記き憶おくがある。あれは確か、ポーカーテーブルの下に潜もぐり込こんで、みんなの足をくすぐった時。

　……自分で言っていて死んだ方がいい気がしてきた。

　が、しかし。事実として記き憶おくの断だん片ぺんにこの縞しまパンは残っている。あれは確か──。

「よし、決めた」

　俺おれは立ち上がり、パンツを袋ふくろに詰つめ直なおして階下に向かう。

　やってやるよ。一世一代のショウダウンだ。





♠リゾートコテージ・拠点（一階）






「お、カズラ。決まったのか」

　リビングに戻もどると、皆みながそわそわした様子で俺おれを迎むかえた。

　そりゃそわそわもするだろう。だって恐おそらく今、四人のスカートの中は……。

　考えるな。考えたらいろいろ負けだ。

「とりあえず道徳の授業から始めようか」

「……センセー、何も言うなっス。マーヤの口車に乗せられたっスけど、だんだん冷静になってきてみんなものすごく恥はずかしくなってきてるところっス」

　頰ほおを染めた留る子こがきゅっと内うち股またになる。まあ、そりゃそうだろうな……。

　俺おれも四人の大事なモノをいつまでも抱かかえているのは精神的に負担が大きすぎるので、ここは留る子この言う通りさっさと俺おれの意を表明してしまうことにしよう。

「前置きなしでいくぞ。……先せん鋒ぽう」

　クマパンツをマーヤに手て渡わたす。

「次じ鋒ほう」

　縞しまパンを留る子こに。

「副将」

　無地白パンを巴ともえに。

「そして、大将」

　最後に黒パンを朱しゆ梨りに手て渡わたした。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　四人共が沈ちん黙もくする。空気が重い。

「渡わたす人、違ちがってたか？」

「いいえ、全員正解です……」

「すごいです、先生！」

「どんだけ女児パンツに造ぞう詣けいが深いっスか……」

　やめて。その言い方やめて。

　当たってしまったか。嬉うれしいような、全問正解は教師として、人として逆にダメなような、複雑な気持ちだった。

「んー、先せん鋒ぽうかよ。でもま、逆らえないよな……。完かん璧ぺきに当てられちゃったら文句も言えない。おめでとうカズラ。今日から小五パンツマスターを名乗れ」

「名乗らん。絶対に」

　とにもかくにも、これで順番決めも達成か。また一つ、大会を迎むかえるに当たって一歩進むことができたようだ。

「先生、なんだか嬉うれしいですっ。私たちのこと、すごく見て下さってるから当てられたんですよね……！」

　巴ともえが感かん極きわまったように微笑ほほえむ。状じよう況きようが状じよう況きようだけに素す直なおに喜んで良いいのか迷うところだが、そう言われて悪い気はしなかった。





♦リゾートコテージ・プライベートビーチ






　波の音をＢＧＭに、色とりどりの炎ほのおを見つめる。用意してもらったのは手持ち花火だけだからお嬢じよう様さまたちには地味だったかもしれないが、ハードな一週間の締しめとしては逆に風ふ情ぜいがあってアリなような気もした。

「みんな、本当によく頑がん張ばったな」

　輪を作り、一人一人の顔を見み渡わたす。心なしか、全員表情が少し大人びたようだ。

「良いいメニューだったと思います。私も合宿に参加してよかった、そう思いました」

　朱しゆ梨りからお墨すみ付つきをもらえて安あん堵どする。

「運動部に入ったのかなってくらい疲つかれたっス。でも、なんかやり遂とげた感かんあるっスね」

「自信がついたよね。それに、なんだかますますみんなと仲良くなれた気がする」

　微笑ほほえみ合あう留る子こと巴ともえ。確かによりいっそうチームとして、絆きずなが深まったかもしれない。

「ま、いろいろ事件もあったけどね～」

　マーヤが八や重え歯ばを覗のぞかせる。はは、まったくだ。

「……って、ちょっと待て。事件の発ほつ端たんは全部マーヤだろ！」

　危あやうく共感してしまいそうになったがトラブルメーカーがどの口で言うのか。

「ククク、カズラにとっても刺し激げき的てきな夏になったね？」

「刺し激げき的てきすぎるくらいな」

　少しは怒おこってやろうかとも思ったが、やめた。マーヤの楽しそうな笑え顔がおを見ていたらなんだか毒気が抜ぬけてしまった。

　打ち解けたよな、本当に。ほんの少し前を思うと考えられないくらい、マーヤはよく笑うようになった。嗤わらう、ではなく、笑うように。

　この場所、なんだかんだ言って気に入ってくれてるんじゃないかな。

　直接伝えてもどうせ否定されるだけだろうから黙だまっているけど。

「あ、もう線せん香こう花はな火びしかのこってないね……」

「私は好きですよ、線せん香こう花はな火び。儚はかなさが逆に魅み力りよくというか」

「でもさ、あの玉みたいなやつすぐ落っこちるのがな」

「それはマーヤが下手なだけっスよ」

「なんだと。タル子こよりは保もたせられるわ。見てろ」

「返かえり討うちにしてやるっス」

「線せん香こう花はな火び勝しよう負ぶ、楽しそうだねっ。私も参加していい？」

「勝負となれば、私も逃にげるわけにはいきませんね」

　あらかたの花火を遊び終えたところで、四人は線せん香こう花はな火びを手に耐たい久きゆう戦せんを競きそうようだ。まったく、どの子も負まけず嫌ぎらいだ。……それがゆえ、頼たのもしい。

　大会が始まったらこんな気分に浸ひたっている余よ裕ゆうもなくなるだろう。だから今だけは、俺おれも少しだけ楽しませてもらうことにするか。

「俺おれも参加して良いいか？」

「やりましょう、和かず羅ら先生っ」

「賞品賭かけるっスか」

「いいね。んじゃ勝者は最後の夜をカズラと……」

「それはもういいです！」

　全員で他愛もない会話を弾はずませながら、更ふけていく夏の夜に身を任せる。
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♦那覇・国際通り






「やっと沖おき縄なわっぽくなったっス」

　最終日。飛行機が夕方の便だったので、俺おれたちはコテージをチェックアウトしてから荷物を預け、沖おき縄なわの目め抜ぬき通どおりにやってきた。ラストは思いっきり観光して羽を伸のばそう。

　噂うわさで聞く国こく際さい通どおりは文化の坩堝るつぼだった。近代建築とアメリカ風、そして沖おき縄なわの伝でん統とう家屋が混こん沌とんと混ざり合い、他のどことも似ていない風土を醸かもし出だしている。

　そして異常に人が多い。

「カズラ、見ろ。外国人だぞ」

「……おう」

　お前もな、マーヤ。そう言ってやりたいのをぐっと吞のみ込こむ。今日も晴天で気温は非常に高かったが、テンションが上がっているのかマーヤはバテた様子を見せない。めずらしく小学生らしいはしゃぎっぷりを披ひ露ろうしてくれているのだから、無ぶ粋すいなツッコミで話の腰こしを折るのはやめておこう。

「和かず羅ら先生、どこかお目当ての店はあるのですか？」

「いや、特には。お土産みやげくらい買っていきたいとは思ってるけど」

「沖おき縄なわというと泡あわ盛もりの古酒が有名ですね」

　さすが朱しゆ梨り、小学生なのに詳くわしいな。俺おれが土産みやげを持っていく相手は妹なので酒類は対象外だけれども。

　しかし、酒じゃないとすれば何が沖おき縄なわっぽいのだろう。アロハシャツ……それは酒と同じくらいチョイスとしておかしいな。意外と難しい。

　とりあえずみんなも付き合ってくれるそうなので手近な土産みやげ物もの屋やに入る。いろいろ見て選ぶことにしよう。

「先生、お菓か子しはどうですか？」

「うん、それが無難かな」

　巴ともえがお菓か子しコーナーで立ち止まったので俺おれも隣となりに陣じん取どる。やはり病室に持っていくには甘あまいものが最適だろう。

「いろいろありますね。パイナップルケーキに、ちんこすう。ちんこすうってどんな味なのでしょう」

「………………」

　巴ともえさん、読よみ間ま違ちがえています。

「トモエもなんか買うのか？」

「この、ちんこすうっていうのが気になってるんだけど、おいしいのかな」

「なんだそれ。お、試食できるぞ。ちんこすうご自由にどうぞだって」

　マーヤ。間ま違ちがいに気付いて。そして大声で連呼しないで。

「これがちんこすうの味……」

「味はともかく喉のどにつかえそうだな、ちんこすう」

　間ま違ちがった名前を延々繰くり返かえす二人。教師として非常に難しい立ち位置に追いやられている。誰だれか助けてくれ。

「…………」

「…………」

　困こん窮きゆうして周りに目を向けると、留る子こと朱しゆ梨りがスンッとした真顔で二人のことを見つめていた。わかる。この、なんとかしたいけど下手に踏ふみ込こんだら誘ゆう爆ばくしかねない危険な領域。おいそれと立ち入れない。

「と、巴ともえ、マーヤ！　よく考えたらいきなりモノ買っちゃうと荷物になるし、とりあえず昼飯食べにいかないか？」

　ここはいったん土産物みやげもの屋やから離はなれてしまうのが得策かもしれない。

「そ、そうっスね！　それがいいかもっス！」

「二人とも、行きましょう！」

　提案すると、即そく座ざに留る子こと朱しゆ梨りが同意してくれた。

「まー確かに」

「沖おき縄なわ名めい物ぶつ、他にも食べたいですっ」

　マーヤと巴ともえも同意してくれたのでそそくさと店を出る。ふう、肝きもを冷やした。

「カズラ、沖おき縄なわって食べものは他に何が有名なの？」

「えーと。ステーキとか？」

「なぜに」

　マーヤが眉まゆをひそめる。アメリカに占せん領りようされていた時代のなごりが色いろ濃こく残っているからだと思われるが、どのみちいい肉を食べ慣れている子たちにとってステーキはあまり魅み力りよくに感じないだろうな。

「他にはなにかありますか？」

「あとは、沖おき縄なわそば？」

　朱しゆ梨りに問われたので思いつくまま答えたものの、お嬢じよう様さまたちに食べさせるにはいささか大衆的すぎる気もする。俺おれは昔沖おき縄なわ料りよう理り屋やで食べたことがあって、わりと好きな味なのだが。

「ステーキよりはそっちの方が興味あるっスね」

「私も食べてみたいです。お肉は合宿中にもけっこう頂きましたし」

「そうだねっ。せっかくだから、沖おき縄なわならではっていうのを食べてみたいかも」

　どうするか迷うところだったが、みんなわりと興味を持っているようだ。今までの傾けい向こうからしても大衆的な食べものをお気に召めしてくれることが多かったから、不評となる可能性も低い気がしてきた。

「カズラ、店知ってる？」

「知らないけど、文明の利器がある」

　マーヤにスマホを見せつける。まったくいい時代になったものだ。

「しばらく沖おき縄なわに来ることもなさそうっスし、いちばん有名なお店がいいっス」

「了りよう解かい」

　グルメサイトで検けん索さくすると、図ず抜ぬけて評判の集まっている店が一いつ軒けん出てきた。距きよ離り的てきにも近そうだし、ここにするか。

「こっちだ」

　地図に従い、大通りから一本裏道に逸それる。

　すると、景色が一変した。

　古びたアーケード街。灯あかりに乏とぼしく、人の数も一気に少なくなる。周りは商店なのだが、開いている店はまばらであちこちシャッターが閉じられている。なんとも言えない陰いん鬱うつな雰ふん囲い気き。

「せ、先生……本当にこっちですか？」

「合っている……はずなんだが」

　ナビによると正しい。だが、その自信を激しく揺ゆさぶられるほど、雰ふん囲い気きがおかしい。

「お化け出そうっス」

「……っ。そ、そういうことは口にしないで下さい。お化けなんてオカルトです。ありえません」

　そう言いつつ、すっと俺おれの服の裾すそを摑つかむ朱しゆ梨り。……やっぱりお化け、苦手なのかもしれない。

　それを微笑ほほえましく思えないほど、進めば進むほど辺りの雰ふん囲い気きは暗さを増していった。これ、俺おれでも正直怖こわい。お化けというより、治安的な意味で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。小学生を連つれ込こんではマズい路地だったのでは。

　ぴとっ。ぴとっ。ぴとっ。

　朱しゆ梨りに続き、他の子たちも俺おれに密着してくる。巴ともえ、留る子こ、しまいにはマーヤまで。それくらい暗い空気が漂ただよっている。まさかあれだけ有名な通りから一本逸それるだけでこんなにも様相が変わってしまうとは。

「カズラ、フォールドした方がよくね……？　これヤバいぞ。世界のマーヤ様が保証する」

「つ、つっても日本だろ。この国の治安を信じろ」

　と、答えてみたものの、この薄うす暗ぐらさは確かにビビる。なんでこんなに人がいないんだ。

「本当にこんなところに、食べ物屋さんあるっスか……？」

「………………」

　それは正直、俺おれも怪あやしく思えてきている。でもナビから逸それてはいないんだよなあ。

「ニャア」

「キャ～！」

　曲がり角から猫ねこが飛び出してきて、俺おれたちを盛せい大だいに驚おどろかせる。ショックのあまりか、朱しゆ梨りがその場にへたり込こんでしまった。

「あ、あわわわわ」

　意外だ。朱しゆ梨りがこんなに恐きよう怖ふ系けいを苦手としているとは。それも無理はない光景なのだが、とりあえず俺おれの臀でん部ぶに顔を埋うずめるのはいろんな意味で止やめた方がいいと思う。

　しかたない、朱しゆ梨りがこんなだしもう引き返すべきか。

　そう思った時。

「せ、先生！　あそこに！」

　巴ともえが少し先を指さす。見えた。灯あかりが。そして『沖おき縄なわそば』の文字が。

　あった、ちゃんとあった。歓かん喜きして俺おれたちはその小さな店に駆かけ込こむ。

　店内は今までの静せい寂じやくが噓うそのように大勢の人で溢あふれており、いろんな意味でほっとさせられた。

　よくこんなところで営業しているなあ。いや、むしろ逆にこの立地がギャップとなって評判を呼んでいるのかもしれないけど。

「美お味いしいです！　お出だ汁しの味が濃のう厚こうで、独特の麵めんとよく合います！　あっさりしたスープと煮に豚ぶたの相あい性しようも素す晴ばらしい……！」

　店の繁はん盛じようぶりを確かく認にんしてすっかり元気になった朱しゆ梨りが舌した鼓つづみを打つ。実際、俺おれとしても味わい深さに感動した。巴ともえも留る子こもマーヤもかなりお気に召めした様子。

　最後の最後にどうなることかと思ったが、なんとかちゃんと引いん率そつ者しやとしての役目を果たし終えられたようだ。

「ぷぷっ、それにしてもシュリの怖こわがりようはヒドかったな」

「そ、それほどでもないでしょう？」

「や、正直朱しゆ梨りの震ふるえ方かたが余計にあたしたちまで怖こわくさせてたっスよ」

「朱しゆ梨りにも苦手なモノがあったんだね。なんだかホッとしたよ」

　そばを啜すすりながら、明るい雰ふん囲い気きに包まれる四人。メンバーの意外な一面を見ることもできて、ますます打ち解けられた。そう思っておくか。

　こうして俺おれたちの沖おき縄なわ合がつ宿しゆくは無事（？）全日程を終えた。

　陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブ、大会に向けて準じゆん備び完かん了りようだ。
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♠フィエール女学園・ポーカールーム






「結ゆ奈なさま、ショウダウンです」

「[image: ][image: ]。[image: ]の３カードトリツプスです」

「……っ。また、ポケットエース！」

「そんな、ありえない。今日だけで何回目……？」

「やはり、下らないですね。ポーカーなんて」

「お姉さま……。さすがにそれは……」

「あら？　侮ぶ辱じよくしてしまったかしら。失礼いたしました」

「……っ」

「でも、事実としてみなさんが私に勝てない。何年もこのゲームに時間を費ついやしてきたみなさんが、ほんの一月学んだだけの私に」

「確率的に、結ゆ奈なさまの引きの強さが偏かたよりすぎています。でも、長期的には……」

「勝負は、大会は短期決戦でしょう？」

「ですが、しかし」

「運が絡からむゲームなんてこんなものですよ。勝つも負けるも運うん次し第だい。だから下らないと言っているのです」

「………………」

「気分を害されたのなら謝あやまります。ですが、私の考えが誤りだとおっしゃるなら、まずは私を倒たおしてから発言して下さい。今日はもう帰りますね、失礼します」

「お、お姉さま……！」





♦フィエール女学園・並木道






「……お父様。なぜ。なぜ私に、こんなゲームを。囲い碁ごの道を諦あきらめさせてまで。なぜ。…………愛せませんね、やはり。ポーカーも、それに熱を入れる人間も、全て。怒いかりすら覚える……否いな。怒いかりしか感じません。全て燃もやし尽つくしてやりたい。燃もやし尽つくしてやらなければ気が済まない。私自身が、このゲームの下らなさを思い知らせてやらないと気が済まない。大会ですか。いいでしょう。こんな出で来き損そこないのゲームを愛する全ての者に、絶望を叩たたきつけてみせましょう」











あとがき






　どうも前巻でダイエット宣言した者です。

　あれからどれくらい体重が落ちたのでしょうか。この本が出る頃ころにはきっと元の体型に……戻もどってそうにありません。忸じく怩じたる重い。いや、思い。

　歳としを取るにつれていろいろな『欲』が薄うすれていくのを実感しているのですが、どうしたことか食欲だけは衰おとろえを知らず。あれも食べたいこれも食べたいで胃い袋ぶくろ年ねん齢れいだけは全ぜん盛せい期きをひた走っております。

　それでもやはり健康のためにいろいろ考えなきゃならないお年とし頃ごろ。そこで最近実じつ践せんを始めたのは『一日おき糖質制限』という手法です。

　二日にいっぺん、一回だけ好きなモノを食べて良いいというマイルールなのですが、これならば根こん性じようなしの自分でもなんとか欲望を抑おさえ込こむことが可能な模様。今のところ上う手まく機能しているのでこのまま継けい続ぞくしていきたいと思っています。

　もちろんダイエットのペースとしては非常にゆったりしたものにならざるを得ないのですが、別に急ぐ旅でもなし。一年以上じっくりかけるつもりで少しずつでもベストな体重に近づけていけたらなというゆるふわマインドセットです。

　毎度毎度どうでもいい内容のあとがきですみません。

　しかし気付けば電でん撃げき文庫での刊行も三十冊を超こえているわけで、いいかげん書くこともなくなってきているというのが正直なところ。もうあとがきなくてもよくないか、と思うこともしばし……って、確か以前もこんなことを書いた気がしてきました。本編もあとがきもネタかぶりに対する圧が日に日に高まっております。

　サラッと流しそうになりましたが、三十冊。どうやら前巻の『ぽけっと・えーす！』が記念すべき三十作目のリリースだったようです。どうして前巻のうちに取り上げておかなかったのか。つくづく記念日というものに疎うとい人間だなと実感するばかり。

　ま、記念日忘れて怒おこらせる相手もいないので気楽なもんですがね。自分で言ってて虚むなしくなりました。

　さてさて三十一冊目の刊行となりました『ぽけっと・えーす！』二巻、楽しんで頂けたようであれば幸いです。一巻がわりと多要素盛り盛りだったので、今巻は子どもたちとの交流をメインに据すえてみました。和気あいあいとした非常に健全な内容でしたね！　でしたね！

　三巻目はどうなることやら。舵かじを切る方向性についてはいろいろ考えておりますが、なるべく早くお届けできるよう早さつ速そくひとりブレストを開始しておきます。

　今巻もお手にとって下さりありがとうございました！　またお会いできれば嬉うれしいです。


二〇二〇年吉きち日じつ　蒼あお山やまサグ
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